
第
一
次
大
戦
時
に
ド
イ
ツ
兵
俘
虜
を
収
容
し
た
似
島
俘
虜
収
容
所
は
、
広
島
港
か
ら
南
西

に
約
八
キ
ロ
の
広
島
湾
に
浮
か
ぶ
似
島
に
あ
っ
た
。
似
島
は
周
囲
約
十
四
キ
ロ
の
小
さ
な
島

で
、
標
高
二
七
八
メ
ー
ト
ル
の
安
芸
小
富
士
（
あ
き
の
こ
ふ
じ
）
と
呼
ば
れ
る
、
富
士
山
に

似
た
山
が
あ
る
こ
と
か
ら
平
地
面
積
は
少
な
い
（
図
１
参
照
）。
島
の
西
側
の
家
下
（
や
じ
た
）

地
区
に
は
古
く
か
ら
島
民
が
住
ん
で
い
た
が
、
東
側
の
平
地
は
ご
く
僅
か
で
あ
る
。
今
日
は

社
会
福
祉
法
人
の
似
島
学
園
、
似
島
臨
海
少
年
自
然
の
家
と
平
和
養
老
館
、
そ
し
て
似
島
小

中
学
校
の
あ
る
三
ヶ
所
ほ
ど
で
あ
る
。
第
一
次
大
戦
時
に
ド
イ
ツ
兵
俘
虜
収
容
所
が
あ
っ
た

場
所
に
は
、
現
在
似
島
臨
海
少
年
自
然
の
家
と
平
和
養
老
館
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

似
島
俘
虜
収
容
所
は
、
大
阪
俘
虜
収
容
所

の
閉
鎖
に
と
も
な
っ
て
五
四
八
名

(1)

の
俘
虜

を
大
阪
か
ら
移
送
し
て
、
大
正
六
（
一
九
一

七
）
年
二
月
十
九
日
か
ら
大
正
九
（
一
九
二

〇
）
年
四
月
一
日
ま
で
の
約
三
年
間
開
設
さ

れ
た
。
所
長
に
は
大
阪
俘
虜
収
容
所
長
の
菅

沼
来
中
佐
が
引
き
続
い
て
就
任
し
、
収
容
所

の
閉
鎖
ま
で
そ
の
任
に
あ
っ
た
。
収
容
所
の

敷
地
の
総
面
積
は
約
四
八
五
〇
坪
（
約
一
六

〇
〇
〇
平
米
）
だ
っ
た
。
敷
地
に
は
二
面
の

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と
運
動
場
が
設
け
ら
れ
、
ま

た
四
棟
の
兵
卒
用
バ
ラ
ッ
ク
、
准
士
官
・
下

士
官
用
、
将
校
用
各
一
棟
が
あ
り
、
そ
の
他

管
理
棟
、
診
療
所
、
厨
房
、
パ
ン
工
場
、

酒
保
、
浴
場
、
洗
面
所
が
あ
っ
た
（
図

２
参
照
）。

似
島
に
収
容
所
が
設
置
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
遠
因
は
日
清
戦
争
に
発
す
る
。

中
国
大
陸
や
朝
鮮
半
島
か
ら
の
帰
還
兵

が
持
ち
込
む
病
原
菌
を
防
ぐ
た
め
に
明

治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
六
月
、
似
島

に
臨
時
陸
軍
免
疫
所
（
後
に
名
称
は
検

疫
所
と
な
る
）
が
、
今
日
は
似
島
学
園

の
あ
る
場
所
に
設
置
さ
れ
た
。
更
に
日

露
戦
争
時
代
に
は
陸
軍
第
二
検
疫
所
が

設
置
さ
れ
た
。
日
露
戦
争
は
日
清
戦
争
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
の
傷
病
兵
が
出
現
し
た
。

ま
た
ロ
シ
ア
兵
俘
虜
も
約
八
万
人
に
及
び
、
第
一
検
疫
所
は
臨
時
的
な
俘
虜
収
容
所
に
当
て

ら
れ
た
。
大
陸
か
ら
引
き
揚
げ
て
き
た
兵
士
は
、
新
た
に
設
置
さ
れ
た
第
二
検
疫
所
で
消
毒

を
受
け
て
、
そ
れ
か
ら
宇
品
港
に
上
陸
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
第
二
検
疫
所
が
後
に
ド
イ
ツ

兵
俘
虜
収
容
所
に
な
っ
た
。
似
島
検
疫
所
は
日
清
戦
争
、
日
露
戦
争
、
北
清
事
変
（
義
和
団

の
乱
）、
第
一
次
大
戦
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
、
山
東
出
兵
、
満
州
事
変
か
ら
日
中
戦
争
、
太
平
洋

戦
争
と
、
実
は
近
代
日
本
の
全
て
の
戦
争
に
か
か
わ
っ
た
場
所
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
軍
都
広

島
を
擁
す
る
広
島
湾
に
あ
っ
た
こ
と
が
大
き
く
関
係
し
て
い
る
。
日
清
戦
争
時
に
は
広
島
城

跡
に
大
本
営
が
置
か
れ
た
が
、
更
に
似
島
の
す
ぐ
近
く
に
は
海
軍
兵
学
校
を
擁
す
る
江
田
島

が
あ
り
、
ま
た
呉
の
軍
港
も
遠
く
は
な
か
っ
た
。

日
独
戦
争
は
一
ヶ
月
半
で
終
わ
っ
た
が
、
そ
の
結
果
、
四
七
〇
〇
名
近
い
ド
イ
ツ
人
将
兵

（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
将
兵
を
含
む
）
が
日
本
各
地
十
二
ヶ
所
の
収
容
所
に
収
容
さ
れ
た
。
し
か
し
、

欧
州
で
は
戦
争
が
一
向
に
終
わ
る
気
配
が
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
各
地
に
分
散
し
て
い
た
収
容

所
を
整
理
、統
合
す
る
こ
と
に
な
り
、習
志
野
、名
古
屋
、青
野
原
、似
島
、板
東
、久
留
米
の
六
ヶ

所
に
集
約
さ
れ
た
。
似
島
俘
虜
収
容
所
が
他
の
収
容
所
と
異
な
る
最
も
大
き
な
点
は
、
島
に

設
け
ら
れ
た
収
容
所
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
似
島
俘
虜
収
容
所
は
整
理
統
合
後
の
六
収
容
所

の
中
で
最
も
情
報
量
が
少
な
く
、
実
態
が
余
り
分
か
っ
て
い
な
い
の
は
そ
こ
に
起
因
す
る
と

も
言
え
る
。
先
に
触
れ
た
よ
う
に
周
辺
部
に
は
海
軍
の
要
衝
地
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
板

塀
で
海
へ
の
視
界
が
遮
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
脱
走
事
件
が
起
こ
っ
た
た
め
に
、

収
容
所
内
の
規
律
、
統
制
は
厳
し
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

整
理
統
合
後
の
各
地
の
収
容
所
で
は
、
や
が
て
各
種
の
展
覧
会
や
音
楽
会
、
ス
ポ
ー
ツ
大

会
が
開
か
れ
た
。
似
島
収
容
所
で
の
各
種
行
事
等
に
つ
い
て
記
し
て
み
る
。(2)

【
講
習
会
】

収
容
俘
虜
の
七
三
パ
ー
セ
ン
ト
が
何
ら
か
の
講
習
会
に
参
加
し
た
。
四
六
名
の
講
師

陣
に
よ
る
四
七
の
コ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、
各
コ
ー
ス
に
は
平
均
三
〇
名
か
ら
五
〇
名
の

受
講
者
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
講
習
会
の
種
類
は
、
ド
イ
ツ
語
、
日
本
語
、
英
語
、

フ
ラ
ン
ス
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
ロ
シ
ア
語
、
中
国
語
、
数
学
、
機
械
工
学
、
建
設
工
学
、

電
気
学
、
経
済
学
、
法
学
、
歴
史
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
等
で
あ
る
。

【
演
劇
活
動
】

大
阪
収
容
所
時
代
か
ら
始
ま
り
、
夏
季
に
は
野
外
公
演
を
六
回
、
収
容
所
内
に
設
備

が
で
き
る
と
一
気
に
活
発
化
し
て
、
上
演
作
品
は
二
〇
本
以
上
に
達
し
た
。
チ
ェ
ー
ホ

フ
の
『
熊
』
や
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ト
ー
マ
の
『
一
等
車
』
な
ど
が
上
演
さ
れ
た
。
バ
イ

エ
ル
ン
方
言
を
用
い
た
ト
ー
マ
の
作

品
は
各
地
の
収
容
所
で
上
演
さ
れ
て

い
る
。
当
時
は
人
気
が
あ
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

【
新
聞
の
発
行
】

大
阪
収
容
所
時
代
の
大
正
五
（
一

九
一
六
）
年
六
月
か
ら
発
行
さ
れ
た

も
の
を
引
き
継
い
で
、
日
刊
紙
「
似

島
収
容
所
新
聞
」（Zeitung des 

Lagers N
inoshim

a

）
が
発
行
さ

れ
た
が
、
残
念
な
が
ら
今
日
そ
の
詳

細
は
分
か
っ
て
い
な
い
。「
似
島
独

逸
俘
虜
技
術
工
芸
品
展
覧
会
目
録
」

（
図
３
参
照
）
の
記
す
と
こ
ろ
に
よ

れ
ば
、
当
初
は
主
と
し
て
日
本
の

新
聞
記
事
を
ド
イ
ツ
語
に
訳
し
た

も
の
が
多
か
っ
た
が
、
後
に
収
容

所
内
の
出
来
事
を
記
す
記
事
も
掲

載
さ
れ
た
。

【
俘
虜
技
術
工
芸
品
展
覧
会
】

大
正
八(

一
九
一
九
）
年
三
月

四
日
か
ら
十
三
日
ま
で
広
島
県
物

産
陳
列
館
、(3)

今
日
は
「
原
爆
ド
ー

ム
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
建
物
で
上

記
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
。「
似
島

独
逸
俘
虜
技
術
工
芸
品
展
覧
会
目

録
」
に
は
、
俘
虜
た
ち
に
よ
る
出

品
作
品
が
記
さ
れ
て
い
る
。
出
品

内
容
は
、
写
真
、
油
絵
、
水
彩
画
、

ペ
ン
画
、
額
縁
、
チ
ェ
ス
盤
、
軍

艦
や
漁
船
の
模
型
、
似
島
収
容
所

の
模
型
、
火
鉢
、
靴
、
蒸
気
機
関

車
や
蒸
気
船
の
模
型
、蹄
鉄
、大
砲
、

文
鎮
、昆
虫
の
標
本
、鳥
篭
、鉱
物
・

岩
石
の
標
本
、
ス
リ
ッ
パ
、
幾
何

学
の
ノ
ー
ト
、
家
の
設
計
図
、
マ
ッ

チ
棒
に
よ
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
チ
ェ
ロ
、
各
種
革
製
品
、
各
種
編
み
物
、
薬
品
の
調
合
剤
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
、
晴
雨
自
動
計
測
器
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
展
覧
会
の
様

子
は
新
聞
で
連
日
に
亘
っ
て
詳
細
に
報
道
さ
れ
、
九
日
間
で
の
入
場
者
は
一
六
万
三
四

四
七
人
だ
っ
た
。
因
み
に
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
当
時
の
広
島
市
の
人
口
は
約
三
〇

万
人
だ
っ
た
。
な
お
、
会
場
に
は
食
堂
も
設
置
さ
れ
、
ま
た
ハ
ム
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
類
の

販
売
や
、
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
の
実
演
販
売
も
行
わ
れ
、
出
品
作
品
の
即
売
会
も
あ
っ
た
。

【
芸
術
活
動
】

大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
五
月
十
八
日
に
は
、
広
島
高
等
師
範
学
校
講
堂
で
俘
虜
に

よ
る
音
楽
会
が
開
催
さ
れ
た
。
当
初

は
四
月
二
七
日
行
わ
れ
る
筈
が
、
事

情
で
延
期
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
四

月
二
三
日
付
の
『
中
国
新
聞
』
の
予

告
記
事
に
よ
る
と
、
演
奏
曲
目
と
し

て
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
歌
劇
『
魔
笛
』

序
曲
も
見
ら
れ
る
が
、「
ロ
ー
レ
ラ
イ
」

や
「
菩
提
樹
」
等
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な

も
の
が
中
心
だ
っ
た
。

整
理
統
合
後
の
久
留
米
、
名
古
屋
、

板
東
の
各
収
容
所
で
も
解
放
間
際
に

は
収
容
所
の
外
で
の
演
奏
会
が
開
催

さ
れ
た
が
、
似
島
俘
虜
収
容
所
の
場

合
の
よ
う
に
、
一
般
聴
衆
も
自
由
に

入
場
が
許
さ
れ
た
音
楽
会
は
極
め
て

珍
し
か
っ
た
。
し
か
も
『
中
国
新
聞
』
紙
上
で
三
日
間
に
亘
っ
て
、
演
奏
内
容
が
詳
細

に
報
じ
ら
れ
た
こ
と
は
他
の
収
容
所
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
事
例
で
あ
る
。
な
お
図
６

は
、
そ
の
演
奏
会
前
後
に
高
等
師
範
学
校
玄
関
脇
で
撮
影
さ
れ
た
演
奏
者
等
の
集
合
写

真
で
あ
る
。

【
ス
ポ
ー
ツ
活
動
】

収
容
所
内
で
は
日
常
的
に
、
サ
ッ
カ
ー
や
テ
ニ
ス
等
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
が
行
わ
れ
て

い
た
が
、
こ
こ
で
は
特
に
注
目
に
値
す
る
サ
ッ
カ
ー
の
対
外
試
合
に
つ
い
て
触
れ
て
み

る
。大

正
八
（
一
九
一
九
）
年
一
月
二
六
日
、
開
校
ま
も
な
い
広
島
高
等
師
範
学
校
の
運

動
場
で
、
似
島
の
ド
イ
ツ
兵
俘
虜
と
広
島
高
等
師
範
学
校
、
県
師
範
学
校
、
附
属
中
、

一
中
と
の
サ
ッ
カ
ー
交
歓
試
合
が
行
わ
れ
た
。
二
試
合
行
っ
た
結
果
は
、
五
対
〇
、
六

対
〇
で
、
俘
虜
チ
ー
ム
の
圧
勝
で
あ
っ
た
。
図
７
は
そ
の
折
に
撮
影
さ
れ
た
日
独
両
チ
ー

ム
の
記
念
写
真
で
あ
る
。

平
成
十
八
（
二
〇
〇
六
）
年
一
月
二
二
日
、
テ
レ
ビ
新
広
島
制
作
の
「
歴
史
発
掘
ス

ペ
シ
ャ
ル　

ド
イ
ツ
か
ら
の
贈
り
も
の―

奇
跡
の
絆
の
物
語
」
が
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
系
列

に
よ
っ
て
全
国
ネ
ッ
ト
で
放
映
さ

れ
た
が
、
番
組
の
中
で
は
似
島
の

俘
虜
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
が
大
き
く

取
り
上
げ
ら
れ
た
。

【
俘
虜
に
よ
る
労
役
】

労
役
は
各
収
容
所
で
行
わ
れ
て

い
た
が
、
似
島
で
の
労
役
に
つ
い

て
は
現
地
調
査
に
当
た
っ
た
ス
イ

ス
人
医
師
の
次
の
証
言
が
残
さ
れ

て
い
る
。「
似
島
収
容
所
で
の
捕
虜

ら
の
主
た
る
不
満
は
、
い
わ
ゆ
る

「
ロ
ウ
エ
キ（
労
役
）」に
在
り
ま
す
。

（
中
略
）
毎
日
交
代
す
る
労
働
分
遣

隊
を
組
ん
だ
捕
虜
ら
は
、
日
当
四

銭
で
土
砂
を
手
押
し
車
に
乗
せ
、
広
島
市
内
各
地
に
運
ん
で
い
き
ま
す
。
他
の
収
容
所

で
は
「
ロ
ウ
エ
キ
」
は
通
常
き
つ
い
苦
力
労
働
で
は
な
く
、
捕
虜
ら
か
ら
は
、
む
し
ろ

恰
好
の
気
分
転
換
と
し
て
歓
迎
さ
え
さ
れ
て
い
ま
す
」。(4)

こ
の
土
砂
運
搬
作
業
は
広
島

西
練
兵
場
修
繕
と
第
五
師
団
長
官
舎
の
敷
地
整
備
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。(5)

な
お
、
収
容
所
の
近
く
に
一
時
期
製
針
工
場
が
あ
っ
て
、
俘
虜
に
よ
る
労
役
が
行
わ

れ
た
。
し
か
し
そ
の
工
場
は
ほ
ど
な
く
閉
鎖
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。『
中
国
新
聞
』（
大
正

七
（
一
九
一
八
）
年
二
月
七
日
付
）
は
「
俘
虜
傭
役
失
敗　

似
島
工
場
閉
鎖
」
と
題
し

て
次
の
よ
う
に
報
じ
た
。「
広
島
製
針
組
合
に
於
て
斯
業
の
進
歩
を
図
る
為
め
似
島
に
伝

習
工
場
を
設
け
（
中
略
）
俘
虜
二
名
中
一
名
は
全
然
製
針
を
解
せ
ず
他
の
一
名
も
機
械

職
工
に
し
て
僅
か
に
製
針
の
一
部
を
知
れ
る
に
止
ま
り
（
後
略
）」。
解
放
間
際
に
は
広

島
市
内
の
各
種
製
造
所
で
、
労
役
と
い
う
よ
り
は
日
本
人
技
術
者
へ
の
指
導
が
行
わ
れ

た
こ
と
は
、
後
述
す
る
ヴ
ォ
ル
シ
ュ
ケ
の
項
で
記
す
通
り
で
あ
る
。

【
遠
足
】似

島
に
は
安
芸
の
小
富
士
と
い
う
絶
好
の
景
勝
地
が
あ
っ
た
が
、
俘
虜
の
遠
足
等
は

行
わ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
既
に
触
れ
た
よ
う
に
、
海
軍
の
要
衝
地
が
近
く
あ
っ

た
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
解
放
間
近
に
な
っ
た
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
十
一

月
に
、
宮
島
の
厳
島
神
社
へ
の
遠
足
が
行
わ
れ
た
。

俘
虜
収
容
所
の
研
究
は
往
々
に
し
て
、
個
々
の
俘
虜
の
活
動
よ
り
も
管
理
・
運
営
な
ど
、

収
容
所
全
体
に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
俘
虜
た
ち
が
収
容
前
に
ど
の
よ

う
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
の
か
、
収
容
中
は
ど
ん
な
活
動
を
し
た
の
か
、
更
に
解
放
後
の
人

生
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
日
独
文
化
交
流
史
上
の
視
点
か
ら
す
る
と
、
場

合
に
よ
っ
て
は
収
容
所
の
全
体
像
を
記
す
こ
と
よ
り
も
、
ず
っ
と
重
要
な
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
最
後
に
似
島
収
容
所
俘
虜
の
内
か
ら
、
後
に
日
本
と
関
わ
り
を
も
っ
た
、
特
色
に
富

む
と
思
わ
れ
る
五
名
の
俘
虜
を
簡
単
に
紹
介
し
て
、
こ
の
稿
を
閉
じ
る
こ
と
に
す
る
。
な
お
、

俘
虜
の
所
属
・
階
級
は
収
容
時
点
の
も
の
で
あ
る
。

（
一
）
ア
ド
ル
フ
・
ヴ
ァ
ル
デ
マ
ー
ル
・
ア
ー
ペ
ル
（Adolf W

aldem
ar Apel

；
一
八
九
〇

〜
？
）；
海
軍
第
二
工
機
団
第
二
中
隊
・
予
備
一
等
焚
火
兵
。
広
島
高
等
師
範
学
校
の

運
動
場
で
の
サ
ッ
カ
ー
交
流
試
合
に
出
場
し
た
と
思
わ
れ
る
。
当
時
附
属
中
の
生
徒

で
サ
ッ
カ
ー
に
出
場
し
た
茂
森
薫
の
次
の
証
言
が
残
さ
れ
て
い
る
。「
ア
ッ
ペ
ル
と
い

う
常
駐
通
訳
官
が
居
た
。（
中
略
）
或
る
日
彼
の
素
性
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
横
浜
で
生

ま
れ
、三
〇
年
前（
大
正
三（
一
九
一
四
）年
）の
第
一
次
欧
州
大
戦
の
と
き
召
集
さ
れ
、

青
島
で
日
本
軍
と
戦
っ
た
が
俘
虜
と
な
り
、
広
島
の
似
島
に
収
容
さ
れ
た
と
い
う
。

そ
し
て
曰
く
、
当
時
最
も
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
コ
ウ
シ
﹇
高
師
﹈
の
グ
ラ
ン
ド
で
や

る
蹴
球
だ
っ
た
と
い
う
。」(6)

大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
十
月
八
日
か
ら
、
労
役
で
広

島
電
気
製
作
所
に
通
っ
た
。
労
役
時
間
は
午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時
三
〇
分
迄
で
、

賃
金
は
日
給
一
円
五
〇
銭
だ
っ
た
。
大
戦
終
結
し
て
解
放
後
は
、
労
役
先
の
広
島
電

気
製
作
所
に
雇
用
さ
れ
た
。

（
二
）
カ
ー
ル
・
ユ
ー
ハ
イ
ム
（K

arl Juchheim

；
一
八
八
九
〜
一
九
四
五
）；
国
民
軍
・
卒
。

明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
、
菓
子
職
人
と
し
て
青
島
で
菓
子
店
と
喫
茶
店
を
営
む

ド
イ
ツ
人
に
雇
わ
れ
て
青
島
に
赴
い
た
。
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
を
得
意
と
し
、
菓
子
職

マ
イ
ス
タ
ー
の
資
格
を
得
る
と
自
身
の
菓
子
店
を
営
ん
だ
。
日
本
が
ド
イ
ツ
に
宣
戦

を
布
告
し
た
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
八
月
二
三
日
の
約
一
ヶ
月
前
に
エ
リ
ー
ゼ
と

結
婚
し
た
。
日
独
戦
争
が
終
結
し
て
十
ヶ
月
ほ
ど
経
っ
た
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年

九
月
二
〇
日
、
国
民
軍
所
属
と
し
て
軍
籍
が
あ
る
と
の
判
断
を
下
さ
れ
て
、
大
阪
俘

虜
収
容
所
に
収
容
さ
れ
た
。
そ
の
一
ヶ
月
半
後
の
十
一
月
四
日
に
息
子
カ
ー
ル
・
フ

ラ
ン
ツ
が
生
ま
れ
た
。
妻
と
息
子
は
、
大
戦
終
結
し
て
ユ
ー
ハ
イ
ム
が
解
放
さ
れ
る

ま
で
青
島
で
暮
ら
し
た
。
俘
虜
技
術
工
芸
品
展
覧
会
で
は
、
オ
ト
マ
ー
や
ヴ
ォ
ル
シ
ュ

ケ
の
励
ま
し
を
受
け
て
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
を
製
造
・
販
売
し
た
（
図
４
参
照
）。
大
戦

終
結
し
て
解
放
後
は
、
明
治
屋
の
菓
子
職
人
と
し
て
月
給
三
五
〇
円

(7)

と
い
う
破
格

の
俸
給
で
迎
え
ら
れ
た
。
や
が
て
ユ
ー
ハ
イ
ム
は
独
立
し
て
横
浜
市
山
下
町
に
菓
子

店
ユ
ー
ハ
イ
ム
を
開
業
し
た
が
、
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
九
月
一
日
に
起
き
た

関
東
大
震
災
で
店
は
倒
壊
し
た
。
そ
の
後
神
戸
市
三
宮
に
移
っ
て
再
出
発
し
た
。
一

人
息
子
の
カ
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ツ
も
菓
子
職
人
と
な
っ
た
が
、
第
二
次
大
戦
に
応
召
し

て
昭
和
二
〇（
一
九
四
五
）
年
五
月
六
日
ウ
ィ
ー
ン
郊
外
で
戦
死
し
た
。
昭
和
二
〇（
一

九
四
五
）
年
六
月
五
日
の
神
戸
空
襲
で
店
は
瓦
解
し
、
ユ
ー
ハ
イ
ム
は
失
意
の
内
に

八
月
十
四
日
六
甲
ホ
テ
ル
で
死
去
し
た
。
戦
後
店
は
再
建
さ
れ
、
妻
エ
リ
ー
ゼ
の
奮

闘
に
よ
っ
て
発
展
し
、
現
在
も
ド
イ
ツ
菓
子
の
老
舗
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
平
成
二
二
（
二
〇
一
〇
）
年
一
月
十
三
日
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ
の
番
組
『
歴

史
秘
話
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
で
、「
焼
け
跡
と
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
〜
あ
る
ド
イ
ツ
人
夫
妻
の

苦
難
と
愛
」
と
題
し
て
カ
ー
ル
・
ユ
ー
ハ
イ
ム
が
採
り
あ
げ
ら
れ
た
。

（
三
）
ハ
ン
ス
・
ク
ロ
パ
チ
ェ
ク
（H

ans W
.K

ropatschek

；
一
八
七
八
〜
一
九
三
五
）；

海
軍
東
ア
ジ
ア
分
遣
隊
参
謀
本
部
・
陸
軍
少
尉
。
父
は
帝
国
議
会
議
員
で
、
母
は
ロ

シ
ア
人
で
あ
っ
た
。
十
九
歳
で
ロ
ス
ト
ッ
ク
の
歩
兵
第
九
〇
連
隊
附
少
尉
に
な
っ
た
。

北
清
事
変
（
義
和
団
の
乱
）
の
際
に
は
ド
イ
ツ
派
遣
軍
の
一
員
と
な
り
、
福
島
安
正

大
佐

(8)
（
当
時
）
の
指
揮
下
で
大
沽
要
塞
の
監
視
任
務
に
就
い
た
。
そ
の
後
ド
イ
ツ
参

謀
本
部
附
と
な
り
、明
治
三
八（
一
九
〇
五
）年
に
ペ
ツ
ェ
ル
少
将
の
長
女
マ
ル
ガ
レ
ー

テ
と
結
婚
し
た
。
ペ
ツ
ェ
ル
少
将
が
清
国
駐
屯
軍
司
令
官
神
尾
光
臣
少
将

(9)
（
当
時
）

と
知
己
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
神
尾
少
将
か
ら
結
婚
祝
い
に
仙
台
箪
笥
を
贈
ら
れ
た
。

結
婚
を
機
に
軍
隊
生
活
を
離
れ
て
、
青
島
の
ハ
ン
ブ
ル
ク
汽
船
会
社
で
従
事
す
る
こ

と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
傍
ら
ロ
シ
ア
副
領
事
館
の
副
領
事
を
務
め
た
。
大
正
三
（
一

九
一
四
）
年
八
月
三
日
に
総
督
府
か
ら
動
員
令
が
発
せ
ら
れ
る
と
、
副
領
事
の
職
を

放
棄
し
て
青
島
ド
イ
ツ
軍
に
参
加
し
た
。
妻
は
娘
と
息
子
の
三
人
で
大
戦
終
結
ま
で

青
島
に
留
ま
っ
た
。
大
戦
終
結
し
て
解
放
後
の
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
三
月
、
妻

子
を
日
本
に
呼
び
寄
せ
て
横
浜
や
神
戸
に
住
ん
だ
。
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
に

ド
イ
ツ
へ
帰
国
し
た
。

（
四
）
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
オ
ト
マ
ー
（H

einrich 
Friedrich W

ilhelm
 O

thm
er

；
一
八
八
二
〜
一
九
三
四
）
海
軍
第
三
大
隊
予
備
榴

弾
砲
兵
隊
・
予
備
陸
軍
少
尉
。
明
治
三
七
（
一
九
〇
四
）
年
に
学
位
を
取
得
し
て
、

明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
末
北
京
に
赴
き
、
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
青
島
の
徳

華
高
等
学
堂
教
授
に
就
任
し
た
。
明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
に
結
婚
し
て
二
人
の

息
子
を
も
う
け
た
。
第
一
次
大
戦
の
勃
発
と
と
も
に
予
備
陸
軍
少
尉
と
し
て
応
召
し
、

青
島
の
陥
落
に
よ
っ
て
大
阪
俘
虜
収
容
所
に
送
ら
れ
た
。
オ
ト
マ
ー
は
収
容
さ
れ
る

や
た
だ
ち
に
専
門
と
す
る
中
国
語
の
研
究
を
続
行
す
る
と
と
も
に
、
学
習
の
手
本
を

示
す
べ
く
日
本
語
の
勉
強
に
打
ち
こ
ん
だ
。
小
学
校
の
国
語
読
本
か
ら
初
め
て
、
平

仮
名
・
片
仮
名
を
覚
え
、
最
後
に
は
『
万
葉
集
』
の
読
解
に
ま
で
及
ん
だ
。
こ
の
こ

と
は
多
く
の
俘
虜
達
に
刺
激
を
与
え
、
次
々
に
講
習
会
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
大
戦
終
結
し
て
解
放
後
は
松
山
高
等
学
校
教
師
と
し
て
招
聘
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。『
中
国
新
聞
』（
大
正
九（
一
九
二
〇
）年
一
月
二
〇
日
付
）に
は
次
の
記
述
が
あ
る
。

「
解
放
さ
れ
た
似
島
の
俘
虜
帰
心
矢
の
如
き
思
ひ
を
西
京
丸
に
乗
せ
て
解
放
さ
れ
た
八

三
名
、一
行
中
の
オ
ー
ト
メ
ル
氏
は
松
山
高
校
講
師
に
内
定（
中
略
）、尚
オ
ー
メ
ル（
マ

マ
）
敎
授
は
一
旦
青
島
に
往
き
家
族
を
纏
め
て
本
年
三
月
末
迄
に
赴
任
す
る
筈
で
あ

る
」。
家
族
を
日
本
へ
迎
え
る
た
め
に
青
島
に
戻
っ
て
み
る
と
、
妻
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
は

重
い
病
に
あ
り
、
看
護
の
た
め
に
松
山
で
の
職
を
辞
退
し
た
。
妻
は
大
正
九
（
一
九

二
〇
）
年
八
月
六
日
に
死
去
し
た
。
オ
ト
マ
ー
は
そ
の
後
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年

ま
で
上
海
の
同
済
大
学
教
授
と
な
っ
た
が
、
や
が
て
病
に
罹
っ
て
ド
イ
ツ
に
帰
国
し

た
。

（
五
）
ヘ
ル
マ
ン
・
ヴ
ォ
ル
シ
ュ
ケ
（H

erm
ann W

olschke

；
一
八
九
三
〜
一
九
六
三
）；

海
軍
膠
州
砲
兵
大
隊
第
二
中
隊
・
二
等
砲
兵
。
応
召
前
は
食
肉
加
工
職
マ
イ
ス
タ
ー

だ
っ
た
。
似
島
時
代
、
食
肉
加
工
職
人
だ
っ
た
ケ
ル
ン
及
び
シ
ュ
ト
ル
の
三
人
で
、

当
時
の
広
島
市
広
瀬
町
上
水
入
町
の
ハ
ム
製
造
会
社
酒
井
商
会
で
ハ
ム
製
造
の
技
術

指
導
を
し
た
。
解
放
間
際
の
三
人
の
写
真
が
『
中
国
新
聞
』（
大
正
八
（
一
九
一
九
）

年
十
二
月
二
五
日
付
）
に
大
き
く
掲
載
さ
れ
た
。
な
お
、
広
島
県
物
産
陳
列
館
で
の

俘
虜
作
品
展
示
即
売
会
に
は
、
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
を
出
品
す
る
よ
う
ユ
ー
ハ
イ
ム
を

励
ま
し
、
自
身
は
ソ
ー
セ
ー
ジ
を
出
品
し
た
（
図
５
参
照
）。
大
戦
終
結
後
は
、
銀
座

に
新
規
開
店
し
た
明
治
屋
経
営
の
「
カ
フ
ェ
ー
・
ユ
ー
ロ
ッ
プ
」
の
ソ
ー
セ
ー
ジ
製

造
主
任
に
な
っ
た
。
昭
和
の
初
め
、
銀
座
に
屋
台
を
出
し
て
日
本
で
初
め
て
ホ
ッ
ト

ド
ッ
グ
を
販
売
し
た
。
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
ベ
ー
ブ
ル
ー
ス

を
含
む
プ
ロ
野
球
チ
ー
ム
が
来
日
し
た
折
に
は
、
甲
子
園
球
場
で
ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
を

販
売
し
た
と
い
わ
れ
る
。
第
二
次
大
戦
中
は
同
盟
国
の
人
間
で
は
あ
っ
た
が
、
長
野

県
野
尻
湖
畔
で
い
わ
ば
幽
閉
生
活
を
送
っ
た
。
後
に
軽
井
沢
に
自
分
の
店「
ヘ
ル
マ
ン
」

を
創
業
し
た
。
昭
和
三
八
（
一
九
六
三
）
年
に
没
し
、
東
京
都
狛
江
市
の
泉
龍
寺
に

埋
葬
さ
れ
た
。
墓
碑
に
は
「
遥
か
な
る
祖
国
ド
イ
ツ
を
誇
り
、
第
二
の
故
郷
日
本
を

愛
し
た
ヘ
ル
マ
ン
・
ヴ
ォ
ル
シ
ュ
ケ
こ
こ
に
眠
る
」
の
銘
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
今
日
、

息
子
の
ヘ
ル
マ
ン
・
ヴ
ォ
ル
シ
ュ
ケ
氏
（
父
親
と
同
名
）
が
神
奈
川
県
厚
木
市
で
「
ヘ

ル
マ
ン
」
を
営
業
し
て
い
る
。

付
記　

本
稿
執
筆
に
際
し
て
は
、
広
島
市
公
文
書
館
か
ら
関
連
資
料
の
提
供
を
受
け
た
。

記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

　
　
　

註

(1)　
『
独
逸
及
墺
洪
国
俘
虜
名
簿
』（
日
本
帝
国
俘
虜
情
報
局
、
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
六
月
改
訂
）

に
よ
る
俘
虜
の
総
数
は
四
七
一
五
名
で
あ
る
が
、
日
本
へ
の
送
還
前
に
青
島
で
死
亡
し
た
俘
虜
も

い
た
。
日
本
の
収
容
所
に
収
容
さ
れ
た
俘
虜
は
四
六
九
七
名
で
あ
っ
た
。

(2)　

宮
崎
佳
都
夫
執
筆『
似
島
の
口
伝
と
史
実
』（
似
島
連
合
町
内
会
郷
土
史
編
纂
委
員
会
、平
成
十（
一

九
九
八
）
年
十
二
月
）
を
参
考
に
し
た
。

(3)　

広
島
県
物
産
陳
列
館
は
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
八
月
五
日
に
開
館
し
た
。
設
計
者
の
チ
ェ
コ

人
ヤ
ン
・
レ
ツ
ェ
ル
（Jan Letzel,

一
八
八
〇
〜
一
九
二
五
）
は
、
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年

に
東
京
で
建
築
事
務
所
を
経
営
し
て
い
た
ド
イ
ツ
人
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
（G

eorg de  Lalande,

一

八
七
二
〜
一
九
一
四
；
朝
鮮
総
督
府
庁
舎
や
神
戸
・
北
野
の
「
風
見
鶏
の
家
」
の
設
計
者
）
の
招

き
で
来
日
し
、
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
に
東
京
・
京
橋
に
自
身
の
設
計
事
務
所
を
開
設
し
た
。

広
島
県
物
産
陳
列
館
は
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
に
広
島
県
商
品
陳
列
所
と
改
称
さ
れ
、
さ
ら

に
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
に
は
広
島
県
産
業
奨
励
館
と
改
称
さ
れ
た
。
な
お
、
広
島
県
物
産
陳

列
館
に
関
し
て
は
『
廣
島
か
ら
広
島―

ド
ー
ム
が
見
つ
め
続
け
た
街
展
』（
広
島
県
立
美
術
館
、

平
成
二
二
（
二
〇
一
〇
）
年
八
月
）
を
、
ま
た
ヤ
ン
・
レ
ツ
ェ
ル
に
つ
い
て
は
、
菊
楽
忍
「
ヤ
ン
・

レ
ツ
ル
再
考―

書
簡
集
か
ら
建
築
活
動
を
た
ど
る
」（『
広
島
市
公
文
書
館
紀
要
』
第
二
五
号
、
二

〇
一
二
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(4)　

大
川
四
郎
編
訳
『
欧
米
人
捕
虜
と
赤
十
字
活
動　

パ
ラ
ヴ
ィ
チ
ー
ニ
博
士
の
復
権
』
二
〇
五
〜

二
〇
六
頁
、
論
創
社
、
二
〇
〇
六
年
。

(5)　
『
欧
受
大
日
記
』（
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
十
月
、
防
衛
省
防
衛
研
究
所
図
書
館
所
蔵
）。
を
参

照
さ
れ
た
い
。

(6)　
『
広
島
大
学
附
属
中
・
高
等
学
校
創
立
八
十
年
史　

上
巻
』
二
八
一
頁
、
昭
和
六
〇（
一
九
八
五
）

年
。
な
お
、中
野
光
夫
「
ド
イ
ツ
軍
捕
虜
に
よ
る
サ
ッ
カ
ー
の
指
導
」（
広
島
美
奈
美
国
風
土
記
、

N
o.11,

平
成
二
三
（
二
〇
一
一
）
年
三
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(7)　

俘
虜
の
中
で
最
高
月
俸
は
元
総
督
の
マ
イ
ヤ
ー=

ヴ
ァ
ル
デ
ッ
ク
海
軍
大
佐
の
二
八
〇
円
だ
った
。

陸
軍
中
佐
一
八
三
円
、
陸
軍
大
尉
五
〇
円
、
陸
軍
少
尉
四
〇
円
、
下
士
以
下
は
日
給
三
〇
銭
だ
っ

た
。
二
等
兵
扱
い
で
あ
っ
た
ユ
ー
ハ
イ
ム
の
場
合
は
、
月
給
換
算
で
九
円
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
当
時

の
二
〇
〇
円
は
今
日
の
約
一
六
〇
万
円
（
約
八
〇
〇
〇
倍
）
に
相
当
す
る
。
な
お
、
当
時
の
為
替

レ
ー
ト
で
一
円
は
約
二
マ
ル
ク
、
一
ド
ル
は
約
二
円
、
一
ポ
ン
ド
は
約
十
円
で
あ
っ
た
。

(8)　

福
島
安
正
（
一
八
五
二
〜
一
九
一
九
）
は
陸
軍
き
っ
て
の
情
報
将
校
で
、
中
尉
か
ら
少
将
ま
で
の

三
〇
年
間
を
情
報
関
係
一
筋
で
通
し
た
。
明
治
二
〇
年
陸
軍
少
佐
の
時
駐
在
武
官
と
し
て
ベ
ル
リ

ン
に
赴
任
、
帰
国
の
際
に
シ
ベ
リ
ア
を
単
騎
横
断
し
て
勇
名
を
馳
せ
た
。
北
清
事
変
で
は
大
沽
城

塞
攻
撃
の
混
成
大
隊
司
令
官
を
務
め
た
。明
治
四
〇
年
男
爵
と
な
り
、大
正
二
年
陸
軍
大
将
に
な
っ

た
。
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
八
月
一
日
、
青
島
に
マ
イ
ヤ
ー
＝
ヴ
ァ
ル
デ
ッ
ク
膠
州
総
督
を
訪

問
し
た
。

(9)　

神
尾
光
臣
（
一
八
五
五
〜
一
九
二
七
）
は
陸
軍
内
で
三
本
指
に
入
る
中
国
通
と
言
わ
れ
た
。
日
独

戦
争
時
は
陸
軍
中
将
で
、
青
島
攻
囲
軍
司
令
官
と
な
る
。
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
十
二
月
十
八

日
青
島
か
ら
東
京
駅
に
凱
旋
し
た
。
そ
の
日
は
ち
ょ
う
ど
東
京
駅
開
業
式
の
日
で
あ
っ
た
。
大
正

四
（
一
九
一
五
）
年
六
月
二
四
日
大
将
に
昇
任
し
、
七
月
十
四
日
男
爵
に
叙
せ
ら
れ
た
。
な
お
、

次
女
安
子
は
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
三
月
に
小
説
家
の
有
島
武
郎
に
嫁
ぎ
息
子
三
人
を
も
う

け
た
。

- 9 -

　

第
一
次
大
戦
時
の
似
島
俘
虜
収
容
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬　

戸　

武　

彦
（
高
知
大
学
名
誉
教
授
）図１　似島遠景

図２　似島俘虜収容所全景『大正三四年戦役俘虜写真帖』
　　　（国立国会図書館所蔵）



第
一
次
大
戦
時
に
ド
イ
ツ
兵
俘
虜
を
収
容
し
た
似
島
俘
虜
収
容
所
は
、
広
島
港
か
ら
南
西

に
約
八
キ
ロ
の
広
島
湾
に
浮
か
ぶ
似
島
に
あ
っ
た
。
似
島
は
周
囲
約
十
四
キ
ロ
の
小
さ
な
島

で
、
標
高
二
七
八
メ
ー
ト
ル
の
安
芸
小
富
士
（
あ
き
の
こ
ふ
じ
）
と
呼
ば
れ
る
、
富
士
山
に

似
た
山
が
あ
る
こ
と
か
ら
平
地
面
積
は
少
な
い
（
図
１
参
照
）。
島
の
西
側
の
家
下
（
や
じ
た
）

地
区
に
は
古
く
か
ら
島
民
が
住
ん
で
い
た
が
、
東
側
の
平
地
は
ご
く
僅
か
で
あ
る
。
今
日
は

社
会
福
祉
法
人
の
似
島
学
園
、
似
島
臨
海
少
年
自
然
の
家
と
平
和
養
老
館
、
そ
し
て
似
島
小

中
学
校
の
あ
る
三
ヶ
所
ほ
ど
で
あ
る
。
第
一
次
大
戦
時
に
ド
イ
ツ
兵
俘
虜
収
容
所
が
あ
っ
た

場
所
に
は
、
現
在
似
島
臨
海
少
年
自
然
の
家
と
平
和
養
老
館
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

似
島
俘
虜
収
容
所
は
、
大
阪
俘
虜
収
容
所

の
閉
鎖
に
と
も
な
っ
て
五
四
八
名

(1)

の
俘
虜

を
大
阪
か
ら
移
送
し
て
、
大
正
六
（
一
九
一

七
）
年
二
月
十
九
日
か
ら
大
正
九
（
一
九
二

〇
）
年
四
月
一
日
ま
で
の
約
三
年
間
開
設
さ

れ
た
。
所
長
に
は
大
阪
俘
虜
収
容
所
長
の
菅

沼
来
中
佐
が
引
き
続
い
て
就
任
し
、
収
容
所

の
閉
鎖
ま
で
そ
の
任
に
あ
っ
た
。
収
容
所
の

敷
地
の
総
面
積
は
約
四
八
五
〇
坪
（
約
一
六

〇
〇
〇
平
米
）
だ
っ
た
。
敷
地
に
は
二
面
の

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と
運
動
場
が
設
け
ら
れ
、
ま

た
四
棟
の
兵
卒
用
バ
ラ
ッ
ク
、
准
士
官
・
下

士
官
用
、
将
校
用
各
一
棟
が
あ
り
、
そ
の
他

管
理
棟
、
診
療
所
、
厨
房
、
パ
ン
工
場
、

酒
保
、
浴
場
、
洗
面
所
が
あ
っ
た
（
図

２
参
照
）。

似
島
に
収
容
所
が
設
置
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
遠
因
は
日
清
戦
争
に
発
す
る
。

中
国
大
陸
や
朝
鮮
半
島
か
ら
の
帰
還
兵

が
持
ち
込
む
病
原
菌
を
防
ぐ
た
め
に
明

治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
六
月
、
似
島

に
臨
時
陸
軍
免
疫
所
（
後
に
名
称
は
検

疫
所
と
な
る
）
が
、
今
日
は
似
島
学
園

の
あ
る
場
所
に
設
置
さ
れ
た
。
更
に
日

露
戦
争
時
代
に
は
陸
軍
第
二
検
疫
所
が

設
置
さ
れ
た
。
日
露
戦
争
は
日
清
戦
争
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
の
傷
病
兵
が
出
現
し
た
。

ま
た
ロ
シ
ア
兵
俘
虜
も
約
八
万
人
に
及
び
、
第
一
検
疫
所
は
臨
時
的
な
俘
虜
収
容
所
に
当
て

ら
れ
た
。
大
陸
か
ら
引
き
揚
げ
て
き
た
兵
士
は
、
新
た
に
設
置
さ
れ
た
第
二
検
疫
所
で
消
毒

を
受
け
て
、
そ
れ
か
ら
宇
品
港
に
上
陸
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
第
二
検
疫
所
が
後
に
ド
イ
ツ

兵
俘
虜
収
容
所
に
な
っ
た
。
似
島
検
疫
所
は
日
清
戦
争
、
日
露
戦
争
、
北
清
事
変
（
義
和
団

の
乱
）、
第
一
次
大
戦
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
、
山
東
出
兵
、
満
州
事
変
か
ら
日
中
戦
争
、
太
平
洋

戦
争
と
、
実
は
近
代
日
本
の
全
て
の
戦
争
に
か
か
わ
っ
た
場
所
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
軍
都
広

島
を
擁
す
る
広
島
湾
に
あ
っ
た
こ
と
が
大
き
く
関
係
し
て
い
る
。
日
清
戦
争
時
に
は
広
島
城

跡
に
大
本
営
が
置
か
れ
た
が
、
更
に
似
島
の
す
ぐ
近
く
に
は
海
軍
兵
学
校
を
擁
す
る
江
田
島

が
あ
り
、
ま
た
呉
の
軍
港
も
遠
く
は
な
か
っ
た
。

日
独
戦
争
は
一
ヶ
月
半
で
終
わ
っ
た
が
、
そ
の
結
果
、
四
七
〇
〇
名
近
い
ド
イ
ツ
人
将
兵

（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
将
兵
を
含
む
）
が
日
本
各
地
十
二
ヶ
所
の
収
容
所
に
収
容
さ
れ
た
。
し
か
し
、

欧
州
で
は
戦
争
が
一
向
に
終
わ
る
気
配
が
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
各
地
に
分
散
し
て
い
た
収
容

所
を
整
理
、統
合
す
る
こ
と
に
な
り
、習
志
野
、名
古
屋
、青
野
原
、似
島
、板
東
、久
留
米
の
六
ヶ

所
に
集
約
さ
れ
た
。
似
島
俘
虜
収
容
所
が
他
の
収
容
所
と
異
な
る
最
も
大
き
な
点
は
、
島
に

設
け
ら
れ
た
収
容
所
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
似
島
俘
虜
収
容
所
は
整
理
統
合
後
の
六
収
容
所

の
中
で
最
も
情
報
量
が
少
な
く
、
実
態
が
余
り
分
か
っ
て
い
な
い
の
は
そ
こ
に
起
因
す
る
と

も
言
え
る
。
先
に
触
れ
た
よ
う
に
周
辺
部
に
は
海
軍
の
要
衝
地
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
板

塀
で
海
へ
の
視
界
が
遮
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
脱
走
事
件
が
起
こ
っ
た
た
め
に
、

収
容
所
内
の
規
律
、
統
制
は
厳
し
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

整
理
統
合
後
の
各
地
の
収
容
所
で
は
、
や
が
て
各
種
の
展
覧
会
や
音
楽
会
、
ス
ポ
ー
ツ
大

会
が
開
か
れ
た
。
似
島
収
容
所
で
の
各
種
行
事
等
に
つ
い
て
記
し
て
み
る
。(2)

【
講
習
会
】

収
容
俘
虜
の
七
三
パ
ー
セ
ン
ト
が
何
ら
か
の
講
習
会
に
参
加
し
た
。
四
六
名
の
講
師

陣
に
よ
る
四
七
の
コ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、
各
コ
ー
ス
に
は
平
均
三
〇
名
か
ら
五
〇
名
の

受
講
者
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
講
習
会
の
種
類
は
、
ド
イ
ツ
語
、
日
本
語
、
英
語
、

フ
ラ
ン
ス
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
ロ
シ
ア
語
、
中
国
語
、
数
学
、
機
械
工
学
、
建
設
工
学
、

電
気
学
、
経
済
学
、
法
学
、
歴
史
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
等
で
あ
る
。

【
演
劇
活
動
】

大
阪
収
容
所
時
代
か
ら
始
ま
り
、
夏
季
に
は
野
外
公
演
を
六
回
、
収
容
所
内
に
設
備

が
で
き
る
と
一
気
に
活
発
化
し
て
、
上
演
作
品
は
二
〇
本
以
上
に
達
し
た
。
チ
ェ
ー
ホ

フ
の
『
熊
』
や
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ト
ー
マ
の
『
一
等
車
』
な
ど
が
上
演
さ
れ
た
。
バ
イ

エ
ル
ン
方
言
を
用
い
た
ト
ー
マ
の
作

品
は
各
地
の
収
容
所
で
上
演
さ
れ
て

い
る
。
当
時
は
人
気
が
あ
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

【
新
聞
の
発
行
】

大
阪
収
容
所
時
代
の
大
正
五
（
一

九
一
六
）
年
六
月
か
ら
発
行
さ
れ
た

も
の
を
引
き
継
い
で
、
日
刊
紙
「
似

島
収
容
所
新
聞
」（Zeitung des 

Lagers N
inoshim

a

）
が
発
行
さ

れ
た
が
、
残
念
な
が
ら
今
日
そ
の
詳

細
は
分
か
っ
て
い
な
い
。「
似
島
独

逸
俘
虜
技
術
工
芸
品
展
覧
会
目
録
」

（
図
３
参
照
）
の
記
す
と
こ
ろ
に
よ

れ
ば
、
当
初
は
主
と
し
て
日
本
の

新
聞
記
事
を
ド
イ
ツ
語
に
訳
し
た

も
の
が
多
か
っ
た
が
、
後
に
収
容

所
内
の
出
来
事
を
記
す
記
事
も
掲

載
さ
れ
た
。

【
俘
虜
技
術
工
芸
品
展
覧
会
】

大
正
八(

一
九
一
九
）
年
三
月

四
日
か
ら
十
三
日
ま
で
広
島
県
物

産
陳
列
館
、(3)

今
日
は
「
原
爆
ド
ー

ム
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
建
物
で
上

記
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
。「
似
島

独
逸
俘
虜
技
術
工
芸
品
展
覧
会
目

録
」
に
は
、
俘
虜
た
ち
に
よ
る
出

品
作
品
が
記
さ
れ
て
い
る
。
出
品

内
容
は
、
写
真
、
油
絵
、
水
彩
画
、

ペ
ン
画
、
額
縁
、
チ
ェ
ス
盤
、
軍

艦
や
漁
船
の
模
型
、
似
島
収
容
所

の
模
型
、
火
鉢
、
靴
、
蒸
気
機
関

車
や
蒸
気
船
の
模
型
、蹄
鉄
、大
砲
、

文
鎮
、昆
虫
の
標
本
、鳥
篭
、鉱
物
・

岩
石
の
標
本
、
ス
リ
ッ
パ
、
幾
何

学
の
ノ
ー
ト
、
家
の
設
計
図
、
マ
ッ

チ
棒
に
よ
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
チ
ェ
ロ
、
各
種
革
製
品
、
各
種
編
み
物
、
薬
品
の
調
合
剤
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
、
晴
雨
自
動
計
測
器
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
展
覧
会
の
様

子
は
新
聞
で
連
日
に
亘
っ
て
詳
細
に
報
道
さ
れ
、
九
日
間
で
の
入
場
者
は
一
六
万
三
四

四
七
人
だ
っ
た
。
因
み
に
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
当
時
の
広
島
市
の
人
口
は
約
三
〇

万
人
だ
っ
た
。
な
お
、
会
場
に
は
食
堂
も
設
置
さ
れ
、
ま
た
ハ
ム
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
類
の

販
売
や
、
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
の
実
演
販
売
も
行
わ
れ
、
出
品
作
品
の
即
売
会
も
あ
っ
た
。

【
芸
術
活
動
】

大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
五
月
十
八
日
に
は
、
広
島
高
等
師
範
学
校
講
堂
で
俘
虜
に

よ
る
音
楽
会
が
開
催
さ
れ
た
。
当
初

は
四
月
二
七
日
行
わ
れ
る
筈
が
、
事

情
で
延
期
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
四

月
二
三
日
付
の
『
中
国
新
聞
』
の
予

告
記
事
に
よ
る
と
、
演
奏
曲
目
と
し

て
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
歌
劇
『
魔
笛
』

序
曲
も
見
ら
れ
る
が
、「
ロ
ー
レ
ラ
イ
」

や
「
菩
提
樹
」
等
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な

も
の
が
中
心
だ
っ
た
。

整
理
統
合
後
の
久
留
米
、
名
古
屋
、

板
東
の
各
収
容
所
で
も
解
放
間
際
に

は
収
容
所
の
外
で
の
演
奏
会
が
開
催

さ
れ
た
が
、
似
島
俘
虜
収
容
所
の
場

合
の
よ
う
に
、
一
般
聴
衆
も
自
由
に

入
場
が
許
さ
れ
た
音
楽
会
は
極
め
て

珍
し
か
っ
た
。
し
か
も
『
中
国
新
聞
』
紙
上
で
三
日
間
に
亘
っ
て
、
演
奏
内
容
が
詳
細

に
報
じ
ら
れ
た
こ
と
は
他
の
収
容
所
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
事
例
で
あ
る
。
な
お
図
６

は
、
そ
の
演
奏
会
前
後
に
高
等
師
範
学
校
玄
関
脇
で
撮
影
さ
れ
た
演
奏
者
等
の
集
合
写

真
で
あ
る
。

【
ス
ポ
ー
ツ
活
動
】

収
容
所
内
で
は
日
常
的
に
、
サ
ッ
カ
ー
や
テ
ニ
ス
等
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
が
行
わ
れ
て

い
た
が
、
こ
こ
で
は
特
に
注
目
に
値
す
る
サ
ッ
カ
ー
の
対
外
試
合
に
つ
い
て
触
れ
て
み

る
。大

正
八
（
一
九
一
九
）
年
一
月
二
六
日
、
開
校
ま
も
な
い
広
島
高
等
師
範
学
校
の
運

動
場
で
、
似
島
の
ド
イ
ツ
兵
俘
虜
と
広
島
高
等
師
範
学
校
、
県
師
範
学
校
、
附
属
中
、

一
中
と
の
サ
ッ
カ
ー
交
歓
試
合
が
行
わ
れ
た
。
二
試
合
行
っ
た
結
果
は
、
五
対
〇
、
六

対
〇
で
、
俘
虜
チ
ー
ム
の
圧
勝
で
あ
っ
た
。
図
７
は
そ
の
折
に
撮
影
さ
れ
た
日
独
両
チ
ー

ム
の
記
念
写
真
で
あ
る
。

平
成
十
八
（
二
〇
〇
六
）
年
一
月
二
二
日
、
テ
レ
ビ
新
広
島
制
作
の
「
歴
史
発
掘
ス

ペ
シ
ャ
ル　

ド
イ
ツ
か
ら
の
贈
り
も
の―

奇
跡
の
絆
の
物
語
」
が
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
系
列

に
よ
っ
て
全
国
ネ
ッ
ト
で
放
映
さ

れ
た
が
、
番
組
の
中
で
は
似
島
の

俘
虜
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
が
大
き
く

取
り
上
げ
ら
れ
た
。

【
俘
虜
に
よ
る
労
役
】

労
役
は
各
収
容
所
で
行
わ
れ
て

い
た
が
、
似
島
で
の
労
役
に
つ
い

て
は
現
地
調
査
に
当
た
っ
た
ス
イ

ス
人
医
師
の
次
の
証
言
が
残
さ
れ

て
い
る
。「
似
島
収
容
所
で
の
捕
虜

ら
の
主
た
る
不
満
は
、
い
わ
ゆ
る

「
ロ
ウ
エ
キ（
労
役
）」に
在
り
ま
す
。

（
中
略
）
毎
日
交
代
す
る
労
働
分
遣

隊
を
組
ん
だ
捕
虜
ら
は
、
日
当
四

銭
で
土
砂
を
手
押
し
車
に
乗
せ
、
広
島
市
内
各
地
に
運
ん
で
い
き
ま
す
。
他
の
収
容
所

で
は
「
ロ
ウ
エ
キ
」
は
通
常
き
つ
い
苦
力
労
働
で
は
な
く
、
捕
虜
ら
か
ら
は
、
む
し
ろ

恰
好
の
気
分
転
換
と
し
て
歓
迎
さ
え
さ
れ
て
い
ま
す
」。(4)

こ
の
土
砂
運
搬
作
業
は
広
島

西
練
兵
場
修
繕
と
第
五
師
団
長
官
舎
の
敷
地
整
備
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。(5)

な
お
、
収
容
所
の
近
く
に
一
時
期
製
針
工
場
が
あ
っ
て
、
俘
虜
に
よ
る
労
役
が
行
わ

れ
た
。
し
か
し
そ
の
工
場
は
ほ
ど
な
く
閉
鎖
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。『
中
国
新
聞
』（
大
正

七
（
一
九
一
八
）
年
二
月
七
日
付
）
は
「
俘
虜
傭
役
失
敗　

似
島
工
場
閉
鎖
」
と
題
し

て
次
の
よ
う
に
報
じ
た
。「
広
島
製
針
組
合
に
於
て
斯
業
の
進
歩
を
図
る
為
め
似
島
に
伝

習
工
場
を
設
け
（
中
略
）
俘
虜
二
名
中
一
名
は
全
然
製
針
を
解
せ
ず
他
の
一
名
も
機
械

職
工
に
し
て
僅
か
に
製
針
の
一
部
を
知
れ
る
に
止
ま
り
（
後
略
）」。
解
放
間
際
に
は
広

島
市
内
の
各
種
製
造
所
で
、
労
役
と
い
う
よ
り
は
日
本
人
技
術
者
へ
の
指
導
が
行
わ
れ

た
こ
と
は
、
後
述
す
る
ヴ
ォ
ル
シ
ュ
ケ
の
項
で
記
す
通
り
で
あ
る
。

【
遠
足
】似

島
に
は
安
芸
の
小
富
士
と
い
う
絶
好
の
景
勝
地
が
あ
っ
た
が
、
俘
虜
の
遠
足
等
は

行
わ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
既
に
触
れ
た
よ
う
に
、
海
軍
の
要
衝
地
が
近
く
あ
っ

た
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
解
放
間
近
に
な
っ
た
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
十
一

月
に
、
宮
島
の
厳
島
神
社
へ
の
遠
足
が
行
わ
れ
た
。

俘
虜
収
容
所
の
研
究
は
往
々
に
し
て
、
個
々
の
俘
虜
の
活
動
よ
り
も
管
理
・
運
営
な
ど
、

収
容
所
全
体
に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
俘
虜
た
ち
が
収
容
前
に
ど
の
よ

う
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
の
か
、
収
容
中
は
ど
ん
な
活
動
を
し
た
の
か
、
更
に
解
放
後
の
人

生
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
日
独
文
化
交
流
史
上
の
視
点
か
ら
す
る
と
、
場

合
に
よ
っ
て
は
収
容
所
の
全
体
像
を
記
す
こ
と
よ
り
も
、
ず
っ
と
重
要
な
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
最
後
に
似
島
収
容
所
俘
虜
の
内
か
ら
、
後
に
日
本
と
関
わ
り
を
も
っ
た
、
特
色
に
富

む
と
思
わ
れ
る
五
名
の
俘
虜
を
簡
単
に
紹
介
し
て
、
こ
の
稿
を
閉
じ
る
こ
と
に
す
る
。
な
お
、

俘
虜
の
所
属
・
階
級
は
収
容
時
点
の
も
の
で
あ
る
。

（
一
）
ア
ド
ル
フ
・
ヴ
ァ
ル
デ
マ
ー
ル
・
ア
ー
ペ
ル
（Adolf W

aldem
ar Apel

；
一
八
九
〇

〜
？
）；
海
軍
第
二
工
機
団
第
二
中
隊
・
予
備
一
等
焚
火
兵
。
広
島
高
等
師
範
学
校
の

運
動
場
で
の
サ
ッ
カ
ー
交
流
試
合
に
出
場
し
た
と
思
わ
れ
る
。
当
時
附
属
中
の
生
徒

で
サ
ッ
カ
ー
に
出
場
し
た
茂
森
薫
の
次
の
証
言
が
残
さ
れ
て
い
る
。「
ア
ッ
ペ
ル
と
い

う
常
駐
通
訳
官
が
居
た
。（
中
略
）
或
る
日
彼
の
素
性
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
横
浜
で
生

ま
れ
、三
〇
年
前（
大
正
三（
一
九
一
四
）年
）の
第
一
次
欧
州
大
戦
の
と
き
召
集
さ
れ
、

青
島
で
日
本
軍
と
戦
っ
た
が
俘
虜
と
な
り
、
広
島
の
似
島
に
収
容
さ
れ
た
と
い
う
。

そ
し
て
曰
く
、
当
時
最
も
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
コ
ウ
シ
﹇
高
師
﹈
の
グ
ラ
ン
ド
で
や

る
蹴
球
だ
っ
た
と
い
う
。」(6)

大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
十
月
八
日
か
ら
、
労
役
で
広

島
電
気
製
作
所
に
通
っ
た
。
労
役
時
間
は
午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時
三
〇
分
迄
で
、

賃
金
は
日
給
一
円
五
〇
銭
だ
っ
た
。
大
戦
終
結
し
て
解
放
後
は
、
労
役
先
の
広
島
電

気
製
作
所
に
雇
用
さ
れ
た
。

（
二
）
カ
ー
ル
・
ユ
ー
ハ
イ
ム
（K

arl Juchheim

；
一
八
八
九
〜
一
九
四
五
）；
国
民
軍
・
卒
。

明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
、
菓
子
職
人
と
し
て
青
島
で
菓
子
店
と
喫
茶
店
を
営
む

ド
イ
ツ
人
に
雇
わ
れ
て
青
島
に
赴
い
た
。
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
を
得
意
と
し
、
菓
子
職

マ
イ
ス
タ
ー
の
資
格
を
得
る
と
自
身
の
菓
子
店
を
営
ん
だ
。
日
本
が
ド
イ
ツ
に
宣
戦

を
布
告
し
た
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
八
月
二
三
日
の
約
一
ヶ
月
前
に
エ
リ
ー
ゼ
と

結
婚
し
た
。
日
独
戦
争
が
終
結
し
て
十
ヶ
月
ほ
ど
経
っ
た
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年

九
月
二
〇
日
、
国
民
軍
所
属
と
し
て
軍
籍
が
あ
る
と
の
判
断
を
下
さ
れ
て
、
大
阪
俘

虜
収
容
所
に
収
容
さ
れ
た
。
そ
の
一
ヶ
月
半
後
の
十
一
月
四
日
に
息
子
カ
ー
ル
・
フ

ラ
ン
ツ
が
生
ま
れ
た
。
妻
と
息
子
は
、
大
戦
終
結
し
て
ユ
ー
ハ
イ
ム
が
解
放
さ
れ
る

ま
で
青
島
で
暮
ら
し
た
。
俘
虜
技
術
工
芸
品
展
覧
会
で
は
、
オ
ト
マ
ー
や
ヴ
ォ
ル
シ
ュ

ケ
の
励
ま
し
を
受
け
て
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
を
製
造
・
販
売
し
た
（
図
４
参
照
）。
大
戦

終
結
し
て
解
放
後
は
、
明
治
屋
の
菓
子
職
人
と
し
て
月
給
三
五
〇
円

(7)

と
い
う
破
格

の
俸
給
で
迎
え
ら
れ
た
。
や
が
て
ユ
ー
ハ
イ
ム
は
独
立
し
て
横
浜
市
山
下
町
に
菓
子

店
ユ
ー
ハ
イ
ム
を
開
業
し
た
が
、
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
九
月
一
日
に
起
き
た

関
東
大
震
災
で
店
は
倒
壊
し
た
。
そ
の
後
神
戸
市
三
宮
に
移
っ
て
再
出
発
し
た
。
一

人
息
子
の
カ
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ツ
も
菓
子
職
人
と
な
っ
た
が
、
第
二
次
大
戦
に
応
召
し

て
昭
和
二
〇（
一
九
四
五
）
年
五
月
六
日
ウ
ィ
ー
ン
郊
外
で
戦
死
し
た
。
昭
和
二
〇（
一

九
四
五
）
年
六
月
五
日
の
神
戸
空
襲
で
店
は
瓦
解
し
、
ユ
ー
ハ
イ
ム
は
失
意
の
内
に

八
月
十
四
日
六
甲
ホ
テ
ル
で
死
去
し
た
。
戦
後
店
は
再
建
さ
れ
、
妻
エ
リ
ー
ゼ
の
奮

闘
に
よ
っ
て
発
展
し
、
現
在
も
ド
イ
ツ
菓
子
の
老
舗
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
平
成
二
二
（
二
〇
一
〇
）
年
一
月
十
三
日
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ
の
番
組
『
歴

史
秘
話
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
で
、「
焼
け
跡
と
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
〜
あ
る
ド
イ
ツ
人
夫
妻
の

苦
難
と
愛
」
と
題
し
て
カ
ー
ル
・
ユ
ー
ハ
イ
ム
が
採
り
あ
げ
ら
れ
た
。

（
三
）
ハ
ン
ス
・
ク
ロ
パ
チ
ェ
ク
（H

ans W
.K

ropatschek

；
一
八
七
八
〜
一
九
三
五
）；

海
軍
東
ア
ジ
ア
分
遣
隊
参
謀
本
部
・
陸
軍
少
尉
。
父
は
帝
国
議
会
議
員
で
、
母
は
ロ

シ
ア
人
で
あ
っ
た
。
十
九
歳
で
ロ
ス
ト
ッ
ク
の
歩
兵
第
九
〇
連
隊
附
少
尉
に
な
っ
た
。

北
清
事
変
（
義
和
団
の
乱
）
の
際
に
は
ド
イ
ツ
派
遣
軍
の
一
員
と
な
り
、
福
島
安
正

大
佐

(8)
（
当
時
）
の
指
揮
下
で
大
沽
要
塞
の
監
視
任
務
に
就
い
た
。
そ
の
後
ド
イ
ツ
参

謀
本
部
附
と
な
り
、明
治
三
八（
一
九
〇
五
）年
に
ペ
ツ
ェ
ル
少
将
の
長
女
マ
ル
ガ
レ
ー

テ
と
結
婚
し
た
。
ペ
ツ
ェ
ル
少
将
が
清
国
駐
屯
軍
司
令
官
神
尾
光
臣
少
将

(9)
（
当
時
）

と
知
己
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
神
尾
少
将
か
ら
結
婚
祝
い
に
仙
台
箪
笥
を
贈
ら
れ
た
。

結
婚
を
機
に
軍
隊
生
活
を
離
れ
て
、
青
島
の
ハ
ン
ブ
ル
ク
汽
船
会
社
で
従
事
す
る
こ

と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
傍
ら
ロ
シ
ア
副
領
事
館
の
副
領
事
を
務
め
た
。
大
正
三
（
一

九
一
四
）
年
八
月
三
日
に
総
督
府
か
ら
動
員
令
が
発
せ
ら
れ
る
と
、
副
領
事
の
職
を

放
棄
し
て
青
島
ド
イ
ツ
軍
に
参
加
し
た
。
妻
は
娘
と
息
子
の
三
人
で
大
戦
終
結
ま
で

青
島
に
留
ま
っ
た
。
大
戦
終
結
し
て
解
放
後
の
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
三
月
、
妻

子
を
日
本
に
呼
び
寄
せ
て
横
浜
や
神
戸
に
住
ん
だ
。
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
に

ド
イ
ツ
へ
帰
国
し
た
。

（
四
）
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
オ
ト
マ
ー
（H

einrich 
Friedrich W

ilhelm
 O

thm
er

；
一
八
八
二
〜
一
九
三
四
）
海
軍
第
三
大
隊
予
備
榴

弾
砲
兵
隊
・
予
備
陸
軍
少
尉
。
明
治
三
七
（
一
九
〇
四
）
年
に
学
位
を
取
得
し
て
、

明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
末
北
京
に
赴
き
、
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
青
島
の
徳

華
高
等
学
堂
教
授
に
就
任
し
た
。
明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
に
結
婚
し
て
二
人
の

息
子
を
も
う
け
た
。
第
一
次
大
戦
の
勃
発
と
と
も
に
予
備
陸
軍
少
尉
と
し
て
応
召
し
、

青
島
の
陥
落
に
よ
っ
て
大
阪
俘
虜
収
容
所
に
送
ら
れ
た
。
オ
ト
マ
ー
は
収
容
さ
れ
る

や
た
だ
ち
に
専
門
と
す
る
中
国
語
の
研
究
を
続
行
す
る
と
と
も
に
、
学
習
の
手
本
を

示
す
べ
く
日
本
語
の
勉
強
に
打
ち
こ
ん
だ
。
小
学
校
の
国
語
読
本
か
ら
初
め
て
、
平

仮
名
・
片
仮
名
を
覚
え
、
最
後
に
は
『
万
葉
集
』
の
読
解
に
ま
で
及
ん
だ
。
こ
の
こ

と
は
多
く
の
俘
虜
達
に
刺
激
を
与
え
、
次
々
に
講
習
会
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
大
戦
終
結
し
て
解
放
後
は
松
山
高
等
学
校
教
師
と
し
て
招
聘
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。『
中
国
新
聞
』（
大
正
九（
一
九
二
〇
）年
一
月
二
〇
日
付
）に
は
次
の
記
述
が
あ
る
。

「
解
放
さ
れ
た
似
島
の
俘
虜
帰
心
矢
の
如
き
思
ひ
を
西
京
丸
に
乗
せ
て
解
放
さ
れ
た
八

三
名
、一
行
中
の
オ
ー
ト
メ
ル
氏
は
松
山
高
校
講
師
に
内
定（
中
略
）、尚
オ
ー
メ
ル（
マ

マ
）
敎
授
は
一
旦
青
島
に
往
き
家
族
を
纏
め
て
本
年
三
月
末
迄
に
赴
任
す
る
筈
で
あ

る
」。
家
族
を
日
本
へ
迎
え
る
た
め
に
青
島
に
戻
っ
て
み
る
と
、
妻
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
は

重
い
病
に
あ
り
、
看
護
の
た
め
に
松
山
で
の
職
を
辞
退
し
た
。
妻
は
大
正
九
（
一
九

二
〇
）
年
八
月
六
日
に
死
去
し
た
。
オ
ト
マ
ー
は
そ
の
後
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年

ま
で
上
海
の
同
済
大
学
教
授
と
な
っ
た
が
、
や
が
て
病
に
罹
っ
て
ド
イ
ツ
に
帰
国
し

た
。

（
五
）
ヘ
ル
マ
ン
・
ヴ
ォ
ル
シ
ュ
ケ
（H

erm
ann W

olschke

；
一
八
九
三
〜
一
九
六
三
）；

海
軍
膠
州
砲
兵
大
隊
第
二
中
隊
・
二
等
砲
兵
。
応
召
前
は
食
肉
加
工
職
マ
イ
ス
タ
ー

だ
っ
た
。
似
島
時
代
、
食
肉
加
工
職
人
だ
っ
た
ケ
ル
ン
及
び
シ
ュ
ト
ル
の
三
人
で
、

当
時
の
広
島
市
広
瀬
町
上
水
入
町
の
ハ
ム
製
造
会
社
酒
井
商
会
で
ハ
ム
製
造
の
技
術

指
導
を
し
た
。
解
放
間
際
の
三
人
の
写
真
が
『
中
国
新
聞
』（
大
正
八
（
一
九
一
九
）

年
十
二
月
二
五
日
付
）
に
大
き
く
掲
載
さ
れ
た
。
な
お
、
広
島
県
物
産
陳
列
館
で
の

俘
虜
作
品
展
示
即
売
会
に
は
、
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
を
出
品
す
る
よ
う
ユ
ー
ハ
イ
ム
を

励
ま
し
、
自
身
は
ソ
ー
セ
ー
ジ
を
出
品
し
た
（
図
５
参
照
）。
大
戦
終
結
後
は
、
銀
座

に
新
規
開
店
し
た
明
治
屋
経
営
の
「
カ
フ
ェ
ー
・
ユ
ー
ロ
ッ
プ
」
の
ソ
ー
セ
ー
ジ
製

造
主
任
に
な
っ
た
。
昭
和
の
初
め
、
銀
座
に
屋
台
を
出
し
て
日
本
で
初
め
て
ホ
ッ
ト

ド
ッ
グ
を
販
売
し
た
。
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
ベ
ー
ブ
ル
ー
ス

を
含
む
プ
ロ
野
球
チ
ー
ム
が
来
日
し
た
折
に
は
、
甲
子
園
球
場
で
ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
を

販
売
し
た
と
い
わ
れ
る
。
第
二
次
大
戦
中
は
同
盟
国
の
人
間
で
は
あ
っ
た
が
、
長
野

県
野
尻
湖
畔
で
い
わ
ば
幽
閉
生
活
を
送
っ
た
。
後
に
軽
井
沢
に
自
分
の
店「
ヘ
ル
マ
ン
」

を
創
業
し
た
。
昭
和
三
八
（
一
九
六
三
）
年
に
没
し
、
東
京
都
狛
江
市
の
泉
龍
寺
に

埋
葬
さ
れ
た
。
墓
碑
に
は
「
遥
か
な
る
祖
国
ド
イ
ツ
を
誇
り
、
第
二
の
故
郷
日
本
を

愛
し
た
ヘ
ル
マ
ン
・
ヴ
ォ
ル
シ
ュ
ケ
こ
こ
に
眠
る
」
の
銘
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
今
日
、

息
子
の
ヘ
ル
マ
ン
・
ヴ
ォ
ル
シ
ュ
ケ
氏
（
父
親
と
同
名
）
が
神
奈
川
県
厚
木
市
で
「
ヘ

ル
マ
ン
」
を
営
業
し
て
い
る
。

付
記　

本
稿
執
筆
に
際
し
て
は
、
広
島
市
公
文
書
館
か
ら
関
連
資
料
の
提
供
を
受
け
た
。

記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

　
　
　

註

(1)　
『
独
逸
及
墺
洪
国
俘
虜
名
簿
』（
日
本
帝
国
俘
虜
情
報
局
、
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
六
月
改
訂
）

に
よ
る
俘
虜
の
総
数
は
四
七
一
五
名
で
あ
る
が
、
日
本
へ
の
送
還
前
に
青
島
で
死
亡
し
た
俘
虜
も

い
た
。
日
本
の
収
容
所
に
収
容
さ
れ
た
俘
虜
は
四
六
九
七
名
で
あ
っ
た
。

(2)　

宮
崎
佳
都
夫
執
筆『
似
島
の
口
伝
と
史
実
』（
似
島
連
合
町
内
会
郷
土
史
編
纂
委
員
会
、平
成
十（
一

九
九
八
）
年
十
二
月
）
を
参
考
に
し
た
。

(3)　

広
島
県
物
産
陳
列
館
は
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
八
月
五
日
に
開
館
し
た
。
設
計
者
の
チ
ェ
コ

人
ヤ
ン
・
レ
ツ
ェ
ル
（Jan Letzel,

一
八
八
〇
〜
一
九
二
五
）
は
、
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年

に
東
京
で
建
築
事
務
所
を
経
営
し
て
い
た
ド
イ
ツ
人
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
（G

eorg de  Lalande,

一

八
七
二
〜
一
九
一
四
；
朝
鮮
総
督
府
庁
舎
や
神
戸
・
北
野
の
「
風
見
鶏
の
家
」
の
設
計
者
）
の
招

き
で
来
日
し
、
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
に
東
京
・
京
橋
に
自
身
の
設
計
事
務
所
を
開
設
し
た
。

広
島
県
物
産
陳
列
館
は
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
に
広
島
県
商
品
陳
列
所
と
改
称
さ
れ
、
さ
ら

に
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
に
は
広
島
県
産
業
奨
励
館
と
改
称
さ
れ
た
。
な
お
、
広
島
県
物
産
陳

列
館
に
関
し
て
は
『
廣
島
か
ら
広
島―

ド
ー
ム
が
見
つ
め
続
け
た
街
展
』（
広
島
県
立
美
術
館
、

平
成
二
二
（
二
〇
一
〇
）
年
八
月
）
を
、
ま
た
ヤ
ン
・
レ
ツ
ェ
ル
に
つ
い
て
は
、
菊
楽
忍
「
ヤ
ン
・

レ
ツ
ル
再
考―

書
簡
集
か
ら
建
築
活
動
を
た
ど
る
」（『
広
島
市
公
文
書
館
紀
要
』
第
二
五
号
、
二

〇
一
二
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(4)　

大
川
四
郎
編
訳
『
欧
米
人
捕
虜
と
赤
十
字
活
動　

パ
ラ
ヴ
ィ
チ
ー
ニ
博
士
の
復
権
』
二
〇
五
〜

二
〇
六
頁
、
論
創
社
、
二
〇
〇
六
年
。

(5)　
『
欧
受
大
日
記
』（
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
十
月
、
防
衛
省
防
衛
研
究
所
図
書
館
所
蔵
）。
を
参

照
さ
れ
た
い
。

(6)　
『
広
島
大
学
附
属
中
・
高
等
学
校
創
立
八
十
年
史　

上
巻
』
二
八
一
頁
、
昭
和
六
〇（
一
九
八
五
）

年
。
な
お
、中
野
光
夫
「
ド
イ
ツ
軍
捕
虜
に
よ
る
サ
ッ
カ
ー
の
指
導
」（
広
島
美
奈
美
国
風
土
記
、

N
o.11,

平
成
二
三
（
二
〇
一
一
）
年
三
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(7)　

俘
虜
の
中
で
最
高
月
俸
は
元
総
督
の
マ
イ
ヤ
ー=

ヴ
ァ
ル
デ
ッ
ク
海
軍
大
佐
の
二
八
〇
円
だ
った
。

陸
軍
中
佐
一
八
三
円
、
陸
軍
大
尉
五
〇
円
、
陸
軍
少
尉
四
〇
円
、
下
士
以
下
は
日
給
三
〇
銭
だ
っ

た
。
二
等
兵
扱
い
で
あ
っ
た
ユ
ー
ハ
イ
ム
の
場
合
は
、
月
給
換
算
で
九
円
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
当
時

の
二
〇
〇
円
は
今
日
の
約
一
六
〇
万
円
（
約
八
〇
〇
〇
倍
）
に
相
当
す
る
。
な
お
、
当
時
の
為
替

レ
ー
ト
で
一
円
は
約
二
マ
ル
ク
、
一
ド
ル
は
約
二
円
、
一
ポ
ン
ド
は
約
十
円
で
あ
っ
た
。

(8)　

福
島
安
正
（
一
八
五
二
〜
一
九
一
九
）
は
陸
軍
き
っ
て
の
情
報
将
校
で
、
中
尉
か
ら
少
将
ま
で
の

三
〇
年
間
を
情
報
関
係
一
筋
で
通
し
た
。
明
治
二
〇
年
陸
軍
少
佐
の
時
駐
在
武
官
と
し
て
ベ
ル
リ

ン
に
赴
任
、
帰
国
の
際
に
シ
ベ
リ
ア
を
単
騎
横
断
し
て
勇
名
を
馳
せ
た
。
北
清
事
変
で
は
大
沽
城

塞
攻
撃
の
混
成
大
隊
司
令
官
を
務
め
た
。明
治
四
〇
年
男
爵
と
な
り
、大
正
二
年
陸
軍
大
将
に
な
っ

た
。
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
八
月
一
日
、
青
島
に
マ
イ
ヤ
ー
＝
ヴ
ァ
ル
デ
ッ
ク
膠
州
総
督
を
訪

問
し
た
。

(9)　

神
尾
光
臣
（
一
八
五
五
〜
一
九
二
七
）
は
陸
軍
内
で
三
本
指
に
入
る
中
国
通
と
言
わ
れ
た
。
日
独

戦
争
時
は
陸
軍
中
将
で
、
青
島
攻
囲
軍
司
令
官
と
な
る
。
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
十
二
月
十
八

日
青
島
か
ら
東
京
駅
に
凱
旋
し
た
。
そ
の
日
は
ち
ょ
う
ど
東
京
駅
開
業
式
の
日
で
あ
っ
た
。
大
正

四
（
一
九
一
五
）
年
六
月
二
四
日
大
将
に
昇
任
し
、
七
月
十
四
日
男
爵
に
叙
せ
ら
れ
た
。
な
お
、

次
女
安
子
は
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
三
月
に
小
説
家
の
有
島
武
郎
に
嫁
ぎ
息
子
三
人
を
も
う

け
た
。
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図３　『似島独逸俘虜技術工芸品展覧会目録』の表紙

図４　上記『目録』中の
　　　バウムクーヘンの広告

図５　上記『目録』中の
　　　ヘルマン・ヴォルシュケの広告



第
一
次
大
戦
時
に
ド
イ
ツ
兵
俘
虜
を
収
容
し
た
似
島
俘
虜
収
容
所
は
、
広
島
港
か
ら
南
西

に
約
八
キ
ロ
の
広
島
湾
に
浮
か
ぶ
似
島
に
あ
っ
た
。
似
島
は
周
囲
約
十
四
キ
ロ
の
小
さ
な
島

で
、
標
高
二
七
八
メ
ー
ト
ル
の
安
芸
小
富
士
（
あ
き
の
こ
ふ
じ
）
と
呼
ば
れ
る
、
富
士
山
に

似
た
山
が
あ
る
こ
と
か
ら
平
地
面
積
は
少
な
い
（
図
１
参
照
）。
島
の
西
側
の
家
下
（
や
じ
た
）

地
区
に
は
古
く
か
ら
島
民
が
住
ん
で
い
た
が
、
東
側
の
平
地
は
ご
く
僅
か
で
あ
る
。
今
日
は

社
会
福
祉
法
人
の
似
島
学
園
、
似
島
臨
海
少
年
自
然
の
家
と
平
和
養
老
館
、
そ
し
て
似
島
小

中
学
校
の
あ
る
三
ヶ
所
ほ
ど
で
あ
る
。
第
一
次
大
戦
時
に
ド
イ
ツ
兵
俘
虜
収
容
所
が
あ
っ
た

場
所
に
は
、
現
在
似
島
臨
海
少
年
自
然
の
家
と
平
和
養
老
館
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

似
島
俘
虜
収
容
所
は
、
大
阪
俘
虜
収
容
所

の
閉
鎖
に
と
も
な
っ
て
五
四
八
名

(1)

の
俘
虜

を
大
阪
か
ら
移
送
し
て
、
大
正
六
（
一
九
一

七
）
年
二
月
十
九
日
か
ら
大
正
九
（
一
九
二

〇
）
年
四
月
一
日
ま
で
の
約
三
年
間
開
設
さ

れ
た
。
所
長
に
は
大
阪
俘
虜
収
容
所
長
の
菅

沼
来
中
佐
が
引
き
続
い
て
就
任
し
、
収
容
所

の
閉
鎖
ま
で
そ
の
任
に
あ
っ
た
。
収
容
所
の

敷
地
の
総
面
積
は
約
四
八
五
〇
坪
（
約
一
六

〇
〇
〇
平
米
）
だ
っ
た
。
敷
地
に
は
二
面
の

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と
運
動
場
が
設
け
ら
れ
、
ま

た
四
棟
の
兵
卒
用
バ
ラ
ッ
ク
、
准
士
官
・
下

士
官
用
、
将
校
用
各
一
棟
が
あ
り
、
そ
の
他

管
理
棟
、
診
療
所
、
厨
房
、
パ
ン
工
場
、

酒
保
、
浴
場
、
洗
面
所
が
あ
っ
た
（
図

２
参
照
）。

似
島
に
収
容
所
が
設
置
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
遠
因
は
日
清
戦
争
に
発
す
る
。

中
国
大
陸
や
朝
鮮
半
島
か
ら
の
帰
還
兵

が
持
ち
込
む
病
原
菌
を
防
ぐ
た
め
に
明

治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
六
月
、
似
島

に
臨
時
陸
軍
免
疫
所
（
後
に
名
称
は
検

疫
所
と
な
る
）
が
、
今
日
は
似
島
学
園

の
あ
る
場
所
に
設
置
さ
れ
た
。
更
に
日

露
戦
争
時
代
に
は
陸
軍
第
二
検
疫
所
が

設
置
さ
れ
た
。
日
露
戦
争
は
日
清
戦
争
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
の
傷
病
兵
が
出
現
し
た
。

ま
た
ロ
シ
ア
兵
俘
虜
も
約
八
万
人
に
及
び
、
第
一
検
疫
所
は
臨
時
的
な
俘
虜
収
容
所
に
当
て

ら
れ
た
。
大
陸
か
ら
引
き
揚
げ
て
き
た
兵
士
は
、
新
た
に
設
置
さ
れ
た
第
二
検
疫
所
で
消
毒

を
受
け
て
、
そ
れ
か
ら
宇
品
港
に
上
陸
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
第
二
検
疫
所
が
後
に
ド
イ
ツ

兵
俘
虜
収
容
所
に
な
っ
た
。
似
島
検
疫
所
は
日
清
戦
争
、
日
露
戦
争
、
北
清
事
変
（
義
和
団

の
乱
）、
第
一
次
大
戦
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
、
山
東
出
兵
、
満
州
事
変
か
ら
日
中
戦
争
、
太
平
洋

戦
争
と
、
実
は
近
代
日
本
の
全
て
の
戦
争
に
か
か
わ
っ
た
場
所
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
軍
都
広

島
を
擁
す
る
広
島
湾
に
あ
っ
た
こ
と
が
大
き
く
関
係
し
て
い
る
。
日
清
戦
争
時
に
は
広
島
城

跡
に
大
本
営
が
置
か
れ
た
が
、
更
に
似
島
の
す
ぐ
近
く
に
は
海
軍
兵
学
校
を
擁
す
る
江
田
島

が
あ
り
、
ま
た
呉
の
軍
港
も
遠
く
は
な
か
っ
た
。

日
独
戦
争
は
一
ヶ
月
半
で
終
わ
っ
た
が
、
そ
の
結
果
、
四
七
〇
〇
名
近
い
ド
イ
ツ
人
将
兵

（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
将
兵
を
含
む
）
が
日
本
各
地
十
二
ヶ
所
の
収
容
所
に
収
容
さ
れ
た
。
し
か
し
、

欧
州
で
は
戦
争
が
一
向
に
終
わ
る
気
配
が
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
各
地
に
分
散
し
て
い
た
収
容

所
を
整
理
、統
合
す
る
こ
と
に
な
り
、習
志
野
、名
古
屋
、青
野
原
、似
島
、板
東
、久
留
米
の
六
ヶ

所
に
集
約
さ
れ
た
。
似
島
俘
虜
収
容
所
が
他
の
収
容
所
と
異
な
る
最
も
大
き
な
点
は
、
島
に

設
け
ら
れ
た
収
容
所
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
似
島
俘
虜
収
容
所
は
整
理
統
合
後
の
六
収
容
所

の
中
で
最
も
情
報
量
が
少
な
く
、
実
態
が
余
り
分
か
っ
て
い
な
い
の
は
そ
こ
に
起
因
す
る
と

も
言
え
る
。
先
に
触
れ
た
よ
う
に
周
辺
部
に
は
海
軍
の
要
衝
地
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
板

塀
で
海
へ
の
視
界
が
遮
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
脱
走
事
件
が
起
こ
っ
た
た
め
に
、

収
容
所
内
の
規
律
、
統
制
は
厳
し
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

整
理
統
合
後
の
各
地
の
収
容
所
で
は
、
や
が
て
各
種
の
展
覧
会
や
音
楽
会
、
ス
ポ
ー
ツ
大

会
が
開
か
れ
た
。
似
島
収
容
所
で
の
各
種
行
事
等
に
つ
い
て
記
し
て
み
る
。(2)

【
講
習
会
】

収
容
俘
虜
の
七
三
パ
ー
セ
ン
ト
が
何
ら
か
の
講
習
会
に
参
加
し
た
。
四
六
名
の
講
師

陣
に
よ
る
四
七
の
コ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、
各
コ
ー
ス
に
は
平
均
三
〇
名
か
ら
五
〇
名
の

受
講
者
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
講
習
会
の
種
類
は
、
ド
イ
ツ
語
、
日
本
語
、
英
語
、

フ
ラ
ン
ス
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
ロ
シ
ア
語
、
中
国
語
、
数
学
、
機
械
工
学
、
建
設
工
学
、

電
気
学
、
経
済
学
、
法
学
、
歴
史
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
等
で
あ
る
。

【
演
劇
活
動
】

大
阪
収
容
所
時
代
か
ら
始
ま
り
、
夏
季
に
は
野
外
公
演
を
六
回
、
収
容
所
内
に
設
備

が
で
き
る
と
一
気
に
活
発
化
し
て
、
上
演
作
品
は
二
〇
本
以
上
に
達
し
た
。
チ
ェ
ー
ホ

フ
の
『
熊
』
や
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ト
ー
マ
の
『
一
等
車
』
な
ど
が
上
演
さ
れ
た
。
バ
イ

エ
ル
ン
方
言
を
用
い
た
ト
ー
マ
の
作

品
は
各
地
の
収
容
所
で
上
演
さ
れ
て

い
る
。
当
時
は
人
気
が
あ
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

【
新
聞
の
発
行
】

大
阪
収
容
所
時
代
の
大
正
五
（
一

九
一
六
）
年
六
月
か
ら
発
行
さ
れ
た

も
の
を
引
き
継
い
で
、
日
刊
紙
「
似

島
収
容
所
新
聞
」（Zeitung des 

Lagers N
inoshim

a

）
が
発
行
さ

れ
た
が
、
残
念
な
が
ら
今
日
そ
の
詳

細
は
分
か
っ
て
い
な
い
。「
似
島
独

逸
俘
虜
技
術
工
芸
品
展
覧
会
目
録
」

（
図
３
参
照
）
の
記
す
と
こ
ろ
に
よ

れ
ば
、
当
初
は
主
と
し
て
日
本
の

新
聞
記
事
を
ド
イ
ツ
語
に
訳
し
た

も
の
が
多
か
っ
た
が
、
後
に
収
容

所
内
の
出
来
事
を
記
す
記
事
も
掲

載
さ
れ
た
。

【
俘
虜
技
術
工
芸
品
展
覧
会
】

大
正
八(

一
九
一
九
）
年
三
月

四
日
か
ら
十
三
日
ま
で
広
島
県
物

産
陳
列
館
、(3)

今
日
は
「
原
爆
ド
ー

ム
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
建
物
で
上

記
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
。「
似
島

独
逸
俘
虜
技
術
工
芸
品
展
覧
会
目

録
」
に
は
、
俘
虜
た
ち
に
よ
る
出

品
作
品
が
記
さ
れ
て
い
る
。
出
品

内
容
は
、
写
真
、
油
絵
、
水
彩
画
、

ペ
ン
画
、
額
縁
、
チ
ェ
ス
盤
、
軍

艦
や
漁
船
の
模
型
、
似
島
収
容
所

の
模
型
、
火
鉢
、
靴
、
蒸
気
機
関

車
や
蒸
気
船
の
模
型
、蹄
鉄
、大
砲
、

文
鎮
、昆
虫
の
標
本
、鳥
篭
、鉱
物
・

岩
石
の
標
本
、
ス
リ
ッ
パ
、
幾
何

学
の
ノ
ー
ト
、
家
の
設
計
図
、
マ
ッ

チ
棒
に
よ
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
チ
ェ
ロ
、
各
種
革
製
品
、
各
種
編
み
物
、
薬
品
の
調
合
剤
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
、
晴
雨
自
動
計
測
器
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
展
覧
会
の
様

子
は
新
聞
で
連
日
に
亘
っ
て
詳
細
に
報
道
さ
れ
、
九
日
間
で
の
入
場
者
は
一
六
万
三
四

四
七
人
だ
っ
た
。
因
み
に
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
当
時
の
広
島
市
の
人
口
は
約
三
〇

万
人
だ
っ
た
。
な
お
、
会
場
に
は
食
堂
も
設
置
さ
れ
、
ま
た
ハ
ム
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
類
の

販
売
や
、
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
の
実
演
販
売
も
行
わ
れ
、
出
品
作
品
の
即
売
会
も
あ
っ
た
。

【
芸
術
活
動
】

大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
五
月
十
八
日
に
は
、
広
島
高
等
師
範
学
校
講
堂
で
俘
虜
に

よ
る
音
楽
会
が
開
催
さ
れ
た
。
当
初

は
四
月
二
七
日
行
わ
れ
る
筈
が
、
事

情
で
延
期
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
四

月
二
三
日
付
の
『
中
国
新
聞
』
の
予

告
記
事
に
よ
る
と
、
演
奏
曲
目
と
し

て
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
歌
劇
『
魔
笛
』

序
曲
も
見
ら
れ
る
が
、「
ロ
ー
レ
ラ
イ
」

や
「
菩
提
樹
」
等
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な

も
の
が
中
心
だ
っ
た
。

整
理
統
合
後
の
久
留
米
、
名
古
屋
、

板
東
の
各
収
容
所
で
も
解
放
間
際
に

は
収
容
所
の
外
で
の
演
奏
会
が
開
催

さ
れ
た
が
、
似
島
俘
虜
収
容
所
の
場

合
の
よ
う
に
、
一
般
聴
衆
も
自
由
に

入
場
が
許
さ
れ
た
音
楽
会
は
極
め
て

珍
し
か
っ
た
。
し
か
も
『
中
国
新
聞
』
紙
上
で
三
日
間
に
亘
っ
て
、
演
奏
内
容
が
詳
細

に
報
じ
ら
れ
た
こ
と
は
他
の
収
容
所
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
事
例
で
あ
る
。
な
お
図
６

は
、
そ
の
演
奏
会
前
後
に
高
等
師
範
学
校
玄
関
脇
で
撮
影
さ
れ
た
演
奏
者
等
の
集
合
写

真
で
あ
る
。

【
ス
ポ
ー
ツ
活
動
】

収
容
所
内
で
は
日
常
的
に
、
サ
ッ
カ
ー
や
テ
ニ
ス
等
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
が
行
わ
れ
て

い
た
が
、
こ
こ
で
は
特
に
注
目
に
値
す
る
サ
ッ
カ
ー
の
対
外
試
合
に
つ
い
て
触
れ
て
み

る
。大

正
八
（
一
九
一
九
）
年
一
月
二
六
日
、
開
校
ま
も
な
い
広
島
高
等
師
範
学
校
の
運

動
場
で
、
似
島
の
ド
イ
ツ
兵
俘
虜
と
広
島
高
等
師
範
学
校
、
県
師
範
学
校
、
附
属
中
、

一
中
と
の
サ
ッ
カ
ー
交
歓
試
合
が
行
わ
れ
た
。
二
試
合
行
っ
た
結
果
は
、
五
対
〇
、
六

対
〇
で
、
俘
虜
チ
ー
ム
の
圧
勝
で
あ
っ
た
。
図
７
は
そ
の
折
に
撮
影
さ
れ
た
日
独
両
チ
ー

ム
の
記
念
写
真
で
あ
る
。

平
成
十
八
（
二
〇
〇
六
）
年
一
月
二
二
日
、
テ
レ
ビ
新
広
島
制
作
の
「
歴
史
発
掘
ス

ペ
シ
ャ
ル　

ド
イ
ツ
か
ら
の
贈
り
も
の―

奇
跡
の
絆
の
物
語
」
が
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
系
列

に
よ
っ
て
全
国
ネ
ッ
ト
で
放
映
さ

れ
た
が
、
番
組
の
中
で
は
似
島
の

俘
虜
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
が
大
き
く

取
り
上
げ
ら
れ
た
。

【
俘
虜
に
よ
る
労
役
】

労
役
は
各
収
容
所
で
行
わ
れ
て

い
た
が
、
似
島
で
の
労
役
に
つ
い

て
は
現
地
調
査
に
当
た
っ
た
ス
イ

ス
人
医
師
の
次
の
証
言
が
残
さ
れ

て
い
る
。「
似
島
収
容
所
で
の
捕
虜

ら
の
主
た
る
不
満
は
、
い
わ
ゆ
る

「
ロ
ウ
エ
キ（
労
役
）」に
在
り
ま
す
。

（
中
略
）
毎
日
交
代
す
る
労
働
分
遣

隊
を
組
ん
だ
捕
虜
ら
は
、
日
当
四

銭
で
土
砂
を
手
押
し
車
に
乗
せ
、
広
島
市
内
各
地
に
運
ん
で
い
き
ま
す
。
他
の
収
容
所

で
は
「
ロ
ウ
エ
キ
」
は
通
常
き
つ
い
苦
力
労
働
で
は
な
く
、
捕
虜
ら
か
ら
は
、
む
し
ろ

恰
好
の
気
分
転
換
と
し
て
歓
迎
さ
え
さ
れ
て
い
ま
す
」。(4)

こ
の
土
砂
運
搬
作
業
は
広
島

西
練
兵
場
修
繕
と
第
五
師
団
長
官
舎
の
敷
地
整
備
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。(5)

な
お
、
収
容
所
の
近
く
に
一
時
期
製
針
工
場
が
あ
っ
て
、
俘
虜
に
よ
る
労
役
が
行
わ

れ
た
。
し
か
し
そ
の
工
場
は
ほ
ど
な
く
閉
鎖
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。『
中
国
新
聞
』（
大
正

七
（
一
九
一
八
）
年
二
月
七
日
付
）
は
「
俘
虜
傭
役
失
敗　

似
島
工
場
閉
鎖
」
と
題
し

て
次
の
よ
う
に
報
じ
た
。「
広
島
製
針
組
合
に
於
て
斯
業
の
進
歩
を
図
る
為
め
似
島
に
伝

習
工
場
を
設
け
（
中
略
）
俘
虜
二
名
中
一
名
は
全
然
製
針
を
解
せ
ず
他
の
一
名
も
機
械

職
工
に
し
て
僅
か
に
製
針
の
一
部
を
知
れ
る
に
止
ま
り
（
後
略
）」。
解
放
間
際
に
は
広

島
市
内
の
各
種
製
造
所
で
、
労
役
と
い
う
よ
り
は
日
本
人
技
術
者
へ
の
指
導
が
行
わ
れ

た
こ
と
は
、
後
述
す
る
ヴ
ォ
ル
シ
ュ
ケ
の
項
で
記
す
通
り
で
あ
る
。

【
遠
足
】似

島
に
は
安
芸
の
小
富
士
と
い
う
絶
好
の
景
勝
地
が
あ
っ
た
が
、
俘
虜
の
遠
足
等
は

行
わ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
既
に
触
れ
た
よ
う
に
、
海
軍
の
要
衝
地
が
近
く
あ
っ

た
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
解
放
間
近
に
な
っ
た
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
十
一

月
に
、
宮
島
の
厳
島
神
社
へ
の
遠
足
が
行
わ
れ
た
。

俘
虜
収
容
所
の
研
究
は
往
々
に
し
て
、
個
々
の
俘
虜
の
活
動
よ
り
も
管
理
・
運
営
な
ど
、

収
容
所
全
体
に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
俘
虜
た
ち
が
収
容
前
に
ど
の
よ

う
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
の
か
、
収
容
中
は
ど
ん
な
活
動
を
し
た
の
か
、
更
に
解
放
後
の
人

生
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
日
独
文
化
交
流
史
上
の
視
点
か
ら
す
る
と
、
場

合
に
よ
っ
て
は
収
容
所
の
全
体
像
を
記
す
こ
と
よ
り
も
、
ず
っ
と
重
要
な
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
最
後
に
似
島
収
容
所
俘
虜
の
内
か
ら
、
後
に
日
本
と
関
わ
り
を
も
っ
た
、
特
色
に
富

む
と
思
わ
れ
る
五
名
の
俘
虜
を
簡
単
に
紹
介
し
て
、
こ
の
稿
を
閉
じ
る
こ
と
に
す
る
。
な
お
、

俘
虜
の
所
属
・
階
級
は
収
容
時
点
の
も
の
で
あ
る
。

（
一
）
ア
ド
ル
フ
・
ヴ
ァ
ル
デ
マ
ー
ル
・
ア
ー
ペ
ル
（Adolf W

aldem
ar Apel

；
一
八
九
〇

〜
？
）；
海
軍
第
二
工
機
団
第
二
中
隊
・
予
備
一
等
焚
火
兵
。
広
島
高
等
師
範
学
校
の

運
動
場
で
の
サ
ッ
カ
ー
交
流
試
合
に
出
場
し
た
と
思
わ
れ
る
。
当
時
附
属
中
の
生
徒

で
サ
ッ
カ
ー
に
出
場
し
た
茂
森
薫
の
次
の
証
言
が
残
さ
れ
て
い
る
。「
ア
ッ
ペ
ル
と
い

う
常
駐
通
訳
官
が
居
た
。（
中
略
）
或
る
日
彼
の
素
性
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
横
浜
で
生

ま
れ
、三
〇
年
前（
大
正
三（
一
九
一
四
）年
）の
第
一
次
欧
州
大
戦
の
と
き
召
集
さ
れ
、

青
島
で
日
本
軍
と
戦
っ
た
が
俘
虜
と
な
り
、
広
島
の
似
島
に
収
容
さ
れ
た
と
い
う
。

そ
し
て
曰
く
、
当
時
最
も
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
コ
ウ
シ
﹇
高
師
﹈
の
グ
ラ
ン
ド
で
や

る
蹴
球
だ
っ
た
と
い
う
。」(6)

大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
十
月
八
日
か
ら
、
労
役
で
広

島
電
気
製
作
所
に
通
っ
た
。
労
役
時
間
は
午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時
三
〇
分
迄
で
、

賃
金
は
日
給
一
円
五
〇
銭
だ
っ
た
。
大
戦
終
結
し
て
解
放
後
は
、
労
役
先
の
広
島
電

気
製
作
所
に
雇
用
さ
れ
た
。

（
二
）
カ
ー
ル
・
ユ
ー
ハ
イ
ム
（K

arl Juchheim

；
一
八
八
九
〜
一
九
四
五
）；
国
民
軍
・
卒
。

明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
、
菓
子
職
人
と
し
て
青
島
で
菓
子
店
と
喫
茶
店
を
営
む

ド
イ
ツ
人
に
雇
わ
れ
て
青
島
に
赴
い
た
。
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
を
得
意
と
し
、
菓
子
職

マ
イ
ス
タ
ー
の
資
格
を
得
る
と
自
身
の
菓
子
店
を
営
ん
だ
。
日
本
が
ド
イ
ツ
に
宣
戦

を
布
告
し
た
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
八
月
二
三
日
の
約
一
ヶ
月
前
に
エ
リ
ー
ゼ
と

結
婚
し
た
。
日
独
戦
争
が
終
結
し
て
十
ヶ
月
ほ
ど
経
っ
た
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年

九
月
二
〇
日
、
国
民
軍
所
属
と
し
て
軍
籍
が
あ
る
と
の
判
断
を
下
さ
れ
て
、
大
阪
俘

虜
収
容
所
に
収
容
さ
れ
た
。
そ
の
一
ヶ
月
半
後
の
十
一
月
四
日
に
息
子
カ
ー
ル
・
フ

ラ
ン
ツ
が
生
ま
れ
た
。
妻
と
息
子
は
、
大
戦
終
結
し
て
ユ
ー
ハ
イ
ム
が
解
放
さ
れ
る

ま
で
青
島
で
暮
ら
し
た
。
俘
虜
技
術
工
芸
品
展
覧
会
で
は
、
オ
ト
マ
ー
や
ヴ
ォ
ル
シ
ュ

ケ
の
励
ま
し
を
受
け
て
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
を
製
造
・
販
売
し
た
（
図
４
参
照
）。
大
戦

終
結
し
て
解
放
後
は
、
明
治
屋
の
菓
子
職
人
と
し
て
月
給
三
五
〇
円

(7)

と
い
う
破
格

の
俸
給
で
迎
え
ら
れ
た
。
や
が
て
ユ
ー
ハ
イ
ム
は
独
立
し
て
横
浜
市
山
下
町
に
菓
子

店
ユ
ー
ハ
イ
ム
を
開
業
し
た
が
、
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
九
月
一
日
に
起
き
た

関
東
大
震
災
で
店
は
倒
壊
し
た
。
そ
の
後
神
戸
市
三
宮
に
移
っ
て
再
出
発
し
た
。
一

人
息
子
の
カ
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ツ
も
菓
子
職
人
と
な
っ
た
が
、
第
二
次
大
戦
に
応
召
し

て
昭
和
二
〇（
一
九
四
五
）
年
五
月
六
日
ウ
ィ
ー
ン
郊
外
で
戦
死
し
た
。
昭
和
二
〇（
一

九
四
五
）
年
六
月
五
日
の
神
戸
空
襲
で
店
は
瓦
解
し
、
ユ
ー
ハ
イ
ム
は
失
意
の
内
に

八
月
十
四
日
六
甲
ホ
テ
ル
で
死
去
し
た
。
戦
後
店
は
再
建
さ
れ
、
妻
エ
リ
ー
ゼ
の
奮

闘
に
よ
っ
て
発
展
し
、
現
在
も
ド
イ
ツ
菓
子
の
老
舗
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
平
成
二
二
（
二
〇
一
〇
）
年
一
月
十
三
日
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ
の
番
組
『
歴

史
秘
話
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
で
、「
焼
け
跡
と
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
〜
あ
る
ド
イ
ツ
人
夫
妻
の

苦
難
と
愛
」
と
題
し
て
カ
ー
ル
・
ユ
ー
ハ
イ
ム
が
採
り
あ
げ
ら
れ
た
。

（
三
）
ハ
ン
ス
・
ク
ロ
パ
チ
ェ
ク
（H

ans W
.K

ropatschek

；
一
八
七
八
〜
一
九
三
五
）；

海
軍
東
ア
ジ
ア
分
遣
隊
参
謀
本
部
・
陸
軍
少
尉
。
父
は
帝
国
議
会
議
員
で
、
母
は
ロ

シ
ア
人
で
あ
っ
た
。
十
九
歳
で
ロ
ス
ト
ッ
ク
の
歩
兵
第
九
〇
連
隊
附
少
尉
に
な
っ
た
。

北
清
事
変
（
義
和
団
の
乱
）
の
際
に
は
ド
イ
ツ
派
遣
軍
の
一
員
と
な
り
、
福
島
安
正

大
佐

(8)
（
当
時
）
の
指
揮
下
で
大
沽
要
塞
の
監
視
任
務
に
就
い
た
。
そ
の
後
ド
イ
ツ
参

謀
本
部
附
と
な
り
、明
治
三
八（
一
九
〇
五
）年
に
ペ
ツ
ェ
ル
少
将
の
長
女
マ
ル
ガ
レ
ー

テ
と
結
婚
し
た
。
ペ
ツ
ェ
ル
少
将
が
清
国
駐
屯
軍
司
令
官
神
尾
光
臣
少
将

(9)
（
当
時
）

と
知
己
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
神
尾
少
将
か
ら
結
婚
祝
い
に
仙
台
箪
笥
を
贈
ら
れ
た
。

結
婚
を
機
に
軍
隊
生
活
を
離
れ
て
、
青
島
の
ハ
ン
ブ
ル
ク
汽
船
会
社
で
従
事
す
る
こ

と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
傍
ら
ロ
シ
ア
副
領
事
館
の
副
領
事
を
務
め
た
。
大
正
三
（
一

九
一
四
）
年
八
月
三
日
に
総
督
府
か
ら
動
員
令
が
発
せ
ら
れ
る
と
、
副
領
事
の
職
を

放
棄
し
て
青
島
ド
イ
ツ
軍
に
参
加
し
た
。
妻
は
娘
と
息
子
の
三
人
で
大
戦
終
結
ま
で

青
島
に
留
ま
っ
た
。
大
戦
終
結
し
て
解
放
後
の
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
三
月
、
妻

子
を
日
本
に
呼
び
寄
せ
て
横
浜
や
神
戸
に
住
ん
だ
。
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
に

ド
イ
ツ
へ
帰
国
し
た
。

（
四
）
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
オ
ト
マ
ー
（H

einrich 
Friedrich W

ilhelm
 O

thm
er

；
一
八
八
二
〜
一
九
三
四
）
海
軍
第
三
大
隊
予
備
榴

弾
砲
兵
隊
・
予
備
陸
軍
少
尉
。
明
治
三
七
（
一
九
〇
四
）
年
に
学
位
を
取
得
し
て
、

明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
末
北
京
に
赴
き
、
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
青
島
の
徳

華
高
等
学
堂
教
授
に
就
任
し
た
。
明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
に
結
婚
し
て
二
人
の

息
子
を
も
う
け
た
。
第
一
次
大
戦
の
勃
発
と
と
も
に
予
備
陸
軍
少
尉
と
し
て
応
召
し
、

青
島
の
陥
落
に
よ
っ
て
大
阪
俘
虜
収
容
所
に
送
ら
れ
た
。
オ
ト
マ
ー
は
収
容
さ
れ
る

や
た
だ
ち
に
専
門
と
す
る
中
国
語
の
研
究
を
続
行
す
る
と
と
も
に
、
学
習
の
手
本
を

示
す
べ
く
日
本
語
の
勉
強
に
打
ち
こ
ん
だ
。
小
学
校
の
国
語
読
本
か
ら
初
め
て
、
平

仮
名
・
片
仮
名
を
覚
え
、
最
後
に
は
『
万
葉
集
』
の
読
解
に
ま
で
及
ん
だ
。
こ
の
こ

と
は
多
く
の
俘
虜
達
に
刺
激
を
与
え
、
次
々
に
講
習
会
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
大
戦
終
結
し
て
解
放
後
は
松
山
高
等
学
校
教
師
と
し
て
招
聘
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。『
中
国
新
聞
』（
大
正
九（
一
九
二
〇
）年
一
月
二
〇
日
付
）に
は
次
の
記
述
が
あ
る
。

「
解
放
さ
れ
た
似
島
の
俘
虜
帰
心
矢
の
如
き
思
ひ
を
西
京
丸
に
乗
せ
て
解
放
さ
れ
た
八

三
名
、一
行
中
の
オ
ー
ト
メ
ル
氏
は
松
山
高
校
講
師
に
内
定（
中
略
）、尚
オ
ー
メ
ル（
マ

マ
）
敎
授
は
一
旦
青
島
に
往
き
家
族
を
纏
め
て
本
年
三
月
末
迄
に
赴
任
す
る
筈
で
あ

る
」。
家
族
を
日
本
へ
迎
え
る
た
め
に
青
島
に
戻
っ
て
み
る
と
、
妻
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
は

重
い
病
に
あ
り
、
看
護
の
た
め
に
松
山
で
の
職
を
辞
退
し
た
。
妻
は
大
正
九
（
一
九

二
〇
）
年
八
月
六
日
に
死
去
し
た
。
オ
ト
マ
ー
は
そ
の
後
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年

ま
で
上
海
の
同
済
大
学
教
授
と
な
っ
た
が
、
や
が
て
病
に
罹
っ
て
ド
イ
ツ
に
帰
国
し

た
。

（
五
）
ヘ
ル
マ
ン
・
ヴ
ォ
ル
シ
ュ
ケ
（H

erm
ann W

olschke

；
一
八
九
三
〜
一
九
六
三
）；

海
軍
膠
州
砲
兵
大
隊
第
二
中
隊
・
二
等
砲
兵
。
応
召
前
は
食
肉
加
工
職
マ
イ
ス
タ
ー

だ
っ
た
。
似
島
時
代
、
食
肉
加
工
職
人
だ
っ
た
ケ
ル
ン
及
び
シ
ュ
ト
ル
の
三
人
で
、

当
時
の
広
島
市
広
瀬
町
上
水
入
町
の
ハ
ム
製
造
会
社
酒
井
商
会
で
ハ
ム
製
造
の
技
術

指
導
を
し
た
。
解
放
間
際
の
三
人
の
写
真
が
『
中
国
新
聞
』（
大
正
八
（
一
九
一
九
）

年
十
二
月
二
五
日
付
）
に
大
き
く
掲
載
さ
れ
た
。
な
お
、
広
島
県
物
産
陳
列
館
で
の

俘
虜
作
品
展
示
即
売
会
に
は
、
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
を
出
品
す
る
よ
う
ユ
ー
ハ
イ
ム
を

励
ま
し
、
自
身
は
ソ
ー
セ
ー
ジ
を
出
品
し
た
（
図
５
参
照
）。
大
戦
終
結
後
は
、
銀
座

に
新
規
開
店
し
た
明
治
屋
経
営
の
「
カ
フ
ェ
ー
・
ユ
ー
ロ
ッ
プ
」
の
ソ
ー
セ
ー
ジ
製

造
主
任
に
な
っ
た
。
昭
和
の
初
め
、
銀
座
に
屋
台
を
出
し
て
日
本
で
初
め
て
ホ
ッ
ト

ド
ッ
グ
を
販
売
し
た
。
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
ベ
ー
ブ
ル
ー
ス

を
含
む
プ
ロ
野
球
チ
ー
ム
が
来
日
し
た
折
に
は
、
甲
子
園
球
場
で
ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
を

販
売
し
た
と
い
わ
れ
る
。
第
二
次
大
戦
中
は
同
盟
国
の
人
間
で
は
あ
っ
た
が
、
長
野

県
野
尻
湖
畔
で
い
わ
ば
幽
閉
生
活
を
送
っ
た
。
後
に
軽
井
沢
に
自
分
の
店「
ヘ
ル
マ
ン
」

を
創
業
し
た
。
昭
和
三
八
（
一
九
六
三
）
年
に
没
し
、
東
京
都
狛
江
市
の
泉
龍
寺
に

埋
葬
さ
れ
た
。
墓
碑
に
は
「
遥
か
な
る
祖
国
ド
イ
ツ
を
誇
り
、
第
二
の
故
郷
日
本
を

愛
し
た
ヘ
ル
マ
ン
・
ヴ
ォ
ル
シ
ュ
ケ
こ
こ
に
眠
る
」
の
銘
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
今
日
、

息
子
の
ヘ
ル
マ
ン
・
ヴ
ォ
ル
シ
ュ
ケ
氏
（
父
親
と
同
名
）
が
神
奈
川
県
厚
木
市
で
「
ヘ

ル
マ
ン
」
を
営
業
し
て
い
る
。

付
記　

本
稿
執
筆
に
際
し
て
は
、
広
島
市
公
文
書
館
か
ら
関
連
資
料
の
提
供
を
受
け
た
。

記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

　
　
　

註

(1)　
『
独
逸
及
墺
洪
国
俘
虜
名
簿
』（
日
本
帝
国
俘
虜
情
報
局
、
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
六
月
改
訂
）

に
よ
る
俘
虜
の
総
数
は
四
七
一
五
名
で
あ
る
が
、
日
本
へ
の
送
還
前
に
青
島
で
死
亡
し
た
俘
虜
も

い
た
。
日
本
の
収
容
所
に
収
容
さ
れ
た
俘
虜
は
四
六
九
七
名
で
あ
っ
た
。

(2)　

宮
崎
佳
都
夫
執
筆『
似
島
の
口
伝
と
史
実
』（
似
島
連
合
町
内
会
郷
土
史
編
纂
委
員
会
、平
成
十（
一

九
九
八
）
年
十
二
月
）
を
参
考
に
し
た
。

(3)　

広
島
県
物
産
陳
列
館
は
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
八
月
五
日
に
開
館
し
た
。
設
計
者
の
チ
ェ
コ

人
ヤ
ン
・
レ
ツ
ェ
ル
（Jan Letzel,

一
八
八
〇
〜
一
九
二
五
）
は
、
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年

に
東
京
で
建
築
事
務
所
を
経
営
し
て
い
た
ド
イ
ツ
人
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
（G

eorg de  Lalande,

一

八
七
二
〜
一
九
一
四
；
朝
鮮
総
督
府
庁
舎
や
神
戸
・
北
野
の
「
風
見
鶏
の
家
」
の
設
計
者
）
の
招

き
で
来
日
し
、
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
に
東
京
・
京
橋
に
自
身
の
設
計
事
務
所
を
開
設
し
た
。

広
島
県
物
産
陳
列
館
は
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
に
広
島
県
商
品
陳
列
所
と
改
称
さ
れ
、
さ
ら

に
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
に
は
広
島
県
産
業
奨
励
館
と
改
称
さ
れ
た
。
な
お
、
広
島
県
物
産
陳

列
館
に
関
し
て
は
『
廣
島
か
ら
広
島―

ド
ー
ム
が
見
つ
め
続
け
た
街
展
』（
広
島
県
立
美
術
館
、

平
成
二
二
（
二
〇
一
〇
）
年
八
月
）
を
、
ま
た
ヤ
ン
・
レ
ツ
ェ
ル
に
つ
い
て
は
、
菊
楽
忍
「
ヤ
ン
・

レ
ツ
ル
再
考―

書
簡
集
か
ら
建
築
活
動
を
た
ど
る
」（『
広
島
市
公
文
書
館
紀
要
』
第
二
五
号
、
二

〇
一
二
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(4)　

大
川
四
郎
編
訳
『
欧
米
人
捕
虜
と
赤
十
字
活
動　

パ
ラ
ヴ
ィ
チ
ー
ニ
博
士
の
復
権
』
二
〇
五
〜

二
〇
六
頁
、
論
創
社
、
二
〇
〇
六
年
。

(5)　
『
欧
受
大
日
記
』（
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
十
月
、
防
衛
省
防
衛
研
究
所
図
書
館
所
蔵
）。
を
参

照
さ
れ
た
い
。

(6)　
『
広
島
大
学
附
属
中
・
高
等
学
校
創
立
八
十
年
史　

上
巻
』
二
八
一
頁
、
昭
和
六
〇（
一
九
八
五
）

年
。
な
お
、中
野
光
夫
「
ド
イ
ツ
軍
捕
虜
に
よ
る
サ
ッ
カ
ー
の
指
導
」（
広
島
美
奈
美
国
風
土
記
、

N
o.11,

平
成
二
三
（
二
〇
一
一
）
年
三
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(7)　

俘
虜
の
中
で
最
高
月
俸
は
元
総
督
の
マ
イ
ヤ
ー=

ヴ
ァ
ル
デ
ッ
ク
海
軍
大
佐
の
二
八
〇
円
だ
った
。

陸
軍
中
佐
一
八
三
円
、
陸
軍
大
尉
五
〇
円
、
陸
軍
少
尉
四
〇
円
、
下
士
以
下
は
日
給
三
〇
銭
だ
っ

た
。
二
等
兵
扱
い
で
あ
っ
た
ユ
ー
ハ
イ
ム
の
場
合
は
、
月
給
換
算
で
九
円
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
当
時

の
二
〇
〇
円
は
今
日
の
約
一
六
〇
万
円
（
約
八
〇
〇
〇
倍
）
に
相
当
す
る
。
な
お
、
当
時
の
為
替

レ
ー
ト
で
一
円
は
約
二
マ
ル
ク
、
一
ド
ル
は
約
二
円
、
一
ポ
ン
ド
は
約
十
円
で
あ
っ
た
。

(8)　

福
島
安
正
（
一
八
五
二
〜
一
九
一
九
）
は
陸
軍
き
っ
て
の
情
報
将
校
で
、
中
尉
か
ら
少
将
ま
で
の

三
〇
年
間
を
情
報
関
係
一
筋
で
通
し
た
。
明
治
二
〇
年
陸
軍
少
佐
の
時
駐
在
武
官
と
し
て
ベ
ル
リ

ン
に
赴
任
、
帰
国
の
際
に
シ
ベ
リ
ア
を
単
騎
横
断
し
て
勇
名
を
馳
せ
た
。
北
清
事
変
で
は
大
沽
城

塞
攻
撃
の
混
成
大
隊
司
令
官
を
務
め
た
。明
治
四
〇
年
男
爵
と
な
り
、大
正
二
年
陸
軍
大
将
に
な
っ

た
。
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
八
月
一
日
、
青
島
に
マ
イ
ヤ
ー
＝
ヴ
ァ
ル
デ
ッ
ク
膠
州
総
督
を
訪

問
し
た
。

(9)　

神
尾
光
臣
（
一
八
五
五
〜
一
九
二
七
）
は
陸
軍
内
で
三
本
指
に
入
る
中
国
通
と
言
わ
れ
た
。
日
独

戦
争
時
は
陸
軍
中
将
で
、
青
島
攻
囲
軍
司
令
官
と
な
る
。
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
十
二
月
十
八

日
青
島
か
ら
東
京
駅
に
凱
旋
し
た
。
そ
の
日
は
ち
ょ
う
ど
東
京
駅
開
業
式
の
日
で
あ
っ
た
。
大
正

四
（
一
九
一
五
）
年
六
月
二
四
日
大
将
に
昇
任
し
、
七
月
十
四
日
男
爵
に
叙
せ
ら
れ
た
。
な
お
、

次
女
安
子
は
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
三
月
に
小
説
家
の
有
島
武
郎
に
嫁
ぎ
息
子
三
人
を
も
う

け
た
。
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図６　広島高等師範学校演奏会での記念写真
　　　　（三浦精子氏所蔵）

図７　サッカー交歓試合での日独両チームの記念写真
　　　『母校創立百年記念史』 （社団法人東雲同窓会）



第
一
次
大
戦
時
に
ド
イ
ツ
兵
俘
虜
を
収
容
し
た
似
島
俘
虜
収
容
所
は
、
広
島
港
か
ら
南
西

に
約
八
キ
ロ
の
広
島
湾
に
浮
か
ぶ
似
島
に
あ
っ
た
。
似
島
は
周
囲
約
十
四
キ
ロ
の
小
さ
な
島

で
、
標
高
二
七
八
メ
ー
ト
ル
の
安
芸
小
富
士
（
あ
き
の
こ
ふ
じ
）
と
呼
ば
れ
る
、
富
士
山
に

似
た
山
が
あ
る
こ
と
か
ら
平
地
面
積
は
少
な
い
（
図
１
参
照
）。
島
の
西
側
の
家
下
（
や
じ
た
）

地
区
に
は
古
く
か
ら
島
民
が
住
ん
で
い
た
が
、
東
側
の
平
地
は
ご
く
僅
か
で
あ
る
。
今
日
は

社
会
福
祉
法
人
の
似
島
学
園
、
似
島
臨
海
少
年
自
然
の
家
と
平
和
養
老
館
、
そ
し
て
似
島
小

中
学
校
の
あ
る
三
ヶ
所
ほ
ど
で
あ
る
。
第
一
次
大
戦
時
に
ド
イ
ツ
兵
俘
虜
収
容
所
が
あ
っ
た

場
所
に
は
、
現
在
似
島
臨
海
少
年
自
然
の
家
と
平
和
養
老
館
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

似
島
俘
虜
収
容
所
は
、
大
阪
俘
虜
収
容
所

の
閉
鎖
に
と
も
な
っ
て
五
四
八
名

(1)

の
俘
虜

を
大
阪
か
ら
移
送
し
て
、
大
正
六
（
一
九
一

七
）
年
二
月
十
九
日
か
ら
大
正
九
（
一
九
二

〇
）
年
四
月
一
日
ま
で
の
約
三
年
間
開
設
さ

れ
た
。
所
長
に
は
大
阪
俘
虜
収
容
所
長
の
菅

沼
来
中
佐
が
引
き
続
い
て
就
任
し
、
収
容
所

の
閉
鎖
ま
で
そ
の
任
に
あ
っ
た
。
収
容
所
の

敷
地
の
総
面
積
は
約
四
八
五
〇
坪
（
約
一
六

〇
〇
〇
平
米
）
だ
っ
た
。
敷
地
に
は
二
面
の

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と
運
動
場
が
設
け
ら
れ
、
ま

た
四
棟
の
兵
卒
用
バ
ラ
ッ
ク
、
准
士
官
・
下

士
官
用
、
将
校
用
各
一
棟
が
あ
り
、
そ
の
他

管
理
棟
、
診
療
所
、
厨
房
、
パ
ン
工
場
、

酒
保
、
浴
場
、
洗
面
所
が
あ
っ
た
（
図

２
参
照
）。

似
島
に
収
容
所
が
設
置
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
遠
因
は
日
清
戦
争
に
発
す
る
。

中
国
大
陸
や
朝
鮮
半
島
か
ら
の
帰
還
兵

が
持
ち
込
む
病
原
菌
を
防
ぐ
た
め
に
明

治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
六
月
、
似
島

に
臨
時
陸
軍
免
疫
所
（
後
に
名
称
は
検

疫
所
と
な
る
）
が
、
今
日
は
似
島
学
園

の
あ
る
場
所
に
設
置
さ
れ
た
。
更
に
日

露
戦
争
時
代
に
は
陸
軍
第
二
検
疫
所
が

設
置
さ
れ
た
。
日
露
戦
争
は
日
清
戦
争
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
の
傷
病
兵
が
出
現
し
た
。

ま
た
ロ
シ
ア
兵
俘
虜
も
約
八
万
人
に
及
び
、
第
一
検
疫
所
は
臨
時
的
な
俘
虜
収
容
所
に
当
て

ら
れ
た
。
大
陸
か
ら
引
き
揚
げ
て
き
た
兵
士
は
、
新
た
に
設
置
さ
れ
た
第
二
検
疫
所
で
消
毒

を
受
け
て
、
そ
れ
か
ら
宇
品
港
に
上
陸
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
第
二
検
疫
所
が
後
に
ド
イ
ツ

兵
俘
虜
収
容
所
に
な
っ
た
。
似
島
検
疫
所
は
日
清
戦
争
、
日
露
戦
争
、
北
清
事
変
（
義
和
団

の
乱
）、
第
一
次
大
戦
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
、
山
東
出
兵
、
満
州
事
変
か
ら
日
中
戦
争
、
太
平
洋

戦
争
と
、
実
は
近
代
日
本
の
全
て
の
戦
争
に
か
か
わ
っ
た
場
所
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
軍
都
広

島
を
擁
す
る
広
島
湾
に
あ
っ
た
こ
と
が
大
き
く
関
係
し
て
い
る
。
日
清
戦
争
時
に
は
広
島
城

跡
に
大
本
営
が
置
か
れ
た
が
、
更
に
似
島
の
す
ぐ
近
く
に
は
海
軍
兵
学
校
を
擁
す
る
江
田
島

が
あ
り
、
ま
た
呉
の
軍
港
も
遠
く
は
な
か
っ
た
。

日
独
戦
争
は
一
ヶ
月
半
で
終
わ
っ
た
が
、
そ
の
結
果
、
四
七
〇
〇
名
近
い
ド
イ
ツ
人
将
兵

（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
将
兵
を
含
む
）
が
日
本
各
地
十
二
ヶ
所
の
収
容
所
に
収
容
さ
れ
た
。
し
か
し
、

欧
州
で
は
戦
争
が
一
向
に
終
わ
る
気
配
が
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
各
地
に
分
散
し
て
い
た
収
容

所
を
整
理
、統
合
す
る
こ
と
に
な
り
、習
志
野
、名
古
屋
、青
野
原
、似
島
、板
東
、久
留
米
の
六
ヶ

所
に
集
約
さ
れ
た
。
似
島
俘
虜
収
容
所
が
他
の
収
容
所
と
異
な
る
最
も
大
き
な
点
は
、
島
に

設
け
ら
れ
た
収
容
所
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
似
島
俘
虜
収
容
所
は
整
理
統
合
後
の
六
収
容
所

の
中
で
最
も
情
報
量
が
少
な
く
、
実
態
が
余
り
分
か
っ
て
い
な
い
の
は
そ
こ
に
起
因
す
る
と

も
言
え
る
。
先
に
触
れ
た
よ
う
に
周
辺
部
に
は
海
軍
の
要
衝
地
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
板

塀
で
海
へ
の
視
界
が
遮
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
脱
走
事
件
が
起
こ
っ
た
た
め
に
、

収
容
所
内
の
規
律
、
統
制
は
厳
し
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

整
理
統
合
後
の
各
地
の
収
容
所
で
は
、
や
が
て
各
種
の
展
覧
会
や
音
楽
会
、
ス
ポ
ー
ツ
大

会
が
開
か
れ
た
。
似
島
収
容
所
で
の
各
種
行
事
等
に
つ
い
て
記
し
て
み
る
。(2)

【
講
習
会
】

収
容
俘
虜
の
七
三
パ
ー
セ
ン
ト
が
何
ら
か
の
講
習
会
に
参
加
し
た
。
四
六
名
の
講
師

陣
に
よ
る
四
七
の
コ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、
各
コ
ー
ス
に
は
平
均
三
〇
名
か
ら
五
〇
名
の

受
講
者
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
講
習
会
の
種
類
は
、
ド
イ
ツ
語
、
日
本
語
、
英
語
、

フ
ラ
ン
ス
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
ロ
シ
ア
語
、
中
国
語
、
数
学
、
機
械
工
学
、
建
設
工
学
、

電
気
学
、
経
済
学
、
法
学
、
歴
史
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
等
で
あ
る
。

【
演
劇
活
動
】

大
阪
収
容
所
時
代
か
ら
始
ま
り
、
夏
季
に
は
野
外
公
演
を
六
回
、
収
容
所
内
に
設
備

が
で
き
る
と
一
気
に
活
発
化
し
て
、
上
演
作
品
は
二
〇
本
以
上
に
達
し
た
。
チ
ェ
ー
ホ

フ
の
『
熊
』
や
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ト
ー
マ
の
『
一
等
車
』
な
ど
が
上
演
さ
れ
た
。
バ
イ

エ
ル
ン
方
言
を
用
い
た
ト
ー
マ
の
作

品
は
各
地
の
収
容
所
で
上
演
さ
れ
て

い
る
。
当
時
は
人
気
が
あ
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

【
新
聞
の
発
行
】

大
阪
収
容
所
時
代
の
大
正
五
（
一

九
一
六
）
年
六
月
か
ら
発
行
さ
れ
た

も
の
を
引
き
継
い
で
、
日
刊
紙
「
似

島
収
容
所
新
聞
」（Zeitung des 

Lagers N
inoshim

a

）
が
発
行
さ

れ
た
が
、
残
念
な
が
ら
今
日
そ
の
詳

細
は
分
か
っ
て
い
な
い
。「
似
島
独

逸
俘
虜
技
術
工
芸
品
展
覧
会
目
録
」

（
図
３
参
照
）
の
記
す
と
こ
ろ
に
よ

れ
ば
、
当
初
は
主
と
し
て
日
本
の

新
聞
記
事
を
ド
イ
ツ
語
に
訳
し
た

も
の
が
多
か
っ
た
が
、
後
に
収
容

所
内
の
出
来
事
を
記
す
記
事
も
掲

載
さ
れ
た
。

【
俘
虜
技
術
工
芸
品
展
覧
会
】

大
正
八(

一
九
一
九
）
年
三
月

四
日
か
ら
十
三
日
ま
で
広
島
県
物

産
陳
列
館
、(3)

今
日
は
「
原
爆
ド
ー

ム
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
建
物
で
上

記
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
。「
似
島

独
逸
俘
虜
技
術
工
芸
品
展
覧
会
目

録
」
に
は
、
俘
虜
た
ち
に
よ
る
出

品
作
品
が
記
さ
れ
て
い
る
。
出
品

内
容
は
、
写
真
、
油
絵
、
水
彩
画
、

ペ
ン
画
、
額
縁
、
チ
ェ
ス
盤
、
軍

艦
や
漁
船
の
模
型
、
似
島
収
容
所

の
模
型
、
火
鉢
、
靴
、
蒸
気
機
関

車
や
蒸
気
船
の
模
型
、蹄
鉄
、大
砲
、

文
鎮
、昆
虫
の
標
本
、鳥
篭
、鉱
物
・

岩
石
の
標
本
、
ス
リ
ッ
パ
、
幾
何

学
の
ノ
ー
ト
、
家
の
設
計
図
、
マ
ッ

チ
棒
に
よ
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
チ
ェ
ロ
、
各
種
革
製
品
、
各
種
編
み
物
、
薬
品
の
調
合
剤
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
、
晴
雨
自
動
計
測
器
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
展
覧
会
の
様

子
は
新
聞
で
連
日
に
亘
っ
て
詳
細
に
報
道
さ
れ
、
九
日
間
で
の
入
場
者
は
一
六
万
三
四

四
七
人
だ
っ
た
。
因
み
に
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
当
時
の
広
島
市
の
人
口
は
約
三
〇

万
人
だ
っ
た
。
な
お
、
会
場
に
は
食
堂
も
設
置
さ
れ
、
ま
た
ハ
ム
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
類
の

販
売
や
、
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
の
実
演
販
売
も
行
わ
れ
、
出
品
作
品
の
即
売
会
も
あ
っ
た
。

【
芸
術
活
動
】

大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
五
月
十
八
日
に
は
、
広
島
高
等
師
範
学
校
講
堂
で
俘
虜
に

よ
る
音
楽
会
が
開
催
さ
れ
た
。
当
初

は
四
月
二
七
日
行
わ
れ
る
筈
が
、
事

情
で
延
期
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
四

月
二
三
日
付
の
『
中
国
新
聞
』
の
予

告
記
事
に
よ
る
と
、
演
奏
曲
目
と
し

て
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
歌
劇
『
魔
笛
』

序
曲
も
見
ら
れ
る
が
、「
ロ
ー
レ
ラ
イ
」

や
「
菩
提
樹
」
等
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な

も
の
が
中
心
だ
っ
た
。

整
理
統
合
後
の
久
留
米
、
名
古
屋
、

板
東
の
各
収
容
所
で
も
解
放
間
際
に

は
収
容
所
の
外
で
の
演
奏
会
が
開
催

さ
れ
た
が
、
似
島
俘
虜
収
容
所
の
場

合
の
よ
う
に
、
一
般
聴
衆
も
自
由
に

入
場
が
許
さ
れ
た
音
楽
会
は
極
め
て

珍
し
か
っ
た
。
し
か
も
『
中
国
新
聞
』
紙
上
で
三
日
間
に
亘
っ
て
、
演
奏
内
容
が
詳
細

に
報
じ
ら
れ
た
こ
と
は
他
の
収
容
所
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
事
例
で
あ
る
。
な
お
図
６

は
、
そ
の
演
奏
会
前
後
に
高
等
師
範
学
校
玄
関
脇
で
撮
影
さ
れ
た
演
奏
者
等
の
集
合
写

真
で
あ
る
。

【
ス
ポ
ー
ツ
活
動
】

収
容
所
内
で
は
日
常
的
に
、
サ
ッ
カ
ー
や
テ
ニ
ス
等
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
が
行
わ
れ
て

い
た
が
、
こ
こ
で
は
特
に
注
目
に
値
す
る
サ
ッ
カ
ー
の
対
外
試
合
に
つ
い
て
触
れ
て
み

る
。大

正
八
（
一
九
一
九
）
年
一
月
二
六
日
、
開
校
ま
も
な
い
広
島
高
等
師
範
学
校
の
運

動
場
で
、
似
島
の
ド
イ
ツ
兵
俘
虜
と
広
島
高
等
師
範
学
校
、
県
師
範
学
校
、
附
属
中
、

一
中
と
の
サ
ッ
カ
ー
交
歓
試
合
が
行
わ
れ
た
。
二
試
合
行
っ
た
結
果
は
、
五
対
〇
、
六

対
〇
で
、
俘
虜
チ
ー
ム
の
圧
勝
で
あ
っ
た
。
図
７
は
そ
の
折
に
撮
影
さ
れ
た
日
独
両
チ
ー

ム
の
記
念
写
真
で
あ
る
。

平
成
十
八
（
二
〇
〇
六
）
年
一
月
二
二
日
、
テ
レ
ビ
新
広
島
制
作
の
「
歴
史
発
掘
ス

ペ
シ
ャ
ル　

ド
イ
ツ
か
ら
の
贈
り
も
の―

奇
跡
の
絆
の
物
語
」
が
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
系
列

に
よ
っ
て
全
国
ネ
ッ
ト
で
放
映
さ

れ
た
が
、
番
組
の
中
で
は
似
島
の

俘
虜
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
が
大
き
く

取
り
上
げ
ら
れ
た
。

【
俘
虜
に
よ
る
労
役
】

労
役
は
各
収
容
所
で
行
わ
れ
て

い
た
が
、
似
島
で
の
労
役
に
つ
い

て
は
現
地
調
査
に
当
た
っ
た
ス
イ

ス
人
医
師
の
次
の
証
言
が
残
さ
れ

て
い
る
。「
似
島
収
容
所
で
の
捕
虜

ら
の
主
た
る
不
満
は
、
い
わ
ゆ
る

「
ロ
ウ
エ
キ（
労
役
）」に
在
り
ま
す
。

（
中
略
）
毎
日
交
代
す
る
労
働
分
遣

隊
を
組
ん
だ
捕
虜
ら
は
、
日
当
四

銭
で
土
砂
を
手
押
し
車
に
乗
せ
、
広
島
市
内
各
地
に
運
ん
で
い
き
ま
す
。
他
の
収
容
所

で
は
「
ロ
ウ
エ
キ
」
は
通
常
き
つ
い
苦
力
労
働
で
は
な
く
、
捕
虜
ら
か
ら
は
、
む
し
ろ

恰
好
の
気
分
転
換
と
し
て
歓
迎
さ
え
さ
れ
て
い
ま
す
」。(4)

こ
の
土
砂
運
搬
作
業
は
広
島

西
練
兵
場
修
繕
と
第
五
師
団
長
官
舎
の
敷
地
整
備
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。(5)

な
お
、
収
容
所
の
近
く
に
一
時
期
製
針
工
場
が
あ
っ
て
、
俘
虜
に
よ
る
労
役
が
行
わ

れ
た
。
し
か
し
そ
の
工
場
は
ほ
ど
な
く
閉
鎖
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。『
中
国
新
聞
』（
大
正

七
（
一
九
一
八
）
年
二
月
七
日
付
）
は
「
俘
虜
傭
役
失
敗　

似
島
工
場
閉
鎖
」
と
題
し

て
次
の
よ
う
に
報
じ
た
。「
広
島
製
針
組
合
に
於
て
斯
業
の
進
歩
を
図
る
為
め
似
島
に
伝

習
工
場
を
設
け
（
中
略
）
俘
虜
二
名
中
一
名
は
全
然
製
針
を
解
せ
ず
他
の
一
名
も
機
械

職
工
に
し
て
僅
か
に
製
針
の
一
部
を
知
れ
る
に
止
ま
り
（
後
略
）」。
解
放
間
際
に
は
広

島
市
内
の
各
種
製
造
所
で
、
労
役
と
い
う
よ
り
は
日
本
人
技
術
者
へ
の
指
導
が
行
わ
れ

た
こ
と
は
、
後
述
す
る
ヴ
ォ
ル
シ
ュ
ケ
の
項
で
記
す
通
り
で
あ
る
。

【
遠
足
】似

島
に
は
安
芸
の
小
富
士
と
い
う
絶
好
の
景
勝
地
が
あ
っ
た
が
、
俘
虜
の
遠
足
等
は

行
わ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
既
に
触
れ
た
よ
う
に
、
海
軍
の
要
衝
地
が
近
く
あ
っ

た
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
解
放
間
近
に
な
っ
た
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
十
一

月
に
、
宮
島
の
厳
島
神
社
へ
の
遠
足
が
行
わ
れ
た
。

俘
虜
収
容
所
の
研
究
は
往
々
に
し
て
、
個
々
の
俘
虜
の
活
動
よ
り
も
管
理
・
運
営
な
ど
、

収
容
所
全
体
に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
俘
虜
た
ち
が
収
容
前
に
ど
の
よ

う
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
の
か
、
収
容
中
は
ど
ん
な
活
動
を
し
た
の
か
、
更
に
解
放
後
の
人

生
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
日
独
文
化
交
流
史
上
の
視
点
か
ら
す
る
と
、
場

合
に
よ
っ
て
は
収
容
所
の
全
体
像
を
記
す
こ
と
よ
り
も
、
ず
っ
と
重
要
な
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
最
後
に
似
島
収
容
所
俘
虜
の
内
か
ら
、
後
に
日
本
と
関
わ
り
を
も
っ
た
、
特
色
に
富

む
と
思
わ
れ
る
五
名
の
俘
虜
を
簡
単
に
紹
介
し
て
、
こ
の
稿
を
閉
じ
る
こ
と
に
す
る
。
な
お
、

俘
虜
の
所
属
・
階
級
は
収
容
時
点
の
も
の
で
あ
る
。

（
一
）
ア
ド
ル
フ
・
ヴ
ァ
ル
デ
マ
ー
ル
・
ア
ー
ペ
ル
（Adolf W

aldem
ar Apel

；
一
八
九
〇

〜
？
）；
海
軍
第
二
工
機
団
第
二
中
隊
・
予
備
一
等
焚
火
兵
。
広
島
高
等
師
範
学
校
の

運
動
場
で
の
サ
ッ
カ
ー
交
流
試
合
に
出
場
し
た
と
思
わ
れ
る
。
当
時
附
属
中
の
生
徒

で
サ
ッ
カ
ー
に
出
場
し
た
茂
森
薫
の
次
の
証
言
が
残
さ
れ
て
い
る
。「
ア
ッ
ペ
ル
と
い

う
常
駐
通
訳
官
が
居
た
。（
中
略
）
或
る
日
彼
の
素
性
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
横
浜
で
生

ま
れ
、三
〇
年
前（
大
正
三（
一
九
一
四
）年
）の
第
一
次
欧
州
大
戦
の
と
き
召
集
さ
れ
、

青
島
で
日
本
軍
と
戦
っ
た
が
俘
虜
と
な
り
、
広
島
の
似
島
に
収
容
さ
れ
た
と
い
う
。

そ
し
て
曰
く
、
当
時
最
も
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
コ
ウ
シ
﹇
高
師
﹈
の
グ
ラ
ン
ド
で
や

る
蹴
球
だ
っ
た
と
い
う
。」(6)

大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
十
月
八
日
か
ら
、
労
役
で
広

島
電
気
製
作
所
に
通
っ
た
。
労
役
時
間
は
午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時
三
〇
分
迄
で
、

賃
金
は
日
給
一
円
五
〇
銭
だ
っ
た
。
大
戦
終
結
し
て
解
放
後
は
、
労
役
先
の
広
島
電

気
製
作
所
に
雇
用
さ
れ
た
。

（
二
）
カ
ー
ル
・
ユ
ー
ハ
イ
ム
（K

arl Juchheim

；
一
八
八
九
〜
一
九
四
五
）；
国
民
軍
・
卒
。

明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
、
菓
子
職
人
と
し
て
青
島
で
菓
子
店
と
喫
茶
店
を
営
む

ド
イ
ツ
人
に
雇
わ
れ
て
青
島
に
赴
い
た
。
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
を
得
意
と
し
、
菓
子
職

マ
イ
ス
タ
ー
の
資
格
を
得
る
と
自
身
の
菓
子
店
を
営
ん
だ
。
日
本
が
ド
イ
ツ
に
宣
戦

を
布
告
し
た
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
八
月
二
三
日
の
約
一
ヶ
月
前
に
エ
リ
ー
ゼ
と

結
婚
し
た
。
日
独
戦
争
が
終
結
し
て
十
ヶ
月
ほ
ど
経
っ
た
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年

九
月
二
〇
日
、
国
民
軍
所
属
と
し
て
軍
籍
が
あ
る
と
の
判
断
を
下
さ
れ
て
、
大
阪
俘

虜
収
容
所
に
収
容
さ
れ
た
。
そ
の
一
ヶ
月
半
後
の
十
一
月
四
日
に
息
子
カ
ー
ル
・
フ

ラ
ン
ツ
が
生
ま
れ
た
。
妻
と
息
子
は
、
大
戦
終
結
し
て
ユ
ー
ハ
イ
ム
が
解
放
さ
れ
る

ま
で
青
島
で
暮
ら
し
た
。
俘
虜
技
術
工
芸
品
展
覧
会
で
は
、
オ
ト
マ
ー
や
ヴ
ォ
ル
シ
ュ

ケ
の
励
ま
し
を
受
け
て
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
を
製
造
・
販
売
し
た
（
図
４
参
照
）。
大
戦

終
結
し
て
解
放
後
は
、
明
治
屋
の
菓
子
職
人
と
し
て
月
給
三
五
〇
円

(7)

と
い
う
破
格

の
俸
給
で
迎
え
ら
れ
た
。
や
が
て
ユ
ー
ハ
イ
ム
は
独
立
し
て
横
浜
市
山
下
町
に
菓
子

店
ユ
ー
ハ
イ
ム
を
開
業
し
た
が
、
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
九
月
一
日
に
起
き
た

関
東
大
震
災
で
店
は
倒
壊
し
た
。
そ
の
後
神
戸
市
三
宮
に
移
っ
て
再
出
発
し
た
。
一

人
息
子
の
カ
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ツ
も
菓
子
職
人
と
な
っ
た
が
、
第
二
次
大
戦
に
応
召
し

て
昭
和
二
〇（
一
九
四
五
）
年
五
月
六
日
ウ
ィ
ー
ン
郊
外
で
戦
死
し
た
。
昭
和
二
〇（
一

九
四
五
）
年
六
月
五
日
の
神
戸
空
襲
で
店
は
瓦
解
し
、
ユ
ー
ハ
イ
ム
は
失
意
の
内
に

八
月
十
四
日
六
甲
ホ
テ
ル
で
死
去
し
た
。
戦
後
店
は
再
建
さ
れ
、
妻
エ
リ
ー
ゼ
の
奮

闘
に
よ
っ
て
発
展
し
、
現
在
も
ド
イ
ツ
菓
子
の
老
舗
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
平
成
二
二
（
二
〇
一
〇
）
年
一
月
十
三
日
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ
の
番
組
『
歴

史
秘
話
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
で
、「
焼
け
跡
と
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
〜
あ
る
ド
イ
ツ
人
夫
妻
の

苦
難
と
愛
」
と
題
し
て
カ
ー
ル
・
ユ
ー
ハ
イ
ム
が
採
り
あ
げ
ら
れ
た
。

（
三
）
ハ
ン
ス
・
ク
ロ
パ
チ
ェ
ク
（H

ans W
.K

ropatschek

；
一
八
七
八
〜
一
九
三
五
）；

海
軍
東
ア
ジ
ア
分
遣
隊
参
謀
本
部
・
陸
軍
少
尉
。
父
は
帝
国
議
会
議
員
で
、
母
は
ロ

シ
ア
人
で
あ
っ
た
。
十
九
歳
で
ロ
ス
ト
ッ
ク
の
歩
兵
第
九
〇
連
隊
附
少
尉
に
な
っ
た
。

北
清
事
変
（
義
和
団
の
乱
）
の
際
に
は
ド
イ
ツ
派
遣
軍
の
一
員
と
な
り
、
福
島
安
正

大
佐

(8)
（
当
時
）
の
指
揮
下
で
大
沽
要
塞
の
監
視
任
務
に
就
い
た
。
そ
の
後
ド
イ
ツ
参

謀
本
部
附
と
な
り
、明
治
三
八（
一
九
〇
五
）年
に
ペ
ツ
ェ
ル
少
将
の
長
女
マ
ル
ガ
レ
ー

テ
と
結
婚
し
た
。
ペ
ツ
ェ
ル
少
将
が
清
国
駐
屯
軍
司
令
官
神
尾
光
臣
少
将

(9)
（
当
時
）

と
知
己
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
神
尾
少
将
か
ら
結
婚
祝
い
に
仙
台
箪
笥
を
贈
ら
れ
た
。

結
婚
を
機
に
軍
隊
生
活
を
離
れ
て
、
青
島
の
ハ
ン
ブ
ル
ク
汽
船
会
社
で
従
事
す
る
こ

と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
傍
ら
ロ
シ
ア
副
領
事
館
の
副
領
事
を
務
め
た
。
大
正
三
（
一

九
一
四
）
年
八
月
三
日
に
総
督
府
か
ら
動
員
令
が
発
せ
ら
れ
る
と
、
副
領
事
の
職
を

放
棄
し
て
青
島
ド
イ
ツ
軍
に
参
加
し
た
。
妻
は
娘
と
息
子
の
三
人
で
大
戦
終
結
ま
で

青
島
に
留
ま
っ
た
。
大
戦
終
結
し
て
解
放
後
の
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
三
月
、
妻

子
を
日
本
に
呼
び
寄
せ
て
横
浜
や
神
戸
に
住
ん
だ
。
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
に

ド
イ
ツ
へ
帰
国
し
た
。

（
四
）
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
オ
ト
マ
ー
（H

einrich 
Friedrich W

ilhelm
 O

thm
er

；
一
八
八
二
〜
一
九
三
四
）
海
軍
第
三
大
隊
予
備
榴

弾
砲
兵
隊
・
予
備
陸
軍
少
尉
。
明
治
三
七
（
一
九
〇
四
）
年
に
学
位
を
取
得
し
て
、

明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
末
北
京
に
赴
き
、
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
青
島
の
徳

華
高
等
学
堂
教
授
に
就
任
し
た
。
明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
に
結
婚
し
て
二
人
の

息
子
を
も
う
け
た
。
第
一
次
大
戦
の
勃
発
と
と
も
に
予
備
陸
軍
少
尉
と
し
て
応
召
し
、

青
島
の
陥
落
に
よ
っ
て
大
阪
俘
虜
収
容
所
に
送
ら
れ
た
。
オ
ト
マ
ー
は
収
容
さ
れ
る

や
た
だ
ち
に
専
門
と
す
る
中
国
語
の
研
究
を
続
行
す
る
と
と
も
に
、
学
習
の
手
本
を

示
す
べ
く
日
本
語
の
勉
強
に
打
ち
こ
ん
だ
。
小
学
校
の
国
語
読
本
か
ら
初
め
て
、
平

仮
名
・
片
仮
名
を
覚
え
、
最
後
に
は
『
万
葉
集
』
の
読
解
に
ま
で
及
ん
だ
。
こ
の
こ

と
は
多
く
の
俘
虜
達
に
刺
激
を
与
え
、
次
々
に
講
習
会
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
大
戦
終
結
し
て
解
放
後
は
松
山
高
等
学
校
教
師
と
し
て
招
聘
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。『
中
国
新
聞
』（
大
正
九（
一
九
二
〇
）年
一
月
二
〇
日
付
）に
は
次
の
記
述
が
あ
る
。

「
解
放
さ
れ
た
似
島
の
俘
虜
帰
心
矢
の
如
き
思
ひ
を
西
京
丸
に
乗
せ
て
解
放
さ
れ
た
八

三
名
、一
行
中
の
オ
ー
ト
メ
ル
氏
は
松
山
高
校
講
師
に
内
定（
中
略
）、尚
オ
ー
メ
ル（
マ

マ
）
敎
授
は
一
旦
青
島
に
往
き
家
族
を
纏
め
て
本
年
三
月
末
迄
に
赴
任
す
る
筈
で
あ

る
」。
家
族
を
日
本
へ
迎
え
る
た
め
に
青
島
に
戻
っ
て
み
る
と
、
妻
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
は

重
い
病
に
あ
り
、
看
護
の
た
め
に
松
山
で
の
職
を
辞
退
し
た
。
妻
は
大
正
九
（
一
九

二
〇
）
年
八
月
六
日
に
死
去
し
た
。
オ
ト
マ
ー
は
そ
の
後
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年

ま
で
上
海
の
同
済
大
学
教
授
と
な
っ
た
が
、
や
が
て
病
に
罹
っ
て
ド
イ
ツ
に
帰
国
し

た
。

（
五
）
ヘ
ル
マ
ン
・
ヴ
ォ
ル
シ
ュ
ケ
（H

erm
ann W

olschke

；
一
八
九
三
〜
一
九
六
三
）；

海
軍
膠
州
砲
兵
大
隊
第
二
中
隊
・
二
等
砲
兵
。
応
召
前
は
食
肉
加
工
職
マ
イ
ス
タ
ー

だ
っ
た
。
似
島
時
代
、
食
肉
加
工
職
人
だ
っ
た
ケ
ル
ン
及
び
シ
ュ
ト
ル
の
三
人
で
、

当
時
の
広
島
市
広
瀬
町
上
水
入
町
の
ハ
ム
製
造
会
社
酒
井
商
会
で
ハ
ム
製
造
の
技
術

指
導
を
し
た
。
解
放
間
際
の
三
人
の
写
真
が
『
中
国
新
聞
』（
大
正
八
（
一
九
一
九
）

年
十
二
月
二
五
日
付
）
に
大
き
く
掲
載
さ
れ
た
。
な
お
、
広
島
県
物
産
陳
列
館
で
の

俘
虜
作
品
展
示
即
売
会
に
は
、
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
を
出
品
す
る
よ
う
ユ
ー
ハ
イ
ム
を

励
ま
し
、
自
身
は
ソ
ー
セ
ー
ジ
を
出
品
し
た
（
図
５
参
照
）。
大
戦
終
結
後
は
、
銀
座

に
新
規
開
店
し
た
明
治
屋
経
営
の
「
カ
フ
ェ
ー
・
ユ
ー
ロ
ッ
プ
」
の
ソ
ー
セ
ー
ジ
製

造
主
任
に
な
っ
た
。
昭
和
の
初
め
、
銀
座
に
屋
台
を
出
し
て
日
本
で
初
め
て
ホ
ッ
ト

ド
ッ
グ
を
販
売
し
た
。
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
ベ
ー
ブ
ル
ー
ス

を
含
む
プ
ロ
野
球
チ
ー
ム
が
来
日
し
た
折
に
は
、
甲
子
園
球
場
で
ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
を

販
売
し
た
と
い
わ
れ
る
。
第
二
次
大
戦
中
は
同
盟
国
の
人
間
で
は
あ
っ
た
が
、
長
野

県
野
尻
湖
畔
で
い
わ
ば
幽
閉
生
活
を
送
っ
た
。
後
に
軽
井
沢
に
自
分
の
店「
ヘ
ル
マ
ン
」

を
創
業
し
た
。
昭
和
三
八
（
一
九
六
三
）
年
に
没
し
、
東
京
都
狛
江
市
の
泉
龍
寺
に

埋
葬
さ
れ
た
。
墓
碑
に
は
「
遥
か
な
る
祖
国
ド
イ
ツ
を
誇
り
、
第
二
の
故
郷
日
本
を

愛
し
た
ヘ
ル
マ
ン
・
ヴ
ォ
ル
シ
ュ
ケ
こ
こ
に
眠
る
」
の
銘
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
今
日
、

息
子
の
ヘ
ル
マ
ン
・
ヴ
ォ
ル
シ
ュ
ケ
氏
（
父
親
と
同
名
）
が
神
奈
川
県
厚
木
市
で
「
ヘ

ル
マ
ン
」
を
営
業
し
て
い
る
。

付
記　

本
稿
執
筆
に
際
し
て
は
、
広
島
市
公
文
書
館
か
ら
関
連
資
料
の
提
供
を
受
け
た
。

記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

　
　
　

註

(1)　
『
独
逸
及
墺
洪
国
俘
虜
名
簿
』（
日
本
帝
国
俘
虜
情
報
局
、
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
六
月
改
訂
）

に
よ
る
俘
虜
の
総
数
は
四
七
一
五
名
で
あ
る
が
、
日
本
へ
の
送
還
前
に
青
島
で
死
亡
し
た
俘
虜
も

い
た
。
日
本
の
収
容
所
に
収
容
さ
れ
た
俘
虜
は
四
六
九
七
名
で
あ
っ
た
。

(2)　

宮
崎
佳
都
夫
執
筆『
似
島
の
口
伝
と
史
実
』（
似
島
連
合
町
内
会
郷
土
史
編
纂
委
員
会
、平
成
十（
一

九
九
八
）
年
十
二
月
）
を
参
考
に
し
た
。

(3)　

広
島
県
物
産
陳
列
館
は
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
八
月
五
日
に
開
館
し
た
。
設
計
者
の
チ
ェ
コ

人
ヤ
ン
・
レ
ツ
ェ
ル
（Jan Letzel,

一
八
八
〇
〜
一
九
二
五
）
は
、
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年

に
東
京
で
建
築
事
務
所
を
経
営
し
て
い
た
ド
イ
ツ
人
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
（G

eorg de  Lalande,

一

八
七
二
〜
一
九
一
四
；
朝
鮮
総
督
府
庁
舎
や
神
戸
・
北
野
の
「
風
見
鶏
の
家
」
の
設
計
者
）
の
招

き
で
来
日
し
、
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
に
東
京
・
京
橋
に
自
身
の
設
計
事
務
所
を
開
設
し
た
。

広
島
県
物
産
陳
列
館
は
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
に
広
島
県
商
品
陳
列
所
と
改
称
さ
れ
、
さ
ら

に
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
に
は
広
島
県
産
業
奨
励
館
と
改
称
さ
れ
た
。
な
お
、
広
島
県
物
産
陳

列
館
に
関
し
て
は
『
廣
島
か
ら
広
島―

ド
ー
ム
が
見
つ
め
続
け
た
街
展
』（
広
島
県
立
美
術
館
、

平
成
二
二
（
二
〇
一
〇
）
年
八
月
）
を
、
ま
た
ヤ
ン
・
レ
ツ
ェ
ル
に
つ
い
て
は
、
菊
楽
忍
「
ヤ
ン
・

レ
ツ
ル
再
考―

書
簡
集
か
ら
建
築
活
動
を
た
ど
る
」（『
広
島
市
公
文
書
館
紀
要
』
第
二
五
号
、
二

〇
一
二
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(4)　

大
川
四
郎
編
訳
『
欧
米
人
捕
虜
と
赤
十
字
活
動　

パ
ラ
ヴ
ィ
チ
ー
ニ
博
士
の
復
権
』
二
〇
五
〜

二
〇
六
頁
、
論
創
社
、
二
〇
〇
六
年
。

(5)　
『
欧
受
大
日
記
』（
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
十
月
、
防
衛
省
防
衛
研
究
所
図
書
館
所
蔵
）。
を
参

照
さ
れ
た
い
。

(6)　
『
広
島
大
学
附
属
中
・
高
等
学
校
創
立
八
十
年
史　

上
巻
』
二
八
一
頁
、
昭
和
六
〇（
一
九
八
五
）

年
。
な
お
、中
野
光
夫
「
ド
イ
ツ
軍
捕
虜
に
よ
る
サ
ッ
カ
ー
の
指
導
」（
広
島
美
奈
美
国
風
土
記
、

N
o.11,

平
成
二
三
（
二
〇
一
一
）
年
三
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(7)　

俘
虜
の
中
で
最
高
月
俸
は
元
総
督
の
マ
イ
ヤ
ー=

ヴ
ァ
ル
デ
ッ
ク
海
軍
大
佐
の
二
八
〇
円
だ
った
。

陸
軍
中
佐
一
八
三
円
、
陸
軍
大
尉
五
〇
円
、
陸
軍
少
尉
四
〇
円
、
下
士
以
下
は
日
給
三
〇
銭
だ
っ

た
。
二
等
兵
扱
い
で
あ
っ
た
ユ
ー
ハ
イ
ム
の
場
合
は
、
月
給
換
算
で
九
円
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
当
時

の
二
〇
〇
円
は
今
日
の
約
一
六
〇
万
円
（
約
八
〇
〇
〇
倍
）
に
相
当
す
る
。
な
お
、
当
時
の
為
替

レ
ー
ト
で
一
円
は
約
二
マ
ル
ク
、
一
ド
ル
は
約
二
円
、
一
ポ
ン
ド
は
約
十
円
で
あ
っ
た
。

(8)　

福
島
安
正
（
一
八
五
二
〜
一
九
一
九
）
は
陸
軍
き
っ
て
の
情
報
将
校
で
、
中
尉
か
ら
少
将
ま
で
の

三
〇
年
間
を
情
報
関
係
一
筋
で
通
し
た
。
明
治
二
〇
年
陸
軍
少
佐
の
時
駐
在
武
官
と
し
て
ベ
ル
リ

ン
に
赴
任
、
帰
国
の
際
に
シ
ベ
リ
ア
を
単
騎
横
断
し
て
勇
名
を
馳
せ
た
。
北
清
事
変
で
は
大
沽
城

塞
攻
撃
の
混
成
大
隊
司
令
官
を
務
め
た
。明
治
四
〇
年
男
爵
と
な
り
、大
正
二
年
陸
軍
大
将
に
な
っ

た
。
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
八
月
一
日
、
青
島
に
マ
イ
ヤ
ー
＝
ヴ
ァ
ル
デ
ッ
ク
膠
州
総
督
を
訪

問
し
た
。

(9)　

神
尾
光
臣
（
一
八
五
五
〜
一
九
二
七
）
は
陸
軍
内
で
三
本
指
に
入
る
中
国
通
と
言
わ
れ
た
。
日
独

戦
争
時
は
陸
軍
中
将
で
、
青
島
攻
囲
軍
司
令
官
と
な
る
。
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
十
二
月
十
八

日
青
島
か
ら
東
京
駅
に
凱
旋
し
た
。
そ
の
日
は
ち
ょ
う
ど
東
京
駅
開
業
式
の
日
で
あ
っ
た
。
大
正

四
（
一
九
一
五
）
年
六
月
二
四
日
大
将
に
昇
任
し
、
七
月
十
四
日
男
爵
に
叙
せ
ら
れ
た
。
な
お
、

次
女
安
子
は
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
三
月
に
小
説
家
の
有
島
武
郎
に
嫁
ぎ
息
子
三
人
を
も
う

け
た
。
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第
一
次
大
戦
時
に
ド
イ
ツ
兵
俘
虜
を
収
容
し
た
似
島
俘
虜
収
容
所
は
、
広
島
港
か
ら
南
西

に
約
八
キ
ロ
の
広
島
湾
に
浮
か
ぶ
似
島
に
あ
っ
た
。
似
島
は
周
囲
約
十
四
キ
ロ
の
小
さ
な
島

で
、
標
高
二
七
八
メ
ー
ト
ル
の
安
芸
小
富
士
（
あ
き
の
こ
ふ
じ
）
と
呼
ば
れ
る
、
富
士
山
に

似
た
山
が
あ
る
こ
と
か
ら
平
地
面
積
は
少
な
い
（
図
１
参
照
）。
島
の
西
側
の
家
下
（
や
じ
た
）

地
区
に
は
古
く
か
ら
島
民
が
住
ん
で
い
た
が
、
東
側
の
平
地
は
ご
く
僅
か
で
あ
る
。
今
日
は

社
会
福
祉
法
人
の
似
島
学
園
、
似
島
臨
海
少
年
自
然
の
家
と
平
和
養
老
館
、
そ
し
て
似
島
小

中
学
校
の
あ
る
三
ヶ
所
ほ
ど
で
あ
る
。
第
一
次
大
戦
時
に
ド
イ
ツ
兵
俘
虜
収
容
所
が
あ
っ
た

場
所
に
は
、
現
在
似
島
臨
海
少
年
自
然
の
家
と
平
和
養
老
館
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

似
島
俘
虜
収
容
所
は
、
大
阪
俘
虜
収
容
所

の
閉
鎖
に
と
も
な
っ
て
五
四
八
名

(1)

の
俘
虜

を
大
阪
か
ら
移
送
し
て
、
大
正
六
（
一
九
一

七
）
年
二
月
十
九
日
か
ら
大
正
九
（
一
九
二

〇
）
年
四
月
一
日
ま
で
の
約
三
年
間
開
設
さ

れ
た
。
所
長
に
は
大
阪
俘
虜
収
容
所
長
の
菅

沼
来
中
佐
が
引
き
続
い
て
就
任
し
、
収
容
所

の
閉
鎖
ま
で
そ
の
任
に
あ
っ
た
。
収
容
所
の

敷
地
の
総
面
積
は
約
四
八
五
〇
坪
（
約
一
六

〇
〇
〇
平
米
）
だ
っ
た
。
敷
地
に
は
二
面
の

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と
運
動
場
が
設
け
ら
れ
、
ま

た
四
棟
の
兵
卒
用
バ
ラ
ッ
ク
、
准
士
官
・
下

士
官
用
、
将
校
用
各
一
棟
が
あ
り
、
そ
の
他

管
理
棟
、
診
療
所
、
厨
房
、
パ
ン
工
場
、

酒
保
、
浴
場
、
洗
面
所
が
あ
っ
た
（
図

２
参
照
）。

似
島
に
収
容
所
が
設
置
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
遠
因
は
日
清
戦
争
に
発
す
る
。

中
国
大
陸
や
朝
鮮
半
島
か
ら
の
帰
還
兵

が
持
ち
込
む
病
原
菌
を
防
ぐ
た
め
に
明

治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
六
月
、
似
島

に
臨
時
陸
軍
免
疫
所
（
後
に
名
称
は
検

疫
所
と
な
る
）
が
、
今
日
は
似
島
学
園

の
あ
る
場
所
に
設
置
さ
れ
た
。
更
に
日

露
戦
争
時
代
に
は
陸
軍
第
二
検
疫
所
が

設
置
さ
れ
た
。
日
露
戦
争
は
日
清
戦
争
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
の
傷
病
兵
が
出
現
し
た
。

ま
た
ロ
シ
ア
兵
俘
虜
も
約
八
万
人
に
及
び
、
第
一
検
疫
所
は
臨
時
的
な
俘
虜
収
容
所
に
当
て

ら
れ
た
。
大
陸
か
ら
引
き
揚
げ
て
き
た
兵
士
は
、
新
た
に
設
置
さ
れ
た
第
二
検
疫
所
で
消
毒

を
受
け
て
、
そ
れ
か
ら
宇
品
港
に
上
陸
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
第
二
検
疫
所
が
後
に
ド
イ
ツ

兵
俘
虜
収
容
所
に
な
っ
た
。
似
島
検
疫
所
は
日
清
戦
争
、
日
露
戦
争
、
北
清
事
変
（
義
和
団

の
乱
）、
第
一
次
大
戦
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
、
山
東
出
兵
、
満
州
事
変
か
ら
日
中
戦
争
、
太
平
洋

戦
争
と
、
実
は
近
代
日
本
の
全
て
の
戦
争
に
か
か
わ
っ
た
場
所
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
軍
都
広

島
を
擁
す
る
広
島
湾
に
あ
っ
た
こ
と
が
大
き
く
関
係
し
て
い
る
。
日
清
戦
争
時
に
は
広
島
城

跡
に
大
本
営
が
置
か
れ
た
が
、
更
に
似
島
の
す
ぐ
近
く
に
は
海
軍
兵
学
校
を
擁
す
る
江
田
島

が
あ
り
、
ま
た
呉
の
軍
港
も
遠
く
は
な
か
っ
た
。

日
独
戦
争
は
一
ヶ
月
半
で
終
わ
っ
た
が
、
そ
の
結
果
、
四
七
〇
〇
名
近
い
ド
イ
ツ
人
将
兵

（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
将
兵
を
含
む
）
が
日
本
各
地
十
二
ヶ
所
の
収
容
所
に
収
容
さ
れ
た
。
し
か
し
、

欧
州
で
は
戦
争
が
一
向
に
終
わ
る
気
配
が
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
各
地
に
分
散
し
て
い
た
収
容

所
を
整
理
、統
合
す
る
こ
と
に
な
り
、習
志
野
、名
古
屋
、青
野
原
、似
島
、板
東
、久
留
米
の
六
ヶ

所
に
集
約
さ
れ
た
。
似
島
俘
虜
収
容
所
が
他
の
収
容
所
と
異
な
る
最
も
大
き
な
点
は
、
島
に

設
け
ら
れ
た
収
容
所
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
似
島
俘
虜
収
容
所
は
整
理
統
合
後
の
六
収
容
所

の
中
で
最
も
情
報
量
が
少
な
く
、
実
態
が
余
り
分
か
っ
て
い
な
い
の
は
そ
こ
に
起
因
す
る
と

も
言
え
る
。
先
に
触
れ
た
よ
う
に
周
辺
部
に
は
海
軍
の
要
衝
地
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
板

塀
で
海
へ
の
視
界
が
遮
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
脱
走
事
件
が
起
こ
っ
た
た
め
に
、

収
容
所
内
の
規
律
、
統
制
は
厳
し
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

整
理
統
合
後
の
各
地
の
収
容
所
で
は
、
や
が
て
各
種
の
展
覧
会
や
音
楽
会
、
ス
ポ
ー
ツ
大

会
が
開
か
れ
た
。
似
島
収
容
所
で
の
各
種
行
事
等
に
つ
い
て
記
し
て
み
る
。(2)

【
講
習
会
】

収
容
俘
虜
の
七
三
パ
ー
セ
ン
ト
が
何
ら
か
の
講
習
会
に
参
加
し
た
。
四
六
名
の
講
師

陣
に
よ
る
四
七
の
コ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、
各
コ
ー
ス
に
は
平
均
三
〇
名
か
ら
五
〇
名
の

受
講
者
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
講
習
会
の
種
類
は
、
ド
イ
ツ
語
、
日
本
語
、
英
語
、

フ
ラ
ン
ス
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
ロ
シ
ア
語
、
中
国
語
、
数
学
、
機
械
工
学
、
建
設
工
学
、

電
気
学
、
経
済
学
、
法
学
、
歴
史
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
等
で
あ
る
。

【
演
劇
活
動
】

大
阪
収
容
所
時
代
か
ら
始
ま
り
、
夏
季
に
は
野
外
公
演
を
六
回
、
収
容
所
内
に
設
備

が
で
き
る
と
一
気
に
活
発
化
し
て
、
上
演
作
品
は
二
〇
本
以
上
に
達
し
た
。
チ
ェ
ー
ホ

フ
の
『
熊
』
や
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ト
ー
マ
の
『
一
等
車
』
な
ど
が
上
演
さ
れ
た
。
バ
イ

エ
ル
ン
方
言
を
用
い
た
ト
ー
マ
の
作

品
は
各
地
の
収
容
所
で
上
演
さ
れ
て

い
る
。
当
時
は
人
気
が
あ
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

【
新
聞
の
発
行
】

大
阪
収
容
所
時
代
の
大
正
五
（
一

九
一
六
）
年
六
月
か
ら
発
行
さ
れ
た

も
の
を
引
き
継
い
で
、
日
刊
紙
「
似

島
収
容
所
新
聞
」（Zeitung des 

Lagers N
inoshim

a

）
が
発
行
さ

れ
た
が
、
残
念
な
が
ら
今
日
そ
の
詳

細
は
分
か
っ
て
い
な
い
。「
似
島
独

逸
俘
虜
技
術
工
芸
品
展
覧
会
目
録
」

（
図
３
参
照
）
の
記
す
と
こ
ろ
に
よ

れ
ば
、
当
初
は
主
と
し
て
日
本
の

新
聞
記
事
を
ド
イ
ツ
語
に
訳
し
た

も
の
が
多
か
っ
た
が
、
後
に
収
容

所
内
の
出
来
事
を
記
す
記
事
も
掲

載
さ
れ
た
。

【
俘
虜
技
術
工
芸
品
展
覧
会
】

大
正
八(

一
九
一
九
）
年
三
月

四
日
か
ら
十
三
日
ま
で
広
島
県
物

産
陳
列
館
、(3)

今
日
は
「
原
爆
ド
ー

ム
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
建
物
で
上

記
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
。「
似
島

独
逸
俘
虜
技
術
工
芸
品
展
覧
会
目

録
」
に
は
、
俘
虜
た
ち
に
よ
る
出

品
作
品
が
記
さ
れ
て
い
る
。
出
品

内
容
は
、
写
真
、
油
絵
、
水
彩
画
、

ペ
ン
画
、
額
縁
、
チ
ェ
ス
盤
、
軍

艦
や
漁
船
の
模
型
、
似
島
収
容
所

の
模
型
、
火
鉢
、
靴
、
蒸
気
機
関

車
や
蒸
気
船
の
模
型
、蹄
鉄
、大
砲
、

文
鎮
、昆
虫
の
標
本
、鳥
篭
、鉱
物
・

岩
石
の
標
本
、
ス
リ
ッ
パ
、
幾
何

学
の
ノ
ー
ト
、
家
の
設
計
図
、
マ
ッ

チ
棒
に
よ
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
チ
ェ
ロ
、
各
種
革
製
品
、
各
種
編
み
物
、
薬
品
の
調
合
剤
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
、
晴
雨
自
動
計
測
器
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
展
覧
会
の
様

子
は
新
聞
で
連
日
に
亘
っ
て
詳
細
に
報
道
さ
れ
、
九
日
間
で
の
入
場
者
は
一
六
万
三
四

四
七
人
だ
っ
た
。
因
み
に
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
当
時
の
広
島
市
の
人
口
は
約
三
〇

万
人
だ
っ
た
。
な
お
、
会
場
に
は
食
堂
も
設
置
さ
れ
、
ま
た
ハ
ム
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
類
の

販
売
や
、
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
の
実
演
販
売
も
行
わ
れ
、
出
品
作
品
の
即
売
会
も
あ
っ
た
。

【
芸
術
活
動
】

大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
五
月
十
八
日
に
は
、
広
島
高
等
師
範
学
校
講
堂
で
俘
虜
に

よ
る
音
楽
会
が
開
催
さ
れ
た
。
当
初

は
四
月
二
七
日
行
わ
れ
る
筈
が
、
事

情
で
延
期
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
四

月
二
三
日
付
の
『
中
国
新
聞
』
の
予

告
記
事
に
よ
る
と
、
演
奏
曲
目
と
し

て
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
歌
劇
『
魔
笛
』

序
曲
も
見
ら
れ
る
が
、「
ロ
ー
レ
ラ
イ
」

や
「
菩
提
樹
」
等
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な

も
の
が
中
心
だ
っ
た
。

整
理
統
合
後
の
久
留
米
、
名
古
屋
、

板
東
の
各
収
容
所
で
も
解
放
間
際
に

は
収
容
所
の
外
で
の
演
奏
会
が
開
催

さ
れ
た
が
、
似
島
俘
虜
収
容
所
の
場

合
の
よ
う
に
、
一
般
聴
衆
も
自
由
に

入
場
が
許
さ
れ
た
音
楽
会
は
極
め
て

珍
し
か
っ
た
。
し
か
も
『
中
国
新
聞
』
紙
上
で
三
日
間
に
亘
っ
て
、
演
奏
内
容
が
詳
細

に
報
じ
ら
れ
た
こ
と
は
他
の
収
容
所
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
事
例
で
あ
る
。
な
お
図
６

は
、
そ
の
演
奏
会
前
後
に
高
等
師
範
学
校
玄
関
脇
で
撮
影
さ
れ
た
演
奏
者
等
の
集
合
写

真
で
あ
る
。

【
ス
ポ
ー
ツ
活
動
】

収
容
所
内
で
は
日
常
的
に
、
サ
ッ
カ
ー
や
テ
ニ
ス
等
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
が
行
わ
れ
て

い
た
が
、
こ
こ
で
は
特
に
注
目
に
値
す
る
サ
ッ
カ
ー
の
対
外
試
合
に
つ
い
て
触
れ
て
み

る
。大

正
八
（
一
九
一
九
）
年
一
月
二
六
日
、
開
校
ま
も
な
い
広
島
高
等
師
範
学
校
の
運

動
場
で
、
似
島
の
ド
イ
ツ
兵
俘
虜
と
広
島
高
等
師
範
学
校
、
県
師
範
学
校
、
附
属
中
、

一
中
と
の
サ
ッ
カ
ー
交
歓
試
合
が
行
わ
れ
た
。
二
試
合
行
っ
た
結
果
は
、
五
対
〇
、
六

対
〇
で
、
俘
虜
チ
ー
ム
の
圧
勝
で
あ
っ
た
。
図
７
は
そ
の
折
に
撮
影
さ
れ
た
日
独
両
チ
ー

ム
の
記
念
写
真
で
あ
る
。

平
成
十
八
（
二
〇
〇
六
）
年
一
月
二
二
日
、
テ
レ
ビ
新
広
島
制
作
の
「
歴
史
発
掘
ス

ペ
シ
ャ
ル　

ド
イ
ツ
か
ら
の
贈
り
も
の―

奇
跡
の
絆
の
物
語
」
が
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
系
列

に
よ
っ
て
全
国
ネ
ッ
ト
で
放
映
さ

れ
た
が
、
番
組
の
中
で
は
似
島
の

俘
虜
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
が
大
き
く

取
り
上
げ
ら
れ
た
。

【
俘
虜
に
よ
る
労
役
】

労
役
は
各
収
容
所
で
行
わ
れ
て

い
た
が
、
似
島
で
の
労
役
に
つ
い

て
は
現
地
調
査
に
当
た
っ
た
ス
イ

ス
人
医
師
の
次
の
証
言
が
残
さ
れ

て
い
る
。「
似
島
収
容
所
で
の
捕
虜

ら
の
主
た
る
不
満
は
、
い
わ
ゆ
る

「
ロ
ウ
エ
キ（
労
役
）」に
在
り
ま
す
。

（
中
略
）
毎
日
交
代
す
る
労
働
分
遣

隊
を
組
ん
だ
捕
虜
ら
は
、
日
当
四

銭
で
土
砂
を
手
押
し
車
に
乗
せ
、
広
島
市
内
各
地
に
運
ん
で
い
き
ま
す
。
他
の
収
容
所

で
は
「
ロ
ウ
エ
キ
」
は
通
常
き
つ
い
苦
力
労
働
で
は
な
く
、
捕
虜
ら
か
ら
は
、
む
し
ろ

恰
好
の
気
分
転
換
と
し
て
歓
迎
さ
え
さ
れ
て
い
ま
す
」。(4)

こ
の
土
砂
運
搬
作
業
は
広
島

西
練
兵
場
修
繕
と
第
五
師
団
長
官
舎
の
敷
地
整
備
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。(5)

な
お
、
収
容
所
の
近
く
に
一
時
期
製
針
工
場
が
あ
っ
て
、
俘
虜
に
よ
る
労
役
が
行
わ

れ
た
。
し
か
し
そ
の
工
場
は
ほ
ど
な
く
閉
鎖
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。『
中
国
新
聞
』（
大
正

七
（
一
九
一
八
）
年
二
月
七
日
付
）
は
「
俘
虜
傭
役
失
敗　

似
島
工
場
閉
鎖
」
と
題
し

て
次
の
よ
う
に
報
じ
た
。「
広
島
製
針
組
合
に
於
て
斯
業
の
進
歩
を
図
る
為
め
似
島
に
伝

習
工
場
を
設
け
（
中
略
）
俘
虜
二
名
中
一
名
は
全
然
製
針
を
解
せ
ず
他
の
一
名
も
機
械

職
工
に
し
て
僅
か
に
製
針
の
一
部
を
知
れ
る
に
止
ま
り
（
後
略
）」。
解
放
間
際
に
は
広

島
市
内
の
各
種
製
造
所
で
、
労
役
と
い
う
よ
り
は
日
本
人
技
術
者
へ
の
指
導
が
行
わ
れ

た
こ
と
は
、
後
述
す
る
ヴ
ォ
ル
シ
ュ
ケ
の
項
で
記
す
通
り
で
あ
る
。

【
遠
足
】似

島
に
は
安
芸
の
小
富
士
と
い
う
絶
好
の
景
勝
地
が
あ
っ
た
が
、
俘
虜
の
遠
足
等
は

行
わ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
既
に
触
れ
た
よ
う
に
、
海
軍
の
要
衝
地
が
近
く
あ
っ

た
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
解
放
間
近
に
な
っ
た
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
十
一

月
に
、
宮
島
の
厳
島
神
社
へ
の
遠
足
が
行
わ
れ
た
。

俘
虜
収
容
所
の
研
究
は
往
々
に
し
て
、
個
々
の
俘
虜
の
活
動
よ
り
も
管
理
・
運
営
な
ど
、

収
容
所
全
体
に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
俘
虜
た
ち
が
収
容
前
に
ど
の
よ

う
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
の
か
、
収
容
中
は
ど
ん
な
活
動
を
し
た
の
か
、
更
に
解
放
後
の
人

生
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
日
独
文
化
交
流
史
上
の
視
点
か
ら
す
る
と
、
場

合
に
よ
っ
て
は
収
容
所
の
全
体
像
を
記
す
こ
と
よ
り
も
、
ず
っ
と
重
要
な
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
最
後
に
似
島
収
容
所
俘
虜
の
内
か
ら
、
後
に
日
本
と
関
わ
り
を
も
っ
た
、
特
色
に
富

む
と
思
わ
れ
る
五
名
の
俘
虜
を
簡
単
に
紹
介
し
て
、
こ
の
稿
を
閉
じ
る
こ
と
に
す
る
。
な
お
、

俘
虜
の
所
属
・
階
級
は
収
容
時
点
の
も
の
で
あ
る
。

（
一
）
ア
ド
ル
フ
・
ヴ
ァ
ル
デ
マ
ー
ル
・
ア
ー
ペ
ル
（A

dolf W
aldem

ar A
pel

；
一
八
九
〇

〜
？
）；
海
軍
第
二
工
機
団
第
二
中
隊
・
予
備
一
等
焚
火
兵
。
広
島
高
等
師
範
学
校
の

運
動
場
で
の
サ
ッ
カ
ー
交
流
試
合
に
出
場
し
た
と
思
わ
れ
る
。
当
時
附
属
中
の
生
徒

で
サ
ッ
カ
ー
に
出
場
し
た
茂
森
薫
の
次
の
証
言
が
残
さ
れ
て
い
る
。「
ア
ッ
ペ
ル
と
い

う
常
駐
通
訳
官
が
居
た
。（
中
略
）
或
る
日
彼
の
素
性
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
横
浜
で
生

ま
れ
、三
〇
年
前（
大
正
三（
一
九
一
四
）年
）の
第
一
次
欧
州
大
戦
の
と
き
召
集
さ
れ
、

青
島
で
日
本
軍
と
戦
っ
た
が
俘
虜
と
な
り
、
広
島
の
似
島
に
収
容
さ
れ
た
と
い
う
。

そ
し
て
曰
く
、
当
時
最
も
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
コ
ウ
シ
﹇
高
師
﹈
の
グ
ラ
ン
ド
で
や

る
蹴
球
だ
っ
た
と
い
う
。」(6)

大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
十
月
八
日
か
ら
、
労
役
で
広

島
電
気
製
作
所
に
通
っ
た
。
労
役
時
間
は
午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時
三
〇
分
迄
で
、

賃
金
は
日
給
一
円
五
〇
銭
だ
っ
た
。
大
戦
終
結
し
て
解
放
後
は
、
労
役
先
の
広
島
電

気
製
作
所
に
雇
用
さ
れ
た
。

（
二
）
カ
ー
ル
・
ユ
ー
ハ
イ
ム
（K

arl Juchheim

；
一
八
八
九
〜
一
九
四
五
）；
国
民
軍
・
卒
。

明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
、
菓
子
職
人
と
し
て
青
島
で
菓
子
店
と
喫
茶
店
を
営
む

ド
イ
ツ
人
に
雇
わ
れ
て
青
島
に
赴
い
た
。
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
を
得
意
と
し
、
菓
子
職

マ
イ
ス
タ
ー
の
資
格
を
得
る
と
自
身
の
菓
子
店
を
営
ん
だ
。
日
本
が
ド
イ
ツ
に
宣
戦

を
布
告
し
た
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
八
月
二
三
日
の
約
一
ヶ
月
前
に
エ
リ
ー
ゼ
と

結
婚
し
た
。
日
独
戦
争
が
終
結
し
て
十
ヶ
月
ほ
ど
経
っ
た
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年

九
月
二
〇
日
、
国
民
軍
所
属
と
し
て
軍
籍
が
あ
る
と
の
判
断
を
下
さ
れ
て
、
大
阪
俘

虜
収
容
所
に
収
容
さ
れ
た
。
そ
の
一
ヶ
月
半
後
の
十
一
月
四
日
に
息
子
カ
ー
ル
・
フ

ラ
ン
ツ
が
生
ま
れ
た
。
妻
と
息
子
は
、
大
戦
終
結
し
て
ユ
ー
ハ
イ
ム
が
解
放
さ
れ
る

ま
で
青
島
で
暮
ら
し
た
。
俘
虜
技
術
工
芸
品
展
覧
会
で
は
、
オ
ト
マ
ー
や
ヴ
ォ
ル
シ
ュ

ケ
の
励
ま
し
を
受
け
て
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
を
製
造
・
販
売
し
た
（
図
４
参
照
）。
大
戦

終
結
し
て
解
放
後
は
、
明
治
屋
の
菓
子
職
人
と
し
て
月
給
三
五
〇
円

(7)

と
い
う
破
格

の
俸
給
で
迎
え
ら
れ
た
。
や
が
て
ユ
ー
ハ
イ
ム
は
独
立
し
て
横
浜
市
山
下
町
に
菓
子

店
ユ
ー
ハ
イ
ム
を
開
業
し
た
が
、
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
九
月
一
日
に
起
き
た

関
東
大
震
災
で
店
は
倒
壊
し
た
。
そ
の
後
神
戸
市
三
宮
に
移
っ
て
再
出
発
し
た
。
一

人
息
子
の
カ
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ツ
も
菓
子
職
人
と
な
っ
た
が
、
第
二
次
大
戦
に
応
召
し

て
昭
和
二
〇（
一
九
四
五
）
年
五
月
六
日
ウ
ィ
ー
ン
郊
外
で
戦
死
し
た
。
昭
和
二
〇（
一

九
四
五
）
年
六
月
五
日
の
神
戸
空
襲
で
店
は
瓦
解
し
、
ユ
ー
ハ
イ
ム
は
失
意
の
内
に

八
月
十
四
日
六
甲
ホ
テ
ル
で
死
去
し
た
。
戦
後
店
は
再
建
さ
れ
、
妻
エ
リ
ー
ゼ
の
奮

闘
に
よ
っ
て
発
展
し
、
現
在
も
ド
イ
ツ
菓
子
の
老
舗
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
平
成
二
二
（
二
〇
一
〇
）
年
一
月
十
三
日
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ
の
番
組
『
歴

史
秘
話
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
で
、「
焼
け
跡
と
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
〜
あ
る
ド
イ
ツ
人
夫
妻
の

苦
難
と
愛
」
と
題
し
て
カ
ー
ル
・
ユ
ー
ハ
イ
ム
が
採
り
あ
げ
ら
れ
た
。

（
三
）
ハ
ン
ス
・
ク
ロ
パ
チ
ェ
ク
（H

ans W
.K

ropatschek

；
一
八
七
八
〜
一
九
三
五
）；

海
軍
東
ア
ジ
ア
分
遣
隊
参
謀
本
部
・
陸
軍
少
尉
。
父
は
帝
国
議
会
議
員
で
、
母
は
ロ

シ
ア
人
で
あ
っ
た
。
十
九
歳
で
ロ
ス
ト
ッ
ク
の
歩
兵
第
九
〇
連
隊
附
少
尉
に
な
っ
た
。

北
清
事
変
（
義
和
団
の
乱
）
の
際
に
は
ド
イ
ツ
派
遣
軍
の
一
員
と
な
り
、
福
島
安
正

大
佐

(8)
（
当
時
）
の
指
揮
下
で
大
沽
要
塞
の
監
視
任
務
に
就
い
た
。
そ
の
後
ド
イ
ツ
参

謀
本
部
附
と
な
り
、明
治
三
八（
一
九
〇
五
）年
に
ペ
ツ
ェ
ル
少
将
の
長
女
マ
ル
ガ
レ
ー

テ
と
結
婚
し
た
。
ペ
ツ
ェ
ル
少
将
が
清
国
駐
屯
軍
司
令
官
神
尾
光
臣
少
将

(9)
（
当
時
）

と
知
己
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
神
尾
少
将
か
ら
結
婚
祝
い
に
仙
台
箪
笥
を
贈
ら
れ
た
。

結
婚
を
機
に
軍
隊
生
活
を
離
れ
て
、
青
島
の
ハ
ン
ブ
ル
ク
汽
船
会
社
で
従
事
す
る
こ

と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
傍
ら
ロ
シ
ア
副
領
事
館
の
副
領
事
を
務
め
た
。
大
正
三
（
一

九
一
四
）
年
八
月
三
日
に
総
督
府
か
ら
動
員
令
が
発
せ
ら
れ
る
と
、
副
領
事
の
職
を

放
棄
し
て
青
島
ド
イ
ツ
軍
に
参
加
し
た
。
妻
は
娘
と
息
子
の
三
人
で
大
戦
終
結
ま
で

青
島
に
留
ま
っ
た
。
大
戦
終
結
し
て
解
放
後
の
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
三
月
、
妻

子
を
日
本
に
呼
び
寄
せ
て
横
浜
や
神
戸
に
住
ん
だ
。
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
に

ド
イ
ツ
へ
帰
国
し
た
。

（
四
）
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
オ
ト
マ
ー
（H

einrich 
Friedrich W

ilhelm
 O

thm
er

；
一
八
八
二
〜
一
九
三
四
）
海
軍
第
三
大
隊
予
備
榴

弾
砲
兵
隊
・
予
備
陸
軍
少
尉
。
明
治
三
七
（
一
九
〇
四
）
年
に
学
位
を
取
得
し
て
、

明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
末
北
京
に
赴
き
、
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
青
島
の
徳

華
高
等
学
堂
教
授
に
就
任
し
た
。
明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
に
結
婚
し
て
二
人
の

息
子
を
も
う
け
た
。
第
一
次
大
戦
の
勃
発
と
と
も
に
予
備
陸
軍
少
尉
と
し
て
応
召
し
、

青
島
の
陥
落
に
よ
っ
て
大
阪
俘
虜
収
容
所
に
送
ら
れ
た
。
オ
ト
マ
ー
は
収
容
さ
れ
る

や
た
だ
ち
に
専
門
と
す
る
中
国
語
の
研
究
を
続
行
す
る
と
と
も
に
、
学
習
の
手
本
を

示
す
べ
く
日
本
語
の
勉
強
に
打
ち
こ
ん
だ
。
小
学
校
の
国
語
読
本
か
ら
初
め
て
、
平

仮
名
・
片
仮
名
を
覚
え
、
最
後
に
は
『
万
葉
集
』
の
読
解
に
ま
で
及
ん
だ
。
こ
の
こ

と
は
多
く
の
俘
虜
達
に
刺
激
を
与
え
、
次
々
に
講
習
会
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
大
戦
終
結
し
て
解
放
後
は
松
山
高
等
学
校
教
師
と
し
て
招
聘
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。『
中
国
新
聞
』（
大
正
九（
一
九
二
〇
）年
一
月
二
〇
日
付
）に
は
次
の
記
述
が
あ
る
。

「
解
放
さ
れ
た
似
島
の
俘
虜
帰
心
矢
の
如
き
思
ひ
を
西
京
丸
に
乗
せ
て
解
放
さ
れ
た
八

三
名
、一
行
中
の
オ
ー
ト
メ
ル
氏
は
松
山
高
校
講
師
に
内
定（
中
略
）、尚
オ
ー
メ
ル（
マ

マ
）
敎
授
は
一
旦
青
島
に
往
き
家
族
を
纏
め
て
本
年
三
月
末
迄
に
赴
任
す
る
筈
で
あ

る
」。
家
族
を
日
本
へ
迎
え
る
た
め
に
青
島
に
戻
っ
て
み
る
と
、
妻
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
は

重
い
病
に
あ
り
、
看
護
の
た
め
に
松
山
で
の
職
を
辞
退
し
た
。
妻
は
大
正
九
（
一
九

二
〇
）
年
八
月
六
日
に
死
去
し
た
。
オ
ト
マ
ー
は
そ
の
後
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年

ま
で
上
海
の
同
済
大
学
教
授
と
な
っ
た
が
、
や
が
て
病
に
罹
っ
て
ド
イ
ツ
に
帰
国
し

た
。

（
五
）
ヘ
ル
マ
ン
・
ヴ
ォ
ル
シ
ュ
ケ
（H

erm
ann W

olschke

；
一
八
九
三
〜
一
九
六
三
）；

海
軍
膠
州
砲
兵
大
隊
第
二
中
隊
・
二
等
砲
兵
。
応
召
前
は
食
肉
加
工
職
マ
イ
ス
タ
ー

だ
っ
た
。
似
島
時
代
、
食
肉
加
工
職
人
だ
っ
た
ケ
ル
ン
及
び
シ
ュ
ト
ル
の
三
人
で
、

当
時
の
広
島
市
広
瀬
町
上
水
入
町
の
ハ
ム
製
造
会
社
酒
井
商
会
で
ハ
ム
製
造
の
技
術

指
導
を
し
た
。
解
放
間
際
の
三
人
の
写
真
が
『
中
国
新
聞
』（
大
正
八
（
一
九
一
九
）

年
十
二
月
二
五
日
付
）
に
大
き
く
掲
載
さ
れ
た
。
な
お
、
広
島
県
物
産
陳
列
館
で
の

俘
虜
作
品
展
示
即
売
会
に
は
、
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
を
出
品
す
る
よ
う
ユ
ー
ハ
イ
ム
を

励
ま
し
、
自
身
は
ソ
ー
セ
ー
ジ
を
出
品
し
た
（
図
５
参
照
）。
大
戦
終
結
後
は
、
銀
座

に
新
規
開
店
し
た
明
治
屋
経
営
の
「
カ
フ
ェ
ー
・
ユ
ー
ロ
ッ
プ
」
の
ソ
ー
セ
ー
ジ
製

造
主
任
に
な
っ
た
。
昭
和
の
初
め
、
銀
座
に
屋
台
を
出
し
て
日
本
で
初
め
て
ホ
ッ
ト

ド
ッ
グ
を
販
売
し
た
。
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
ベ
ー
ブ
ル
ー
ス

を
含
む
プ
ロ
野
球
チ
ー
ム
が
来
日
し
た
折
に
は
、
甲
子
園
球
場
で
ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
を

販
売
し
た
と
い
わ
れ
る
。
第
二
次
大
戦
中
は
同
盟
国
の
人
間
で
は
あ
っ
た
が
、
長
野

県
野
尻
湖
畔
で
い
わ
ば
幽
閉
生
活
を
送
っ
た
。
後
に
軽
井
沢
に
自
分
の
店「
ヘ
ル
マ
ン
」

を
創
業
し
た
。
昭
和
三
八
（
一
九
六
三
）
年
に
没
し
、
東
京
都
狛
江
市
の
泉
龍
寺
に

埋
葬
さ
れ
た
。
墓
碑
に
は
「
遥
か
な
る
祖
国
ド
イ
ツ
を
誇
り
、
第
二
の
故
郷
日
本
を

愛
し
た
ヘ
ル
マ
ン
・
ヴ
ォ
ル
シ
ュ
ケ
こ
こ
に
眠
る
」
の
銘
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
今
日
、

息
子
の
ヘ
ル
マ
ン
・
ヴ
ォ
ル
シ
ュ
ケ
氏
（
父
親
と
同
名
）
が
神
奈
川
県
厚
木
市
で
「
ヘ

ル
マ
ン
」
を
営
業
し
て
い
る
。

付
記　

本
稿
執
筆
に
際
し
て
は
、
広
島
市
公
文
書
館
か
ら
関
連
資
料
の
提
供
を
受
け
た
。

記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

　
　
　

註

(1)　
『
独
逸
及
墺
洪
国
俘
虜
名
簿
』（
日
本
帝
国
俘
虜
情
報
局
、
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
六
月
改
訂
）

に
よ
る
俘
虜
の
総
数
は
四
七
一
五
名
で
あ
る
が
、
日
本
へ
の
送
還
前
に
青
島
で
死
亡
し
た
俘
虜
も

い
た
。
日
本
の
収
容
所
に
収
容
さ
れ
た
俘
虜
は
四
六
九
七
名
で
あ
っ
た
。

(2)　

宮
崎
佳
都
夫
執
筆『
似
島
の
口
伝
と
史
実
』（
似
島
連
合
町
内
会
郷
土
史
編
纂
委
員
会
、平
成
十（
一

九
九
八
）
年
十
二
月
）
を
参
考
に
し
た
。

(3)　

広
島
県
物
産
陳
列
館
は
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
八
月
五
日
に
開
館
し
た
。
設
計
者
の
チ
ェ
コ

人
ヤ
ン
・
レ
ツ
ェ
ル
（Jan Letzel,

一
八
八
〇
〜
一
九
二
五
）
は
、
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年

に
東
京
で
建
築
事
務
所
を
経
営
し
て
い
た
ド
イ
ツ
人
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
（G

eorg de  Lalande,

一

八
七
二
〜
一
九
一
四
；
朝
鮮
総
督
府
庁
舎
や
神
戸
・
北
野
の
「
風
見
鶏
の
家
」
の
設
計
者
）
の
招

き
で
来
日
し
、
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
に
東
京
・
京
橋
に
自
身
の
設
計
事
務
所
を
開
設
し
た
。

広
島
県
物
産
陳
列
館
は
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
に
広
島
県
商
品
陳
列
所
と
改
称
さ
れ
、
さ
ら

に
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
に
は
広
島
県
産
業
奨
励
館
と
改
称
さ
れ
た
。
な
お
、
広
島
県
物
産
陳

列
館
に
関
し
て
は
『
廣
島
か
ら
広
島―

ド
ー
ム
が
見
つ
め
続
け
た
街
展
』（
広
島
県
立
美
術
館
、

平
成
二
二
（
二
〇
一
〇
）
年
八
月
）
を
、
ま
た
ヤ
ン
・
レ
ツ
ェ
ル
に
つ
い
て
は
、
菊
楽
忍
「
ヤ
ン
・

レ
ツ
ル
再
考―

書
簡
集
か
ら
建
築
活
動
を
た
ど
る
」（『
広
島
市
公
文
書
館
紀
要
』
第
二
五
号
、
二

〇
一
二
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(4)　

大
川
四
郎
編
訳
『
欧
米
人
捕
虜
と
赤
十
字
活
動　

パ
ラ
ヴ
ィ
チ
ー
ニ
博
士
の
復
権
』
二
〇
五
〜

二
〇
六
頁
、
論
創
社
、
二
〇
〇
六
年
。

(5)　
『
欧
受
大
日
記
』（
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
十
月
、
防
衛
省
防
衛
研
究
所
図
書
館
所
蔵
）。
を
参

照
さ
れ
た
い
。

(6)　
『
広
島
大
学
附
属
中
・
高
等
学
校
創
立
八
十
年
史　

上
巻
』
二
八
一
頁
、
昭
和
六
〇（
一
九
八
五
）

年
。
な
お
、中
野
光
夫
「
ド
イ
ツ
軍
捕
虜
に
よ
る
サ
ッ
カ
ー
の
指
導
」（
広
島
美
奈
美
国
風
土
記
、

N
o.11,

平
成
二
三
（
二
〇
一
一
）
年
三
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(7)　

俘
虜
の
中
で
最
高
月
俸
は
元
総
督
の
マ
イ
ヤ
ー=

ヴ
ァ
ル
デ
ッ
ク
海
軍
大
佐
の
二
八
〇
円
だ
った
。

陸
軍
中
佐
一
八
三
円
、
陸
軍
大
尉
五
〇
円
、
陸
軍
少
尉
四
〇
円
、
下
士
以
下
は
日
給
三
〇
銭
だ
っ

た
。
二
等
兵
扱
い
で
あ
っ
た
ユ
ー
ハ
イ
ム
の
場
合
は
、
月
給
換
算
で
九
円
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
当
時

の
二
〇
〇
円
は
今
日
の
約
一
六
〇
万
円
（
約
八
〇
〇
〇
倍
）
に
相
当
す
る
。
な
お
、
当
時
の
為
替

レ
ー
ト
で
一
円
は
約
二
マ
ル
ク
、
一
ド
ル
は
約
二
円
、
一
ポ
ン
ド
は
約
十
円
で
あ
っ
た
。

(8)　

福
島
安
正
（
一
八
五
二
〜
一
九
一
九
）
は
陸
軍
き
っ
て
の
情
報
将
校
で
、
中
尉
か
ら
少
将
ま
で
の

三
〇
年
間
を
情
報
関
係
一
筋
で
通
し
た
。
明
治
二
〇
年
陸
軍
少
佐
の
時
駐
在
武
官
と
し
て
ベ
ル
リ

ン
に
赴
任
、
帰
国
の
際
に
シ
ベ
リ
ア
を
単
騎
横
断
し
て
勇
名
を
馳
せ
た
。
北
清
事
変
で
は
大
沽
城

塞
攻
撃
の
混
成
大
隊
司
令
官
を
務
め
た
。明
治
四
〇
年
男
爵
と
な
り
、大
正
二
年
陸
軍
大
将
に
な
っ

た
。
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
八
月
一
日
、
青
島
に
マ
イ
ヤ
ー
＝
ヴ
ァ
ル
デ
ッ
ク
膠
州
総
督
を
訪

問
し
た
。

(9)　

神
尾
光
臣
（
一
八
五
五
〜
一
九
二
七
）
は
陸
軍
内
で
三
本
指
に
入
る
中
国
通
と
言
わ
れ
た
。
日
独

戦
争
時
は
陸
軍
中
将
で
、
青
島
攻
囲
軍
司
令
官
と
な
る
。
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
十
二
月
十
八

日
青
島
か
ら
東
京
駅
に
凱
旋
し
た
。
そ
の
日
は
ち
ょ
う
ど
東
京
駅
開
業
式
の
日
で
あ
っ
た
。
大
正

四
（
一
九
一
五
）
年
六
月
二
四
日
大
将
に
昇
任
し
、
七
月
十
四
日
男
爵
に
叙
せ
ら
れ
た
。
な
お
、

次
女
安
子
は
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
三
月
に
小
説
家
の
有
島
武
郎
に
嫁
ぎ
息
子
三
人
を
も
う

け
た
。

- 13 -



第
一
次
大
戦
時
に
ド
イ
ツ
兵
俘
虜
を
収
容
し
た
似
島
俘
虜
収
容
所
は
、
広
島
港
か
ら
南
西

に
約
八
キ
ロ
の
広
島
湾
に
浮
か
ぶ
似
島
に
あ
っ
た
。
似
島
は
周
囲
約
十
四
キ
ロ
の
小
さ
な
島

で
、
標
高
二
七
八
メ
ー
ト
ル
の
安
芸
小
富
士
（
あ
き
の
こ
ふ
じ
）
と
呼
ば
れ
る
、
富
士
山
に

似
た
山
が
あ
る
こ
と
か
ら
平
地
面
積
は
少
な
い
（
図
１
参
照
）。
島
の
西
側
の
家
下
（
や
じ
た
）

地
区
に
は
古
く
か
ら
島
民
が
住
ん
で
い
た
が
、
東
側
の
平
地
は
ご
く
僅
か
で
あ
る
。
今
日
は

社
会
福
祉
法
人
の
似
島
学
園
、
似
島
臨
海
少
年
自
然
の
家
と
平
和
養
老
館
、
そ
し
て
似
島
小

中
学
校
の
あ
る
三
ヶ
所
ほ
ど
で
あ
る
。
第
一
次
大
戦
時
に
ド
イ
ツ
兵
俘
虜
収
容
所
が
あ
っ
た

場
所
に
は
、
現
在
似
島
臨
海
少
年
自
然
の
家
と
平
和
養
老
館
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

似
島
俘
虜
収
容
所
は
、
大
阪
俘
虜
収
容
所

の
閉
鎖
に
と
も
な
っ
て
五
四
八
名

(1)

の
俘
虜

を
大
阪
か
ら
移
送
し
て
、
大
正
六
（
一
九
一

七
）
年
二
月
十
九
日
か
ら
大
正
九
（
一
九
二

〇
）
年
四
月
一
日
ま
で
の
約
三
年
間
開
設
さ

れ
た
。
所
長
に
は
大
阪
俘
虜
収
容
所
長
の
菅

沼
来
中
佐
が
引
き
続
い
て
就
任
し
、
収
容
所

の
閉
鎖
ま
で
そ
の
任
に
あ
っ
た
。
収
容
所
の

敷
地
の
総
面
積
は
約
四
八
五
〇
坪
（
約
一
六

〇
〇
〇
平
米
）
だ
っ
た
。
敷
地
に
は
二
面
の

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と
運
動
場
が
設
け
ら
れ
、
ま

た
四
棟
の
兵
卒
用
バ
ラ
ッ
ク
、
准
士
官
・
下

士
官
用
、
将
校
用
各
一
棟
が
あ
り
、
そ
の
他

管
理
棟
、
診
療
所
、
厨
房
、
パ
ン
工
場
、

酒
保
、
浴
場
、
洗
面
所
が
あ
っ
た
（
図

２
参
照
）。

似
島
に
収
容
所
が
設
置
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
遠
因
は
日
清
戦
争
に
発
す
る
。

中
国
大
陸
や
朝
鮮
半
島
か
ら
の
帰
還
兵

が
持
ち
込
む
病
原
菌
を
防
ぐ
た
め
に
明

治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
六
月
、
似
島

に
臨
時
陸
軍
免
疫
所
（
後
に
名
称
は
検

疫
所
と
な
る
）
が
、
今
日
は
似
島
学
園

の
あ
る
場
所
に
設
置
さ
れ
た
。
更
に
日

露
戦
争
時
代
に
は
陸
軍
第
二
検
疫
所
が

設
置
さ
れ
た
。
日
露
戦
争
は
日
清
戦
争
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
の
傷
病
兵
が
出
現
し
た
。

ま
た
ロ
シ
ア
兵
俘
虜
も
約
八
万
人
に
及
び
、
第
一
検
疫
所
は
臨
時
的
な
俘
虜
収
容
所
に
当
て

ら
れ
た
。
大
陸
か
ら
引
き
揚
げ
て
き
た
兵
士
は
、
新
た
に
設
置
さ
れ
た
第
二
検
疫
所
で
消
毒

を
受
け
て
、
そ
れ
か
ら
宇
品
港
に
上
陸
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
第
二
検
疫
所
が
後
に
ド
イ
ツ

兵
俘
虜
収
容
所
に
な
っ
た
。
似
島
検
疫
所
は
日
清
戦
争
、
日
露
戦
争
、
北
清
事
変
（
義
和
団

の
乱
）、
第
一
次
大
戦
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
、
山
東
出
兵
、
満
州
事
変
か
ら
日
中
戦
争
、
太
平
洋

戦
争
と
、
実
は
近
代
日
本
の
全
て
の
戦
争
に
か
か
わ
っ
た
場
所
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
軍
都
広

島
を
擁
す
る
広
島
湾
に
あ
っ
た
こ
と
が
大
き
く
関
係
し
て
い
る
。
日
清
戦
争
時
に
は
広
島
城

跡
に
大
本
営
が
置
か
れ
た
が
、
更
に
似
島
の
す
ぐ
近
く
に
は
海
軍
兵
学
校
を
擁
す
る
江
田
島

が
あ
り
、
ま
た
呉
の
軍
港
も
遠
く
は
な
か
っ
た
。

日
独
戦
争
は
一
ヶ
月
半
で
終
わ
っ
た
が
、
そ
の
結
果
、
四
七
〇
〇
名
近
い
ド
イ
ツ
人
将
兵

（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
将
兵
を
含
む
）
が
日
本
各
地
十
二
ヶ
所
の
収
容
所
に
収
容
さ
れ
た
。
し
か
し
、

欧
州
で
は
戦
争
が
一
向
に
終
わ
る
気
配
が
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
各
地
に
分
散
し
て
い
た
収
容

所
を
整
理
、統
合
す
る
こ
と
に
な
り
、習
志
野
、名
古
屋
、青
野
原
、似
島
、板
東
、久
留
米
の
六
ヶ

所
に
集
約
さ
れ
た
。
似
島
俘
虜
収
容
所
が
他
の
収
容
所
と
異
な
る
最
も
大
き
な
点
は
、
島
に

設
け
ら
れ
た
収
容
所
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
似
島
俘
虜
収
容
所
は
整
理
統
合
後
の
六
収
容
所

の
中
で
最
も
情
報
量
が
少
な
く
、
実
態
が
余
り
分
か
っ
て
い
な
い
の
は
そ
こ
に
起
因
す
る
と

も
言
え
る
。
先
に
触
れ
た
よ
う
に
周
辺
部
に
は
海
軍
の
要
衝
地
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
板

塀
で
海
へ
の
視
界
が
遮
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
脱
走
事
件
が
起
こ
っ
た
た
め
に
、

収
容
所
内
の
規
律
、
統
制
は
厳
し
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

整
理
統
合
後
の
各
地
の
収
容
所
で
は
、
や
が
て
各
種
の
展
覧
会
や
音
楽
会
、
ス
ポ
ー
ツ
大

会
が
開
か
れ
た
。
似
島
収
容
所
で
の
各
種
行
事
等
に
つ
い
て
記
し
て
み
る
。(2)

【
講
習
会
】

収
容
俘
虜
の
七
三
パ
ー
セ
ン
ト
が
何
ら
か
の
講
習
会
に
参
加
し
た
。
四
六
名
の
講
師

陣
に
よ
る
四
七
の
コ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、
各
コ
ー
ス
に
は
平
均
三
〇
名
か
ら
五
〇
名
の

受
講
者
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
講
習
会
の
種
類
は
、
ド
イ
ツ
語
、
日
本
語
、
英
語
、

フ
ラ
ン
ス
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
ロ
シ
ア
語
、
中
国
語
、
数
学
、
機
械
工
学
、
建
設
工
学
、

電
気
学
、
経
済
学
、
法
学
、
歴
史
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
等
で
あ
る
。

【
演
劇
活
動
】

大
阪
収
容
所
時
代
か
ら
始
ま
り
、
夏
季
に
は
野
外
公
演
を
六
回
、
収
容
所
内
に
設
備

が
で
き
る
と
一
気
に
活
発
化
し
て
、
上
演
作
品
は
二
〇
本
以
上
に
達
し
た
。
チ
ェ
ー
ホ

フ
の
『
熊
』
や
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ト
ー
マ
の
『
一
等
車
』
な
ど
が
上
演
さ
れ
た
。
バ
イ

エ
ル
ン
方
言
を
用
い
た
ト
ー
マ
の
作

品
は
各
地
の
収
容
所
で
上
演
さ
れ
て

い
る
。
当
時
は
人
気
が
あ
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

【
新
聞
の
発
行
】

大
阪
収
容
所
時
代
の
大
正
五
（
一

九
一
六
）
年
六
月
か
ら
発
行
さ
れ
た

も
の
を
引
き
継
い
で
、
日
刊
紙
「
似

島
収
容
所
新
聞
」（Zeitung des 

Lagers N
inoshim

a

）
が
発
行
さ

れ
た
が
、
残
念
な
が
ら
今
日
そ
の
詳

細
は
分
か
っ
て
い
な
い
。「
似
島
独

逸
俘
虜
技
術
工
芸
品
展
覧
会
目
録
」

（
図
３
参
照
）
の
記
す
と
こ
ろ
に
よ

れ
ば
、
当
初
は
主
と
し
て
日
本
の

新
聞
記
事
を
ド
イ
ツ
語
に
訳
し
た

も
の
が
多
か
っ
た
が
、
後
に
収
容

所
内
の
出
来
事
を
記
す
記
事
も
掲

載
さ
れ
た
。

【
俘
虜
技
術
工
芸
品
展
覧
会
】

大
正
八(

一
九
一
九
）
年
三
月

四
日
か
ら
十
三
日
ま
で
広
島
県
物

産
陳
列
館
、(3)

今
日
は
「
原
爆
ド
ー

ム
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
建
物
で
上

記
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
。「
似
島

独
逸
俘
虜
技
術
工
芸
品
展
覧
会
目

録
」
に
は
、
俘
虜
た
ち
に
よ
る
出

品
作
品
が
記
さ
れ
て
い
る
。
出
品

内
容
は
、
写
真
、
油
絵
、
水
彩
画
、

ペ
ン
画
、
額
縁
、
チ
ェ
ス
盤
、
軍

艦
や
漁
船
の
模
型
、
似
島
収
容
所

の
模
型
、
火
鉢
、
靴
、
蒸
気
機
関

車
や
蒸
気
船
の
模
型
、蹄
鉄
、大
砲
、

文
鎮
、昆
虫
の
標
本
、鳥
篭
、鉱
物
・

岩
石
の
標
本
、
ス
リ
ッ
パ
、
幾
何

学
の
ノ
ー
ト
、
家
の
設
計
図
、
マ
ッ

チ
棒
に
よ
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
チ
ェ
ロ
、
各
種
革
製
品
、
各
種
編
み
物
、
薬
品
の
調
合
剤
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
、
晴
雨
自
動
計
測
器
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
展
覧
会
の
様

子
は
新
聞
で
連
日
に
亘
っ
て
詳
細
に
報
道
さ
れ
、
九
日
間
で
の
入
場
者
は
一
六
万
三
四

四
七
人
だ
っ
た
。
因
み
に
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
当
時
の
広
島
市
の
人
口
は
約
三
〇

万
人
だ
っ
た
。
な
お
、
会
場
に
は
食
堂
も
設
置
さ
れ
、
ま
た
ハ
ム
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
類
の

販
売
や
、
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
の
実
演
販
売
も
行
わ
れ
、
出
品
作
品
の
即
売
会
も
あ
っ
た
。

【
芸
術
活
動
】

大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
五
月
十
八
日
に
は
、
広
島
高
等
師
範
学
校
講
堂
で
俘
虜
に

よ
る
音
楽
会
が
開
催
さ
れ
た
。
当
初

は
四
月
二
七
日
行
わ
れ
る
筈
が
、
事

情
で
延
期
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
四

月
二
三
日
付
の
『
中
国
新
聞
』
の
予

告
記
事
に
よ
る
と
、
演
奏
曲
目
と
し

て
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
歌
劇
『
魔
笛
』

序
曲
も
見
ら
れ
る
が
、「
ロ
ー
レ
ラ
イ
」

や
「
菩
提
樹
」
等
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な

も
の
が
中
心
だ
っ
た
。

整
理
統
合
後
の
久
留
米
、
名
古
屋
、

板
東
の
各
収
容
所
で
も
解
放
間
際
に

は
収
容
所
の
外
で
の
演
奏
会
が
開
催

さ
れ
た
が
、
似
島
俘
虜
収
容
所
の
場

合
の
よ
う
に
、
一
般
聴
衆
も
自
由
に

入
場
が
許
さ
れ
た
音
楽
会
は
極
め
て

珍
し
か
っ
た
。
し
か
も
『
中
国
新
聞
』
紙
上
で
三
日
間
に
亘
っ
て
、
演
奏
内
容
が
詳
細

に
報
じ
ら
れ
た
こ
と
は
他
の
収
容
所
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
事
例
で
あ
る
。
な
お
図
６

は
、
そ
の
演
奏
会
前
後
に
高
等
師
範
学
校
玄
関
脇
で
撮
影
さ
れ
た
演
奏
者
等
の
集
合
写

真
で
あ
る
。

【
ス
ポ
ー
ツ
活
動
】

収
容
所
内
で
は
日
常
的
に
、
サ
ッ
カ
ー
や
テ
ニ
ス
等
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
が
行
わ
れ
て

い
た
が
、
こ
こ
で
は
特
に
注
目
に
値
す
る
サ
ッ
カ
ー
の
対
外
試
合
に
つ
い
て
触
れ
て
み

る
。大

正
八
（
一
九
一
九
）
年
一
月
二
六
日
、
開
校
ま
も
な
い
広
島
高
等
師
範
学
校
の
運

動
場
で
、
似
島
の
ド
イ
ツ
兵
俘
虜
と
広
島
高
等
師
範
学
校
、
県
師
範
学
校
、
附
属
中
、

一
中
と
の
サ
ッ
カ
ー
交
歓
試
合
が
行
わ
れ
た
。
二
試
合
行
っ
た
結
果
は
、
五
対
〇
、
六

対
〇
で
、
俘
虜
チ
ー
ム
の
圧
勝
で
あ
っ
た
。
図
７
は
そ
の
折
に
撮
影
さ
れ
た
日
独
両
チ
ー

ム
の
記
念
写
真
で
あ
る
。

平
成
十
八
（
二
〇
〇
六
）
年
一
月
二
二
日
、
テ
レ
ビ
新
広
島
制
作
の
「
歴
史
発
掘
ス

ペ
シ
ャ
ル　

ド
イ
ツ
か
ら
の
贈
り
も
の―

奇
跡
の
絆
の
物
語
」
が
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
系
列

に
よ
っ
て
全
国
ネ
ッ
ト
で
放
映
さ

れ
た
が
、
番
組
の
中
で
は
似
島
の

俘
虜
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
が
大
き
く

取
り
上
げ
ら
れ
た
。

【
俘
虜
に
よ
る
労
役
】

労
役
は
各
収
容
所
で
行
わ
れ
て

い
た
が
、
似
島
で
の
労
役
に
つ
い

て
は
現
地
調
査
に
当
た
っ
た
ス
イ

ス
人
医
師
の
次
の
証
言
が
残
さ
れ

て
い
る
。「
似
島
収
容
所
で
の
捕
虜

ら
の
主
た
る
不
満
は
、
い
わ
ゆ
る

「
ロ
ウ
エ
キ（
労
役
）」に
在
り
ま
す
。

（
中
略
）
毎
日
交
代
す
る
労
働
分
遣

隊
を
組
ん
だ
捕
虜
ら
は
、
日
当
四

銭
で
土
砂
を
手
押
し
車
に
乗
せ
、
広
島
市
内
各
地
に
運
ん
で
い
き
ま
す
。
他
の
収
容
所

で
は
「
ロ
ウ
エ
キ
」
は
通
常
き
つ
い
苦
力
労
働
で
は
な
く
、
捕
虜
ら
か
ら
は
、
む
し
ろ

恰
好
の
気
分
転
換
と
し
て
歓
迎
さ
え
さ
れ
て
い
ま
す
」。(4)

こ
の
土
砂
運
搬
作
業
は
広
島

西
練
兵
場
修
繕
と
第
五
師
団
長
官
舎
の
敷
地
整
備
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。(5)

な
お
、
収
容
所
の
近
く
に
一
時
期
製
針
工
場
が
あ
っ
て
、
俘
虜
に
よ
る
労
役
が
行
わ

れ
た
。
し
か
し
そ
の
工
場
は
ほ
ど
な
く
閉
鎖
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。『
中
国
新
聞
』（
大
正

七
（
一
九
一
八
）
年
二
月
七
日
付
）
は
「
俘
虜
傭
役
失
敗　

似
島
工
場
閉
鎖
」
と
題
し

て
次
の
よ
う
に
報
じ
た
。「
広
島
製
針
組
合
に
於
て
斯
業
の
進
歩
を
図
る
為
め
似
島
に
伝

習
工
場
を
設
け
（
中
略
）
俘
虜
二
名
中
一
名
は
全
然
製
針
を
解
せ
ず
他
の
一
名
も
機
械

職
工
に
し
て
僅
か
に
製
針
の
一
部
を
知
れ
る
に
止
ま
り
（
後
略
）」。
解
放
間
際
に
は
広

島
市
内
の
各
種
製
造
所
で
、
労
役
と
い
う
よ
り
は
日
本
人
技
術
者
へ
の
指
導
が
行
わ
れ

た
こ
と
は
、
後
述
す
る
ヴ
ォ
ル
シ
ュ
ケ
の
項
で
記
す
通
り
で
あ
る
。

【
遠
足
】似

島
に
は
安
芸
の
小
富
士
と
い
う
絶
好
の
景
勝
地
が
あ
っ
た
が
、
俘
虜
の
遠
足
等
は

行
わ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
既
に
触
れ
た
よ
う
に
、
海
軍
の
要
衝
地
が
近
く
あ
っ

た
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
解
放
間
近
に
な
っ
た
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
十
一

月
に
、
宮
島
の
厳
島
神
社
へ
の
遠
足
が
行
わ
れ
た
。

俘
虜
収
容
所
の
研
究
は
往
々
に
し
て
、
個
々
の
俘
虜
の
活
動
よ
り
も
管
理
・
運
営
な
ど
、

収
容
所
全
体
に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
俘
虜
た
ち
が
収
容
前
に
ど
の
よ

う
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
の
か
、
収
容
中
は
ど
ん
な
活
動
を
し
た
の
か
、
更
に
解
放
後
の
人

生
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
日
独
文
化
交
流
史
上
の
視
点
か
ら
す
る
と
、
場

合
に
よ
っ
て
は
収
容
所
の
全
体
像
を
記
す
こ
と
よ
り
も
、
ず
っ
と
重
要
な
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
最
後
に
似
島
収
容
所
俘
虜
の
内
か
ら
、
後
に
日
本
と
関
わ
り
を
も
っ
た
、
特
色
に
富

む
と
思
わ
れ
る
五
名
の
俘
虜
を
簡
単
に
紹
介
し
て
、
こ
の
稿
を
閉
じ
る
こ
と
に
す
る
。
な
お
、

俘
虜
の
所
属
・
階
級
は
収
容
時
点
の
も
の
で
あ
る
。

（
一
）
ア
ド
ル
フ
・
ヴ
ァ
ル
デ
マ
ー
ル
・
ア
ー
ペ
ル
（A

dolf W
aldem

ar A
pel

；
一
八
九
〇

〜
？
）；
海
軍
第
二
工
機
団
第
二
中
隊
・
予
備
一
等
焚
火
兵
。
広
島
高
等
師
範
学
校
の

運
動
場
で
の
サ
ッ
カ
ー
交
流
試
合
に
出
場
し
た
と
思
わ
れ
る
。
当
時
附
属
中
の
生
徒

で
サ
ッ
カ
ー
に
出
場
し
た
茂
森
薫
の
次
の
証
言
が
残
さ
れ
て
い
る
。「
ア
ッ
ペ
ル
と
い

う
常
駐
通
訳
官
が
居
た
。（
中
略
）
或
る
日
彼
の
素
性
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
横
浜
で
生

ま
れ
、三
〇
年
前（
大
正
三（
一
九
一
四
）年
）の
第
一
次
欧
州
大
戦
の
と
き
召
集
さ
れ
、

青
島
で
日
本
軍
と
戦
っ
た
が
俘
虜
と
な
り
、
広
島
の
似
島
に
収
容
さ
れ
た
と
い
う
。

そ
し
て
曰
く
、
当
時
最
も
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
コ
ウ
シ
﹇
高
師
﹈
の
グ
ラ
ン
ド
で
や

る
蹴
球
だ
っ
た
と
い
う
。」(6)

大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
十
月
八
日
か
ら
、
労
役
で
広

島
電
気
製
作
所
に
通
っ
た
。
労
役
時
間
は
午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時
三
〇
分
迄
で
、

賃
金
は
日
給
一
円
五
〇
銭
だ
っ
た
。
大
戦
終
結
し
て
解
放
後
は
、
労
役
先
の
広
島
電

気
製
作
所
に
雇
用
さ
れ
た
。

（
二
）
カ
ー
ル
・
ユ
ー
ハ
イ
ム
（K

arl Juchheim

；
一
八
八
九
〜
一
九
四
五
）；
国
民
軍
・
卒
。

明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
、
菓
子
職
人
と
し
て
青
島
で
菓
子
店
と
喫
茶
店
を
営
む

ド
イ
ツ
人
に
雇
わ
れ
て
青
島
に
赴
い
た
。
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
を
得
意
と
し
、
菓
子
職

マ
イ
ス
タ
ー
の
資
格
を
得
る
と
自
身
の
菓
子
店
を
営
ん
だ
。
日
本
が
ド
イ
ツ
に
宣
戦

を
布
告
し
た
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
八
月
二
三
日
の
約
一
ヶ
月
前
に
エ
リ
ー
ゼ
と

結
婚
し
た
。
日
独
戦
争
が
終
結
し
て
十
ヶ
月
ほ
ど
経
っ
た
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年

九
月
二
〇
日
、
国
民
軍
所
属
と
し
て
軍
籍
が
あ
る
と
の
判
断
を
下
さ
れ
て
、
大
阪
俘

虜
収
容
所
に
収
容
さ
れ
た
。
そ
の
一
ヶ
月
半
後
の
十
一
月
四
日
に
息
子
カ
ー
ル
・
フ

ラ
ン
ツ
が
生
ま
れ
た
。
妻
と
息
子
は
、
大
戦
終
結
し
て
ユ
ー
ハ
イ
ム
が
解
放
さ
れ
る

ま
で
青
島
で
暮
ら
し
た
。
俘
虜
技
術
工
芸
品
展
覧
会
で
は
、
オ
ト
マ
ー
や
ヴ
ォ
ル
シ
ュ

ケ
の
励
ま
し
を
受
け
て
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
を
製
造
・
販
売
し
た
（
図
４
参
照
）。
大
戦

終
結
し
て
解
放
後
は
、
明
治
屋
の
菓
子
職
人
と
し
て
月
給
三
五
〇
円

(7)

と
い
う
破
格

の
俸
給
で
迎
え
ら
れ
た
。
や
が
て
ユ
ー
ハ
イ
ム
は
独
立
し
て
横
浜
市
山
下
町
に
菓
子

店
ユ
ー
ハ
イ
ム
を
開
業
し
た
が
、
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
九
月
一
日
に
起
き
た

関
東
大
震
災
で
店
は
倒
壊
し
た
。
そ
の
後
神
戸
市
三
宮
に
移
っ
て
再
出
発
し
た
。
一

人
息
子
の
カ
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ツ
も
菓
子
職
人
と
な
っ
た
が
、
第
二
次
大
戦
に
応
召
し

て
昭
和
二
〇（
一
九
四
五
）
年
五
月
六
日
ウ
ィ
ー
ン
郊
外
で
戦
死
し
た
。
昭
和
二
〇（
一

九
四
五
）
年
六
月
五
日
の
神
戸
空
襲
で
店
は
瓦
解
し
、
ユ
ー
ハ
イ
ム
は
失
意
の
内
に

八
月
十
四
日
六
甲
ホ
テ
ル
で
死
去
し
た
。
戦
後
店
は
再
建
さ
れ
、
妻
エ
リ
ー
ゼ
の
奮

闘
に
よ
っ
て
発
展
し
、
現
在
も
ド
イ
ツ
菓
子
の
老
舗
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
平
成
二
二
（
二
〇
一
〇
）
年
一
月
十
三
日
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ
の
番
組
『
歴

史
秘
話
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
で
、「
焼
け
跡
と
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
〜
あ
る
ド
イ
ツ
人
夫
妻
の

苦
難
と
愛
」
と
題
し
て
カ
ー
ル
・
ユ
ー
ハ
イ
ム
が
採
り
あ
げ
ら
れ
た
。

（
三
）
ハ
ン
ス
・
ク
ロ
パ
チ
ェ
ク
（H

ans W
.K

ropatschek

；
一
八
七
八
〜
一
九
三
五
）；

海
軍
東
ア
ジ
ア
分
遣
隊
参
謀
本
部
・
陸
軍
少
尉
。
父
は
帝
国
議
会
議
員
で
、
母
は
ロ

シ
ア
人
で
あ
っ
た
。
十
九
歳
で
ロ
ス
ト
ッ
ク
の
歩
兵
第
九
〇
連
隊
附
少
尉
に
な
っ
た
。

北
清
事
変
（
義
和
団
の
乱
）
の
際
に
は
ド
イ
ツ
派
遣
軍
の
一
員
と
な
り
、
福
島
安
正

大
佐

(8)
（
当
時
）
の
指
揮
下
で
大
沽
要
塞
の
監
視
任
務
に
就
い
た
。
そ
の
後
ド
イ
ツ
参

謀
本
部
附
と
な
り
、明
治
三
八（
一
九
〇
五
）年
に
ペ
ツ
ェ
ル
少
将
の
長
女
マ
ル
ガ
レ
ー

テ
と
結
婚
し
た
。
ペ
ツ
ェ
ル
少
将
が
清
国
駐
屯
軍
司
令
官
神
尾
光
臣
少
将

(9)
（
当
時
）

と
知
己
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
神
尾
少
将
か
ら
結
婚
祝
い
に
仙
台
箪
笥
を
贈
ら
れ
た
。

結
婚
を
機
に
軍
隊
生
活
を
離
れ
て
、
青
島
の
ハ
ン
ブ
ル
ク
汽
船
会
社
で
従
事
す
る
こ

と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
傍
ら
ロ
シ
ア
副
領
事
館
の
副
領
事
を
務
め
た
。
大
正
三
（
一

九
一
四
）
年
八
月
三
日
に
総
督
府
か
ら
動
員
令
が
発
せ
ら
れ
る
と
、
副
領
事
の
職
を

放
棄
し
て
青
島
ド
イ
ツ
軍
に
参
加
し
た
。
妻
は
娘
と
息
子
の
三
人
で
大
戦
終
結
ま
で

青
島
に
留
ま
っ
た
。
大
戦
終
結
し
て
解
放
後
の
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
三
月
、
妻

子
を
日
本
に
呼
び
寄
せ
て
横
浜
や
神
戸
に
住
ん
だ
。
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
に

ド
イ
ツ
へ
帰
国
し
た
。

（
四
）
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
オ
ト
マ
ー
（H

einrich 
Friedrich W

ilhelm
 O

thm
er

；
一
八
八
二
〜
一
九
三
四
）
海
軍
第
三
大
隊
予
備
榴

弾
砲
兵
隊
・
予
備
陸
軍
少
尉
。
明
治
三
七
（
一
九
〇
四
）
年
に
学
位
を
取
得
し
て
、

明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年
末
北
京
に
赴
き
、
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
青
島
の
徳

華
高
等
学
堂
教
授
に
就
任
し
た
。
明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
に
結
婚
し
て
二
人
の

息
子
を
も
う
け
た
。
第
一
次
大
戦
の
勃
発
と
と
も
に
予
備
陸
軍
少
尉
と
し
て
応
召
し
、

青
島
の
陥
落
に
よ
っ
て
大
阪
俘
虜
収
容
所
に
送
ら
れ
た
。
オ
ト
マ
ー
は
収
容
さ
れ
る

や
た
だ
ち
に
専
門
と
す
る
中
国
語
の
研
究
を
続
行
す
る
と
と
も
に
、
学
習
の
手
本
を

示
す
べ
く
日
本
語
の
勉
強
に
打
ち
こ
ん
だ
。
小
学
校
の
国
語
読
本
か
ら
初
め
て
、
平

仮
名
・
片
仮
名
を
覚
え
、
最
後
に
は
『
万
葉
集
』
の
読
解
に
ま
で
及
ん
だ
。
こ
の
こ

と
は
多
く
の
俘
虜
達
に
刺
激
を
与
え
、
次
々
に
講
習
会
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
大
戦
終
結
し
て
解
放
後
は
松
山
高
等
学
校
教
師
と
し
て
招
聘
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。『
中
国
新
聞
』（
大
正
九（
一
九
二
〇
）年
一
月
二
〇
日
付
）に
は
次
の
記
述
が
あ
る
。

「
解
放
さ
れ
た
似
島
の
俘
虜
帰
心
矢
の
如
き
思
ひ
を
西
京
丸
に
乗
せ
て
解
放
さ
れ
た
八

三
名
、一
行
中
の
オ
ー
ト
メ
ル
氏
は
松
山
高
校
講
師
に
内
定（
中
略
）、尚
オ
ー
メ
ル（
マ

マ
）
敎
授
は
一
旦
青
島
に
往
き
家
族
を
纏
め
て
本
年
三
月
末
迄
に
赴
任
す
る
筈
で
あ

る
」。
家
族
を
日
本
へ
迎
え
る
た
め
に
青
島
に
戻
っ
て
み
る
と
、
妻
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
は

重
い
病
に
あ
り
、
看
護
の
た
め
に
松
山
で
の
職
を
辞
退
し
た
。
妻
は
大
正
九
（
一
九

二
〇
）
年
八
月
六
日
に
死
去
し
た
。
オ
ト
マ
ー
は
そ
の
後
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年

ま
で
上
海
の
同
済
大
学
教
授
と
な
っ
た
が
、
や
が
て
病
に
罹
っ
て
ド
イ
ツ
に
帰
国
し

た
。

（
五
）
ヘ
ル
マ
ン
・
ヴ
ォ
ル
シ
ュ
ケ
（H

erm
ann W

olschke

；
一
八
九
三
〜
一
九
六
三
）；

海
軍
膠
州
砲
兵
大
隊
第
二
中
隊
・
二
等
砲
兵
。
応
召
前
は
食
肉
加
工
職
マ
イ
ス
タ
ー

だ
っ
た
。
似
島
時
代
、
食
肉
加
工
職
人
だ
っ
た
ケ
ル
ン
及
び
シ
ュ
ト
ル
の
三
人
で
、

当
時
の
広
島
市
広
瀬
町
上
水
入
町
の
ハ
ム
製
造
会
社
酒
井
商
会
で
ハ
ム
製
造
の
技
術

指
導
を
し
た
。
解
放
間
際
の
三
人
の
写
真
が
『
中
国
新
聞
』（
大
正
八
（
一
九
一
九
）

年
十
二
月
二
五
日
付
）
に
大
き
く
掲
載
さ
れ
た
。
な
お
、
広
島
県
物
産
陳
列
館
で
の

俘
虜
作
品
展
示
即
売
会
に
は
、
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
を
出
品
す
る
よ
う
ユ
ー
ハ
イ
ム
を

励
ま
し
、
自
身
は
ソ
ー
セ
ー
ジ
を
出
品
し
た
（
図
５
参
照
）。
大
戦
終
結
後
は
、
銀
座

に
新
規
開
店
し
た
明
治
屋
経
営
の
「
カ
フ
ェ
ー
・
ユ
ー
ロ
ッ
プ
」
の
ソ
ー
セ
ー
ジ
製

造
主
任
に
な
っ
た
。
昭
和
の
初
め
、
銀
座
に
屋
台
を
出
し
て
日
本
で
初
め
て
ホ
ッ
ト

ド
ッ
グ
を
販
売
し
た
。
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
ベ
ー
ブ
ル
ー
ス

を
含
む
プ
ロ
野
球
チ
ー
ム
が
来
日
し
た
折
に
は
、
甲
子
園
球
場
で
ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
を

販
売
し
た
と
い
わ
れ
る
。
第
二
次
大
戦
中
は
同
盟
国
の
人
間
で
は
あ
っ
た
が
、
長
野

県
野
尻
湖
畔
で
い
わ
ば
幽
閉
生
活
を
送
っ
た
。
後
に
軽
井
沢
に
自
分
の
店「
ヘ
ル
マ
ン
」

を
創
業
し
た
。
昭
和
三
八
（
一
九
六
三
）
年
に
没
し
、
東
京
都
狛
江
市
の
泉
龍
寺
に

埋
葬
さ
れ
た
。
墓
碑
に
は
「
遥
か
な
る
祖
国
ド
イ
ツ
を
誇
り
、
第
二
の
故
郷
日
本
を

愛
し
た
ヘ
ル
マ
ン
・
ヴ
ォ
ル
シ
ュ
ケ
こ
こ
に
眠
る
」
の
銘
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
今
日
、

息
子
の
ヘ
ル
マ
ン
・
ヴ
ォ
ル
シ
ュ
ケ
氏
（
父
親
と
同
名
）
が
神
奈
川
県
厚
木
市
で
「
ヘ

ル
マ
ン
」
を
営
業
し
て
い
る
。

付
記　

本
稿
執
筆
に
際
し
て
は
、
広
島
市
公
文
書
館
か
ら
関
連
資
料
の
提
供
を
受
け
た
。

記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

　
　
　

註

(1)　
『
独
逸
及
墺
洪
国
俘
虜
名
簿
』（
日
本
帝
国
俘
虜
情
報
局
、
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
六
月
改
訂
）

に
よ
る
俘
虜
の
総
数
は
四
七
一
五
名
で
あ
る
が
、
日
本
へ
の
送
還
前
に
青
島
で
死
亡
し
た
俘
虜
も

い
た
。
日
本
の
収
容
所
に
収
容
さ
れ
た
俘
虜
は
四
六
九
七
名
で
あ
っ
た
。

(2)　

宮
崎
佳
都
夫
執
筆『
似
島
の
口
伝
と
史
実
』（
似
島
連
合
町
内
会
郷
土
史
編
纂
委
員
会
、平
成
十（
一

九
九
八
）
年
十
二
月
）
を
参
考
に
し
た
。

(3)　

広
島
県
物
産
陳
列
館
は
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
八
月
五
日
に
開
館
し
た
。
設
計
者
の
チ
ェ
コ

人
ヤ
ン
・
レ
ツ
ェ
ル
（Jan Letzel,

一
八
八
〇
〜
一
九
二
五
）
は
、
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）
年

に
東
京
で
建
築
事
務
所
を
経
営
し
て
い
た
ド
イ
ツ
人
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
（G

eorg de  Lalande,

一

八
七
二
〜
一
九
一
四
；
朝
鮮
総
督
府
庁
舎
や
神
戸
・
北
野
の
「
風
見
鶏
の
家
」
の
設
計
者
）
の
招

き
で
来
日
し
、
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
に
東
京
・
京
橋
に
自
身
の
設
計
事
務
所
を
開
設
し
た
。

広
島
県
物
産
陳
列
館
は
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
に
広
島
県
商
品
陳
列
所
と
改
称
さ
れ
、
さ
ら

に
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
に
は
広
島
県
産
業
奨
励
館
と
改
称
さ
れ
た
。
な
お
、
広
島
県
物
産
陳

列
館
に
関
し
て
は
『
廣
島
か
ら
広
島―

ド
ー
ム
が
見
つ
め
続
け
た
街
展
』（
広
島
県
立
美
術
館
、

平
成
二
二
（
二
〇
一
〇
）
年
八
月
）
を
、
ま
た
ヤ
ン
・
レ
ツ
ェ
ル
に
つ
い
て
は
、
菊
楽
忍
「
ヤ
ン
・

レ
ツ
ル
再
考―

書
簡
集
か
ら
建
築
活
動
を
た
ど
る
」（『
広
島
市
公
文
書
館
紀
要
』
第
二
五
号
、
二

〇
一
二
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(4)　

大
川
四
郎
編
訳
『
欧
米
人
捕
虜
と
赤
十
字
活
動　

パ
ラ
ヴ
ィ
チ
ー
ニ
博
士
の
復
権
』
二
〇
五
〜

二
〇
六
頁
、
論
創
社
、
二
〇
〇
六
年
。

(5)　
『
欧
受
大
日
記
』（
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
十
月
、
防
衛
省
防
衛
研
究
所
図
書
館
所
蔵
）。
を
参

照
さ
れ
た
い
。

(6)　
『
広
島
大
学
附
属
中
・
高
等
学
校
創
立
八
十
年
史　

上
巻
』
二
八
一
頁
、
昭
和
六
〇（
一
九
八
五
）

年
。
な
お
、中
野
光
夫
「
ド
イ
ツ
軍
捕
虜
に
よ
る
サ
ッ
カ
ー
の
指
導
」（
広
島
美
奈
美
国
風
土
記
、

N
o.11,

平
成
二
三
（
二
〇
一
一
）
年
三
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(7)　

俘
虜
の
中
で
最
高
月
俸
は
元
総
督
の
マ
イ
ヤ
ー=

ヴ
ァ
ル
デ
ッ
ク
海
軍
大
佐
の
二
八
〇
円
だ
った
。

陸
軍
中
佐
一
八
三
円
、
陸
軍
大
尉
五
〇
円
、
陸
軍
少
尉
四
〇
円
、
下
士
以
下
は
日
給
三
〇
銭
だ
っ

た
。
二
等
兵
扱
い
で
あ
っ
た
ユ
ー
ハ
イ
ム
の
場
合
は
、
月
給
換
算
で
九
円
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
当
時

の
二
〇
〇
円
は
今
日
の
約
一
六
〇
万
円
（
約
八
〇
〇
〇
倍
）
に
相
当
す
る
。
な
お
、
当
時
の
為
替

レ
ー
ト
で
一
円
は
約
二
マ
ル
ク
、
一
ド
ル
は
約
二
円
、
一
ポ
ン
ド
は
約
十
円
で
あ
っ
た
。

(8)　

福
島
安
正
（
一
八
五
二
〜
一
九
一
九
）
は
陸
軍
き
っ
て
の
情
報
将
校
で
、
中
尉
か
ら
少
将
ま
で
の

三
〇
年
間
を
情
報
関
係
一
筋
で
通
し
た
。
明
治
二
〇
年
陸
軍
少
佐
の
時
駐
在
武
官
と
し
て
ベ
ル
リ

ン
に
赴
任
、
帰
国
の
際
に
シ
ベ
リ
ア
を
単
騎
横
断
し
て
勇
名
を
馳
せ
た
。
北
清
事
変
で
は
大
沽
城

塞
攻
撃
の
混
成
大
隊
司
令
官
を
務
め
た
。明
治
四
〇
年
男
爵
と
な
り
、大
正
二
年
陸
軍
大
将
に
な
っ

た
。
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
八
月
一
日
、
青
島
に
マ
イ
ヤ
ー
＝
ヴ
ァ
ル
デ
ッ
ク
膠
州
総
督
を
訪

問
し
た
。

(9)　

神
尾
光
臣
（
一
八
五
五
〜
一
九
二
七
）
は
陸
軍
内
で
三
本
指
に
入
る
中
国
通
と
言
わ
れ
た
。
日
独

戦
争
時
は
陸
軍
中
将
で
、
青
島
攻
囲
軍
司
令
官
と
な
る
。
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
十
二
月
十
八

日
青
島
か
ら
東
京
駅
に
凱
旋
し
た
。
そ
の
日
は
ち
ょ
う
ど
東
京
駅
開
業
式
の
日
で
あ
っ
た
。
大
正

四
（
一
九
一
五
）
年
六
月
二
四
日
大
将
に
昇
任
し
、
七
月
十
四
日
男
爵
に
叙
せ
ら
れ
た
。
な
お
、

次
女
安
子
は
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
三
月
に
小
説
家
の
有
島
武
郎
に
嫁
ぎ
息
子
三
人
を
も
う

け
た
。
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図８　似島独逸俘虜技術工芸品展覧会　絵葉書 ( 表面）
　　　　（広島市文化振興課所蔵）

図９　上記絵葉書 ( 裏面 )


